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    　春休みまっただ中の三月の末、第二新聞部の部室からも満開の桜の花が見える。詳しくは思い出せないが、なにかの記念樹だ。


    　その桜の下を二列縦隊になって体操着姿の女子生徒が駆かけ抜けていく。かすかに聞こえる号令から推測するに女子バスケットボール部だろうか。熱心なことだ。


    　我々第二新聞部はそんな活発な部活ではないため、春休み中は当然お休み。


    　であるにもかかわらず、部室にはお悩み相談メンバーが集まっていた。理系代表回答者、遠えん藤どう梨り乃の。文系代表回答者の九く条じようふみ、体育会系代表回答者、鈴すず木きいくみ。美術系代表回答者、村むら上かみ絵え美み。


    　四人が四人とも個性的なメンバー。そして同時にそれぞれが困った人たちでもある。


    「悪いね、春休み中に呼び出したりして」


    　第二新聞部部長、二に階かい堂どう彩あや香かは満面の笑みで手早く一枚ずつＢ５サイズのプリントを手渡していく。プリントを配布し終えると、今度はご丁てい寧ねいにも各自に一本ずつボールペンを配る。


    　少し彩香は焦あせっているように見えた。おそらくこの作業をみんなの気が変わらないうちに早くすませてしまいたいのだろう。


    　それもそのはずだ。


    　四人に渡されたプリント上部に大きく印字されている文字──「入部届」。


    　そう、ついに四人に第二新聞部の部員になってもらうことになったのだ。


    　これまでの一年間、お悩み相談コーナーのメンバーはコーナーに協力してくれているだけで、第二新聞部の部員ではなかった。四人とも新聞作成には興味はなさそうだし、まあ本当のところ、彩あや香かに気を使って入部しただけで、僕もそんなにはないんだけど……。


    　当然ながら、僕と彩香だけでは部員の人数は足りていない。その分の部員は名義貸しで補おぎなってきたのだが、このたび、名義貸し幽霊部員の三人がめでたく卒業となったのだった。


    　一度も会わなかった先輩方……。正直、どんな人なのかまったく知らない。


    　一切、登場せず！


    　まさにキングオブ幽霊部員。僕に霊感がなかったからなのか、気配すら感じなかった。とりあえず卒業おめでとうございます。進学したのか、就職したのかも知らないけれど、その幽霊魂だましいで新生活も頑張っていただきたい。


    　とにかく幽霊先輩の成じよう仏ぶつにより、新たなる名義貸しメンバーとしてお悩み相談コーナーの四人が選ばれたのだ。


    　彩香の焦あせる気持ちを[image: ]くんでくれたのか、四人は彩香のボールペンを受け取ると、すぐにプリントに名前とクラスの記入を始める。


    　紙の上をペンが走るさまをじっと見つめる彩香。ひとり、またひとりと記入し終えるたびに、彩香の瞳ひとみが潤うるんでいく。どうやら感動しているらしい。


    「ごめんね。本当にありがとう」


    　彩香は一番近くにいたふみの身体からだを抱きしめる。


    「そんな、大丈夫ですよ。ただ名前を書いただけですから」


    　ふみは顔を真っ赤かにして、熱烈な抱ほう擁ようから逃のがれようとしているが、彩香はまだ感謝の気持ちを伝えきれていないとばかりに、なかなか解放しようとしない。


    「私、記事なんて書けないしね。いままでと一緒でいいんでしょ？」


    　いくみはふたりの様子を見ながら、念を押すように言う。


    「もちろん。もちろん。これまでどおりで大丈夫」


    「待って！」


    　今度はいくみに熱い抱擁をしようとした彩香だったが、手で制止されてしまう。


    　いくみの目がなんだか鋭するどい。


    「抱きつくのはまだ早いよ」


    「と言うと……」


    「なんかお礼ちょうだい」


    　いくみはそう言うと右腕をまっすぐ彩香に向かって突き出す。まっすぐな眼まな差ざし。真剣そのものだ。


    「……もしかして、これ？」


    　彩香は親指と人さし指で輪を作ってみせる。もちろんお金の意味だ。


    「やめてよ。違うよ。これだよ」


    　いくみは薬指と親指で輪を作りその中に人さし指をくぐらせ、小さな小指をピンと立ててみせる。これは…………意味不明だ！　なんだそのマーク。って言うか、よくそんな指の動きができるな。


    「そ、それは……なに？」


    　彩あや香かもなにを意味するのかわからないようで、少し警戒した表情を浮かべている。


    「やだなあ、ポッキーを食べるのに一番美お味いしい指の形だよ。ポッキーなどをおくれ」


    　指の形で味が変わるとは思えないのだが……。とにかく金銭の要求じゃなくてよかった。


    「ポッキーくらい、いくらでも買うよ。本当にありがとう、いくみちゃん。ほかのみんなも」


    　彩香は改めて頭を下げると、ひとりひとりの手を両手で握って回る。


    　彩香ほどではないが、僕ももちろん感かん慨がい深い。


    　これでなにかが変わるわけではないのだが、一応同じ部活の仲間になったわけだ……。


    　それに部活という大たい義ぎを得たということはデカい。なにせ、部活動の名めい目もくでいろいろと自然に誘うことができる。去年は合宿や遊園地に行くだけでもひと苦労だったが、正式な部員となってしまえば、みんな従わざるをえないだろう。


    　こうなったら去年よりいっそう部活動に励はげまねばなるまい……。


    　急に恒こう例れい行事となった第二新聞部公式お花見会から始まり、休む間もなく第二新聞部公式イチゴ狩り、そこからたたみかけるように、第二新聞部公式バーベキュー＆第二新聞部公式プラネタリウム鑑賞会で健全さをアピールしつつの、第二新聞部公式女だらけの水泳大会に持っていく。……当然ながら、ポロリもあるだろうな。ウォータースライダーでポロッといくだろうな。さらに、間を置かずに第二新聞部公式花火大会……。ポロリもあるだろうな。花火が炸さく裂れつする衝しよう撃げき波はで浴衣ゆかたからポロッと、無理はあるけど、期待はしたい。そして秋には紅葉もみじ狩り。ポロリがあるんだろうな。紅葉を見ていると背後から野生の鹿が登場して、服を引っ張ってポロッと。冬は温泉か、スノーボードか……。うん。これはポロリしかないな。これくらいの時期になっていると慣れもあるだろうから、[image: ]もちつきレベルでもポロリだろうな。


    　そんな流れが一切の澱よどみなく自然に脳のう裏りに浮かび上がる。これは忙しくなるぞ……。


    「勇ゆう樹き、大丈夫か？」


    　我に返ると彩香が僕の顔をじっと見つめている。


    「あ、もちろん。みんなが入部してくれて、感慨にひたってただけだよ」


    「本当に？　とんでもなくエロい顔をしていたけど。感慨にひたっている人間ってそんな顔だっけ？」


    　彩香は猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目で僕を見つめている。


    　しまった。妄もう想そうが顔に出ていたか！　自分ではきりりと引き締まった顔をしていたつもりだったのだが、油断してしまった。


    「い、いや、誤解だよ。本当にありがたいなあって」


    「ウソだ。もっと怪しい目をしてた。あれは裸はだかエプロン的なことを考えている人の目だよっ！」


    　いくみの野性的な勘が的確に僕の妄もう想そうを見抜く。


    　裸エプロンについて考えている目とはどんな目なのかさっぱりわからないが、少なくともエロい顔をしていたことは間違いないようだ。


    「赤あか松まつさん、なぜなのです？　どうして私たちの入部のタイミングで裸エプロンについて考えているのですか？　もしかして、入部したら急にそんなことをさせるつもりなのですか？」


    　ふみの表情には疑いではなく、すでに落らく胆たんの色がある。


    　そんなつもりはない。僕が予定していたのはもっとライトな感じだ！　とは、とても言えない。まごまごしているうちに猜さい疑ぎ心しんが伝染し始める。


    「もしこの入部届が裸エプロンに結びつくのであれば、私は入部撤てつ回かいさせてもらう」


    　梨り乃のはそう言い放つと、ちゃぶ台の上で重ねられていた入部届に手を伸ばす。


    　それに続いて、ふみも自分の入部届に手を伸ばす。


    　しかし、入部届を回収しようとするその手を、彩あや香かが両手でつかんで引き止める。


    　ふたりの腕をつかんだまま必死の形ぎよう相そう。


    「勇ゆう樹き、謝って！　入部したらああしてやろう、こうしてやろうと、やましいことを考えたことを謝罪して」


    「ご、ごめん。ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ、やましいことを考えちゃって」


    「もっと謝罪して、入部した瞬間、第二新聞部の制服を裸エプロンに変更しようと画かく策さくしたことを謝罪してっ！」


    「そんなこと考えてないからっ！」


    　完全なる濡ぬれ衣ぎぬとは言い切れないところが悔くやしい。


    「半端に否定しなくていいから。誓って。正式に入部した途端に急にエロい行事を企画立案しないと！」


    「入部しても急にエロい行事を企画立案しない！」


    　まさかこんなことをみんなの前で誓わせられることになるなんて……。ほんの少しエッチな妄想をしただけなのに……。男子高校生として正常なレベルだったと思う。いや少しいきすぎた面はあったかもしれないが……。


    　とにかくエロい気持ちを心の奥底にしまって真剣そのものの表情でみんなに訴えかける。


    「まあ、反省してるみたいだから、許してあげなよ」


    　いくみの言葉に従って、梨乃とふみは入部届を回収すべく伸ばしていた手をようやく戻してくれる。


    　まさか自分のエロめの妄想で第二新聞部存続の危機を招くことになるとは……。


    　とにかく無事にすんでよかった。


    　そう思ったときだった。


    　絵え美みがそっと手を伸ばし、自分の入部届を回収しようとしている。


    「絵美ちゃん、なんで!?」


    　慌あわてて彩あや香かがその手をつかむ。


    「……それはそれで、物足りないの」


    　まさかの賛同者現る！


    「勇ゆう樹き、誓って、ちょっとはエロいイベントを企画すると」


    「ち、ちょっとはする！」


    「ならば私はやめておこう」


    「梨り乃のちゃん！　ちょっとだから。食後に三回スカートめくりするくらいだから」


    「そんなことしないよ！　なんで投薬スタイルでスカートをめくらなきゃいけないんだ。なにに効くんだよ！」


    　僕の必死の弁解も虚むなしく、梨乃は変わらず氷のような冷たい目で僕を睨にらみ続けている。


    　誰か助け舟を出してくれる人はいないのか？


    「梨乃もスパッツにしたらいいのさ。そしたらパンツ見えないよ」


    　残念、いくみの助け舟は見当違いの方向へ進み、座ざ礁しようした。


    「……むしろパンツをはかなければ、パンツは見えないの」


    「むしろ被害は拡大しているではないか！」


    　絵美の助け舟は港を出る前に沈んでいる！


    「じゃあ、……パンツを脱いで、スパッツをはくの。……あいだを取って」


    「それはどことどこのあいだを取ってる状態なのか理解できない！」


    　もはや幽霊船状態の助け舟が梨乃に混乱をもたらしている。


    「じゃあ、一回、スパッツを頭にかぶろうぜ！」


    「いくみはなにを言ってるのだ！」


    「まあ、まあ、みなさん、仲良くしましょうよ。せっかく新体制になるのですから、もっと和やかに」


    　ふみがみんなを落ち着かせようとするが、その言葉は誰の耳にも届いていない。


    　スパッツについての不毛かつ激しい議論が続いている。


    　入部した瞬間に僕がろくでもないイベントを画かく策さくしようとしているのではとの疑惑はすっかり忘れ去られてしまっているようだ。


    　しかしこの不毛な議論こそ、このお悩み相談メンバーの醍だい醐ご味みでもある。


    　どれだけ季節が巡っても、この関係が続いてくれますように。二年生になっても、卒業してからも。できればあの桜のようにまだ五ご分ぶ咲きで、これから満開になる関係であってほしい。


    　僕は部室の窓からかすかに見える桜の花にそんなことを願ったのだった……。


    「赤あか松まつさん、もしかしてまたエッチな想像にひたっているのですか？」


    　ふみ……。これは素すの顔なんだけど。


    　お悩み相談メンバーが正式に部員になってくれためでたい日にもかかわらず、僕は自分の真顔について、ひとつ大きな悩みを抱えることになったのだった。

  


  
    【相　談　１「友達のつくり方について】


    
      したメガネ

    


    　四月から高校に行くのですが、友達ができるか不安です。


    　どうすればいいでしょうか？

  


  
    Answer's
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    梨乃：無理する必要はない。自然に任せればなるようになる。


    それが自然選択説。
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    ふみ：これはと思う人に何度も話しかけましょう。


    それが三さん顧この礼です。
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    いくみ：同じクラスになったってことはもう友達だよ。


    それがチームメイトってものだよ。
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    絵美：好きなことをしてればいいの。そうすれば集まってくるの。


    合う人とか虫とか。それが波長なの。

    


    


  


  
    　新学年一発目のお悩み相談、せっかくなので入学のシーズンにふさわしいお悩みを選んでみた。友達のつくり方についてのお悩みだ。新入生だけでなく、学年が進めばクラス替えもあるし、学校以外でも新しい環境になる人も多いだろう。それだけに参考になるアドバイスがもらえれば、と思ったのだが……。


    「梨り乃のは人にアドバイスしてる場合じゃないからね。本当になにやってんのさ」


    　いくみは相談者ではなく、梨乃に対してお説教を開始してしまった。


    　新学年がスタートして三日、当然ながら二年生になった僕たちもクラスが替わり、新しい学校生活がスタートした。そのクラス編成は梨乃といくみは二年五組。僕とふみは二年二組。そして絵え美みが隣の二年一組に振り分けられた。


    　つまり二年から梨乃といくみは同じクラスなのだが……。


    　クラスメイトになってわずか三日、梨乃にさっそく不満があるようだ。


    「まだ梨乃は私以外の誰とも話してないんだからね。もう危ない人だって[image: ]うわさになっちゃってるんだよ！」


    　母親が子どもを叱しかるような口く調ちよう。その態度に感化されたのか、梨乃も叱られた子どものように肩をすくめている。


    「わ、私は友達など必要ない。必要ないのだから、いなくても問題ない。自然の流れに任せる。それが自然選択説なのだ」


    「なにが自然なんとかなのさ。梨り乃のって、教室でずっと無言なんだよ。むしろ不自然だよ。黒板消しクリーナーのほうが、まだ声出てるよ」


    「黒板消しクリーナーはモーターの……、それに……だから別に……これが私の自然なのだ」


    　梨乃は顔を真っ赤かにしながら、なおも強がりを言っているが、やっぱりそんな状況になっているのか……。


    　一年生の時点でもクラスでは孤立気味だったから、僕も心配していたんだけど。案の定、心配したとおりのことが起こっているようだ。


    「本当に私がいなかったら、大変だよ。たぶん、もう死んじゃってるよ」


    「梨乃さんも死んでしまいはしないと思いますが……。でも梨乃さん、本当にいくみさんが同じクラスでよかったですね」


    　ふみの言葉にいくみは誇らしげに胸を張っているが、梨乃はまったくその意見に納得がいっていないようで、ムキになって反論を始める。


    「そんなことはない。いくみこそ私と同じクラスでなければ、すでに五回は補習になっていたではないか」


    「勉強のことは別にいいのっ！　友達をつくる方法なのっ！」


    「学生である限り、勉強のことが別にいいタイミングなどない。授業中に寝ておいてなにが友達なのだ！」


    　梨乃によると、いくみは新学年早々、授業中に何度も先生を怒らせたらしい。それにしても学校スタートから三日で五回の補習って、どうやったらなるんだ？　梨乃のツッコミたくなる気持ちもわかるが、そもそも友達をつくる方法についての相談だ。


    「まあまあ、梨乃もそんなに熱くならないで、今回は勉強についてじゃなくて、友達づくりについてだから。いくみにコツを聞いてみようよ。梨乃の役に立つかもしれないよ」


    　僕は梨乃をなだめて、本来の流れに話を戻す。いくみは性格的に明るくて素直、友達づくりで困ったことはないタイプに思える。今回の相談の回答者としてもっとも適任のはずだ。


    「こんなことで悩む必要なんてないよ。かんたん。かんたん」


    　いくみは僕の期待を感じてか、これ見よがしに胸を張って自分を誇こ示じする。どうやら相当の自信があるようだ。


    「それで、友達づくりの秘ひ訣けつは……？」


    　僕の問いにことさら渋い顔をつくって、重々しくうなずく。そしてたっぷりと間を取ったのち、ようやく答える。


    「ないよ！」


    　いくみは堂々たる態度のまま、そう断言した。


    「ないの？」


    「うん、ない」


    「ないのによくもそんなに偉そうに」


    「違うよ！　友達をつくるのにコツも努力もいらないんだよ。ただ友達だって思えばいいだけ。自分が友達だなって思ったら、それで友達なの！」


    　いくみは小さな拳こぶしでちゃぶ台をドンッと叩たたきながら力説する。


    「でも、相手側は友達だと思ってなくて、迷惑がられることもあるんじゃないですか？」


    　非常に常識的な疑問点をぶつけたのはふみだった。しかしいくみはまったく動じていない。


    「私と友達になるのが、なんで迷惑なのさ！　そんなわけないっ。ねえ、梨り乃の」


    「……本人の前では言いづらい」


    「なんで！　友達でうれしいなって言えばいいじゃん。恥ずかしがらずに」


    「恥ずかしがってはいないのだが」


    　梨乃はまったくの無表情で言ってのける。


    「恥ずかしくないなら、言ったらいいじゃん。なんで言いづらいのさ。みんなと同じクラスになれてうれ……うれ……迷惑なのかっ！　このーっ！」


    　かなりのスローテンポで梨乃の意図に気づいたようだ。いくみが顔を真っ赤かにして隣に座る梨乃に襲おそいかかる。すばやく梨乃の背中に回りこむと、ピアノを早弾きするかのように脇わき腹ばらの上で両手の指を躍おどらせる。


    「うっ、なぜ、くすぐるっ、やめるのだっ。常に迷惑というわけでは……ただ、たまに……、やめっ……」
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    「たまになんなのさっ、まさか、ウザいとか、そんなんじゃないよね、絶対にウザくないよねっ！」


    　いくみはさらに激しく指を動かし梨り乃のの敏感な部分を的確にタッチし続ける。


    　ウザいと言われる前に、自分から言い出すってことは、もしかしたら、薄々自覚しているのかもしれない。


    　しかしいくみの指先はそんな迷いを感じさせることなく梨乃を激しく攻め立てる。


    「い、いくみ……、ちょっと、わかった。うれしいから、いくみと友達で……迷惑などではないから……、ウザくなど……ないから」


    　[image: ]え食じきとなった梨乃は息も切れ、すでに抵抗する力も失いつつある。


    　ようやくいくみの指が止まり、いくみの顔に笑みが戻る。


    「ね、ウザがられたりしないよ。自分が友達と思ったら友達だよ」


    　そう改めて宣言するいくみの背後には倒れたままの梨乃。


    　いいのか？　友達がぐったりしているぞ。しかも自分が原因で……。


    「いくみさんはあまりにも短絡的すぎるかもしれませんが、たしかに、あんまりややこしく考えないで、気軽に接したほうが友達ってできやすいのかもしれませんね。よく考えたら私もそんなに難しいことはしてないです」


    　ふみが相変わらずのんびりした口く調ちようで部分的にいくみに同意を示す。


    　しかしふたりの意見になおも異いを唱となえる者がひとり。


    「それは、いくみとふみがそういうタイプだからだ……」


    　いくみのくすぐり攻撃のダメージが残っているのか、よろよろとふらつきながらも身体からだを起こす。


    　身体はふらふらでも意志の強そうなその瞳ひとみは輝かがやきを失ってはいない。友達できない派としての誇りとアイデンティティを宿した強い輝きだ。


    「……ふたりには理解できないのだ。友達づくりの難しさが……。ふたりはいわば好感度の係数が正のタイプ。自然に振る舞えば、それに応じて好感度が増加する。しかし世の中には好感度が負のタイプもいるのだ。自然に振る舞えばむしろ好感度が減少する。努力と戦略でコミュニケーション能力を補おぎなわなければいけないタイプ。そんなタイプの人間も存在するのだ。そうは思わないか、絵え美み」


    「……私はそのタイプではないの」


    「うっ……」


    「似顔絵描かいたら行列ができたの。休み時間に」


    「そんなポップな画風ではなかったではないか！　裏切ったな！」


    「そういう気分だっただけ。裏切りとかない」


    　絵え美みはまったく表情を変えずに飄ひよう々ひようとしている。


    　しかし梨り乃のには相当のショックだったようで、せっかく起き上がったのに、またへなへなと倒れこんでしまった。物理的なダメージの次は精神的なダメージだ。


    「好きなことを究めれば、自然と人が集まってくるの。それが芸術の力なの」


    　絵美は自分のスマートフォンで画像投稿型のＳＮＳのサイトを開いて見せてくれる。


    　まったく見方がわからないが、結構な閲覧数があるようだ。


    「クラスにこだわる必要はないの。……好きなことを好きなようにしていれば、同じイマジネーションを持つ人がいつの間にか集まっているものなの」


    　実じつ践せんで示されると、どんな言葉での反論も虚むなしい。


    　いくみ、ふみ、絵美は友達づくりに成功し、梨乃はいまだ誰とも話すらしていない。その事実が大きな壁となって梨乃の心を囲い込んでしまっている。


    「ならば、三人で友達をつくる方法をアドバイスすればいいではないか。私にはそんな資格はない。得意な人のアドバイスが苦手な人に届くかどうかはまったく未知数だが」


    　新学年早々、すっかり拗すねてしまった。ひとり窓の外を眺めながら、長い黒髪をくるくると指でもてあそび始める。


    「まあまあ、梨乃さんも議論に参加しましょうよ。でも、梨乃さんも成長しましたよね。以前だったら、自分には必要ないって、つっぱねてばかりで、強情でしたよね。いまではそうやって素直に寂しそうにできるのですから。人間としてのかわいらしさが出てきました」


    「べ、別に寂しそうになどしていない。いまでも無駄な人間関係など必要ないと思ってるが、もしかしたら、なにか私に原因があるのでは、と微び粒りゆう子しレベルで不安になっただけなのだ」


    「梨乃に原因あるに決まってるじゃん！」


    　そうきっぱりと断言したのはいくみだった。


    　不安な梨乃の気持ちに追い討ちをかけるかのような発言。おそらく先ほどのウザいときもあるとの発言への仕返しなのだろう。梨乃は憎々しげにいくみを睨にらみつけるが……。


    「さあ、梨乃、来いっ、こちょこちょしてみろっ」


    　いくみは両手を広げて自分の両りよう脇わきがガラ空きであることをアピールするが、しかし梨乃の目からはすぐに怒りの炎が消え、力なくうなだれてしまう。


    「どうした、梨乃っ、ヘイッ！　ヘイヘイッ！」


    　しかし梨乃からの反撃はない。


    「いくみ、その……どうしたらクラスで友達ができるのだ……。なぜいくみはできて、私はできない？」


    　梨乃らしくないあまりに素直な言げん動どう。いくみも目を丸くして驚いている。


    　こんなに素直ではいくみも真剣に考えるしかない。


    「それは、うーん。だから私はなんにも考えてないからなあ。うーん。やっぱりスパッツだからかなあ。ふみはどう思う？」


    「スパッツだからではないと思います」


    「じゃあ、なに？　なんで私は人気あるのかな？」


    「……私に聞かれても」


    　ふみはいくみの図々しさに少しあきれているみたいだ。


    　しかしいくみはそんなふみの様子に気づくことなく、いかにも「考えてます」と言わんばかりに大きく腕組みしてみせる。


    「うーん。口で説明できるもんじゃないんだよね……。そうだっ、梨り乃の、理系なんだから観察日記つけなよ」


    　いくみは自分のアイディアに満足したのか、改めて大きく膝ひざを打つ。


    「な、なんの話なのだ？」


    「だから、小学校のときアサガオの観察日記とかつけたでしょ。そんな感じで私の観察日記をつけなよ。ノートをつけるのさ。おぼなんとかさんのように」


    「……おぼなんとかさんはノートをあんまりつけてなかったのだが……」


    「とにかく私は自分でもどうやって友達作っているのかわかんないからさ。ほら、アサガオも自分でどうやって咲いてるのか知らないと思うんだよ。そんな感じだよ」


    　いくみは自分とアサガオを同列に置いて、なんの違和感も感じないのか……。いくみの感性はさておき、なにごとも上じよう手ずな人をよく観察して、そこからヒントをつかむことは上達の定番ではある。ここは梨乃にいくみを観察してもらうか……。


    　僕がそんな結論を出そうとしたときだった。いくみがもう一度、膝を打つ。


    「そうだ、赤あか松まつはふみの観察日記をつけなよ。ふみも友達いるでしょ。赤松はいないし」


    　なんだかよくわからないうちに巻き込まれた……。


    　僕も梨乃ほどではないが、そんなに友達が多くないのは確かなんだけど……。こっそり友達のつくり方を観察しなければいけないレベルではないはずだ。


    　しかしいくみは僕の意見など一切聞くつもりはないみたいだ。


    「よし、ふたりとも、私たちを見て勉強するんだぞ。ちゃんと勉強しないと、クラスでぽつーんになっちゃうよ」


    　こうして僕と梨乃はそれぞれふみといくみの行動を観察して観察日記をつけることになった。


    　ふみはまだしも、いくみを手本にするのは釈然としない。しかし、いくみが新しい環境になじむ能力が高いのは事実。なにか学び取って相談者の役に立てることができればいいのだが。


    



    　翌日、さっそく僕は自分の担当であるふみの観察を開始する。


    　こちらが観察していることを意識させないように、なるべく気配を消して、休み時間ごとにふみの様子をチェックし続ける。


    　まだ新しいクラスになって間もないというのに、ふみの周りには人が集まっている。


    　何人かの女子生徒が休み時間になるとふみの席を囲んで談笑している。その周囲になんとかふみと話したくて、チャンスをうかがう男子生徒たち。


    　しかしふみは積極的に自分からコンタクトをとっているようには見えない。ただニコニコと笑っているだけで、自然に周りに人の輪ができているのだ。


    　正直、スペックが違う気がする。


    　こんな好感度の高い人間から学べることがあるとは、とても思えない。ただ笑え顔がおでいるだけでクラスにすぐになじんでしまうのだから。とてもじゃないが僕は真ま似ねできそうにもない。


    　しかし、僕の役には立たなくとも、相談者とそして梨り乃のの役に立てばと、多少の敗北感にさいなまれながらも、ふみを観察し続ける。


    　観察を続けること半日。いよいよ昼休みに突入だ。


    　ふみは女子たちと机を合わせて食事会が始まる。ふみの人気からすれば当然こうなるだろう。


    　最初はその人気っぷりを嫉しつ妬と交じりに書き留めていただけだったのだが、半日経たって徐々にわかってきたことがある。


    　ふみは実に表情が豊かだ。楽しい話には本当に楽しそうな笑顔を浮かべ、周りの女子生徒の愚ぐ痴ちにすら、まるで自分のことのように、真剣な表情で聞き入っている。一緒になって笑い、悲しみ、怒る……。なるほど。自分のコミュニケーション能力が高いのではなく、相手のコミュニケーション能力を引き立ててあげるのか。なるほど。最初はスペックが違いすぎて参考にすることなどなにもないかと思っていたが、学べることはありそうだ……。
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    　僕はふみの様子とともに、自分の感じたことを淡々とノートへとまとめていく。なんとかそれなりのレポートになりそうだ……。ノートのページが見開きで七割ほど埋まったところでなんとなく手が止まる。


    　梨り乃のはどうしているだろうか？　いくみの観察を開始しているはずだが。


    　ちょうどお昼だし、メールしてみるか……。


    　作業面でも梨乃の様子を知っておきたいし、それになんといっても梨乃と一緒にご飯を食べるいい口実にもなる。きっと梨乃は相変わらずひとりでご飯を食べているに違いない。


    



    　案の定、ほかの誰ともご飯を食べる予定のなかった梨乃は、すぐに学食でのランチに応じてくれた。学食の名物であるうどんをすすりながら、僕はこれまでのふみの観察結果を伝える。


    「それで、どう？　いくみの観察は？」


    　僕の向かいで同じくうどんをすすることなく慎重に口に運んでいる梨乃に尋ねる。


    「うむ。観察をするにはしているのだが……」


    　なんだか梨乃は困惑した様子で、いくみの観察日記を見せてくれる。ノートにはまるで活字のような細かく整った字が並んでいる。


    



    いくみ観察日記


    



    ４月15日　晴れ　気温19℃　湿度45パーセント


    



    08：45　いくみ登校。十五分の遅刻。ＨホームＲルームに間に合わず。非常に眠そう。動きが鈍にぶい。頭頂部に寝グセあり。隣の女子生徒に指摘され、慌あわてて直す。


    



    08：50　一時間目開始。数学。いくみ、五十分中四十五分間は眠っている。おそらくノンレム睡眠。熟睡しているようだ。その結果、再び頭頂部に寝グセ発生。


    



    09：40　休み時間。活発に動き回る。女子生徒に積極的に話しかける。「天てん狗ぐと河童かつぱが戦ったら河童が勝つ！　マジで！」と力説。女子生徒たちは苦虫をかみ潰つぶしたような表情。


    



    09：50　二時間目開始。現国。三分で睡眠に入るが、すぐに先生にあてられる。文中の「それ」はなにを指すか問われ、「なにも指さない。バレーボールっぽい掛け声」と回答。怒られる。直後、睡眠に入る。


    



    10：40　休み時間。活発に動き回る。女子生徒に積極的に話しかける。「やっぱり天てん狗ぐも強い気がする。立ち技で天狗、グラウンドなら河童かつぱ」と先ほどの話を訂正。河童の弱点と倒し方を実じつ践せんしてみせる。女子生徒たちは苦虫をかみ潰つぶしたような表情。


    



    10：50　三時間目開始。英語。完全に先生にマークされている。絶対に眠らせまいと、頻ひん繁ぱんにいくみがあてられる。先生の英語による問いかけに、「私はいまとても眠い」とボディーランゲージで答える。放課後職員室へくるよう厳命される。


    



    11：40　休み時間。活発に動き回る。ゴミ箱に遠くから紙くずを入れる大会の開催を宣言。廊下からのシュートに成功し、いくみが優勝。突然、優勝賞品を要求するも、無視される。


    



    11：50　四時間目開始。科学。先生が「モル」と言うたびになぜか大笑い。先生が配ったプリントをゴミ箱にシュートし、厳しく叱しつ責せきされる。直後、睡眠。


    



    「これのなにがいいのかさっぱりわからない」


    　梨り乃のはうどんを食べる手を止め、頭を抱えてしまう。たしかにこれを見る限りでは学ぶことはなにも見つからない、むしろ学んではいけない行為ばかりだ。


    「どうなの、結局、いくみはクラスで人気あるの？」


    「先ほど、いくみが今日きようは中庭でご飯だ、と宣言したら、半分くらいの生徒がいくみにぞろぞろついていった」


    　どうやら人気があることは間違いないらしい。


    　梨乃はこの現象がまったく理解できないようで、うどんを[image: ]はしでもてあそびながら、何度も「納得がいかない」と呟つぶやいている。


    「きっともう少し観察すればいくみの友達づくりの秘密もわかってくるんじゃないかな？　明日あしたもここで集まって、観察結果を報告し合おうか……」


    　僕はどさくさにまぎれて、梨乃とランチの約束を取り付けることに成功する。


    　観察日記が続く間は梨乃と毎日ランチができる。


    



    　翌日も僕と梨乃は学食でふたり、昼食をとる。


    「いくみなど観察してもなにも得るものはない」


    　梨乃は学食に着くなりそう断言した。やはり今日もいくみの行動に納得がいかなかったようだ。それでも梨乃のノートにはびっしりと細かい字でいくみの行動が事細かに記録されている。


    



    



    いくみの観察日記


    



    ４月16日　晴れ　気温22℃　湿度35パーセント


    



    08：30　いくみ登校。ＨホームＲルームに間に合う。よほどうれしいのか、何度もガッツポーズを繰り返す。ＨＲにて、いくみの居眠りについて注意。いくみ、「今日きようは絶対に寝ない」とクラスの全員に宣言。


    



    08：50　一時間目開始。生物。いくみの頭が定期的に上下動を繰り返している。目も開いている時間よりも閉じている時間が長い。


    



    09：40　休み時間。生徒たちから寝ていたと指摘を受けるも寝ていないと強きよう弁べんする。口々に寝ていたと指摘を受けるも、「大きくうなずいていただけだ」と言い張る。


    



    09：50　二時間目開始。英語。授業スタート五分後から机につっぷして動かない。時折「ぐー」「むにゃ」と声が聞こえる。


    



    10：40　休み時間。生徒たちから寝ていたと再度指摘を受ける。しかし「寝ていたのはおまえのほうだ」と強弁。「ぐー」は先生の英語を褒ほめただけだと言い張る。


    



    10：50　三時間目開始。美術。美術室へ移動。出席番号順にペアを組み、お互いの顔を描かくことに。いくみのペアになった生徒の絵に描かれたいくみが明らかに寝ている。


    



    11：40　休み時間。「美術の時間に寝るのはおかしい」と口々に指摘を受ける。いくみ、「むしろ、ずっと起きてるみんながおかしい。次の授業はみんなで寝よう」と提案。全員に無視される。


    



    11：50　四時間目開始。保健体育。性意識と性行動の選択について。いくみ、目を輝かがやかせて聞いている。熱心にノートを取り、教科書を眺めては怪しい笑いを浮かべる。隣の席の女子生徒から怖がられる。


    



    　……いくみ、保健体育だけ真剣に授業を受けたのか。さぞかし隣の席の人も不気味に思ったことだろう。


    「ただの無法者ではないか」


    　梨り乃のは少しイライラしているようにも見える。おそらく自分が理解できない現象が起こっていること自体に納得がいかないのだろう。


    「なにかを見落としてるってことない？　今日きよう気づいたんだけど、ふみは誰とでも笑え顔がおで挨あい拶さつするんだよ。そこからみんなと仲良くなってるっぽいんだ。いくみにもなにか……」


    「うーむ、ろくでもないことしか話してなかったように思えるが……」


    「その何気ない言葉が人と仲良くなるためには重要なのかもしれないよ」


    「ならば次から、いくみの言げん動どうを中心に観察してみようではないか」


    　梨乃はうどんを口に運びながら、小さくうなずく。


    



    　さらに翌日。


    　またしても学食で僕と梨乃は待ち合わせる。


    　前日よりもさらに梨乃の機嫌は悪くなっていた。憮ぶ然ぜんとした表情でセルフサービスの列に並び、うどんを購入する。……毎日うどんだ。一度気に入ったら続けて同じものを食べるタイプのようだ。まあ梨乃がうどんをやたらと慎重に口にする姿がかわいいので観賞する僕としては大歓迎なんだけど。


    「いくみは私の研究対象としてふさわしくないっ」


    　梨乃は席につくなり、テーブルに自分のノートを叩たたきつけるかのように置く。


    　叩きつけられたノートを開くと、しっかりといくみの発言が記録されている。


    　文句を言いながらもちゃんとノートにまとめてくるところはさすが真ま面じ目めな梨乃だ。


    　僕は梨乃が作成してくれたいくみ発言録に目を通す。


    



    　いくみ発言録


    



    　４月17日　くもり　気温20℃　湿度50パーセント


    



    「休み時間だ。ドッジボールやろうぜ。ドッジボールする人この指とーまれ」


    　──休み時間。誰も集まらず。


    



    「目を狙ねらえ。目だっ！」


    　──休み時間。相撲すもうする男子生徒を見て。


    



    「このキュウリ野や郎ろう！　おまえもパンで挟んでやろうか！」


    　──休み時間。男子にからかわれての発言。以前誰をパンで挟んだのか不明。


    



    「目を狙ねらえ。目だっ！」


    　──体育の授業中。バスケットのフリースローでどこを狙うべきか聞かれて。


    



    「ポケットにタルタルソースなんて入れてるからワニにかまれるんだよ」


    　──数学の授業中に。寝言と思われる。


    



    「ブウンブンブン！　ブーンブーン！　パラリラパラリラ！」


    　──休み時間。黒板消しクリーナーをオンオフさせながら。誰からのリアクションもなし。


    



    　……なかなかの酷ひどい発言集。こんなものを半日かけて、記録し続けたら、たしかに時間を無駄にした気にもなるだろう。


    　発言に注目して観察してみれば、とアドバイスをしたのは僕なのだが、そのアドバイスが申し訳なくなるほどだ。


    「なぜだ。なぜこんな意味不明の言げん動どうを繰り返すいくみの人気が高くて、私はクラスでぽつんとなっているのだ！　なんなのだ、この好感度の差は」


    　梨り乃のは周りに知り合いがいないことに気を許したのか、少々正直な発言をしているように思える。普段ならこんな発言は性格的にしないはずだ。


    「タイプが違うだけじゃないかな？　梨乃は梨乃でもちろん魅力的だと僕は思うけど。そんなに気にしなくても」


    　僕の言葉に梨乃が急に赤面する。自分にまとわりつく照れを振りほどくかのように、もじもじと身体からだをくねらせている。


    「な、なにを言っているのだ。私は気にしてなどいない。ただ理解ができないと言っただけで。決して、うらやましく思っているわけでは…………。……ところで、その、本当に私にも魅力はあるのだろうか？」


    　梨乃は照れ続けながらも、少し身を乗り出して僕の答えを待っている。結局、言ってほしいのか……。以前の梨乃よりも素直というか、正直になった気がする。これも成長したってことなのか。


    　しかし、僕としてそれほど深い考えはなくて、本当に軽い気持ちで言っただけだったんだけど。そんなじっと顔を見つめながら待たれても……。本人の前で魅力的な部分を伝えるのはさすがに照れくさい。


    「だって、梨乃は成績優秀だし、ほらまあ……ビジュアル的にも、かわいいって言うか、綺き麗れいと言うか……」


    「……そんな、かわいいなど……まさか、まさか」


    　梨り乃のは、猛烈な勢いでうどんを[image: ]はしでぐるぐる混ぜだした！　どうやら照れが限界に達してしまったようだ。


    「梨乃、落ち着いて」


    「な、なぜ私はうどんを遠えん心しん分ぶん離りしているのだ……。その、急にか、かわいいなどと言うから」


    「僕の評価じゃなくて、一般的にもそうだと思うけど。だって、一年のときも男子生徒がなんとか梨乃に近づこうとしてたじゃん。一いつ生しよう懸けん命めい話しかけて」


    「あれは……、急になれなれしくされても。それに私にはからかわれているだけにしか思えなかった」


    「あれから、梨乃もすごく変わったよね」


    　出会ったころの梨乃は美人でクラスでも男子生徒注目の的だった。でも誰とも交流を持とうとせずに、むしろ遠ざけているように見えた。それに比べればいまの梨乃はすごく素直になったように思える。自分の弱い面や苦手な面を認めるようになったし……。


    「そう言ってくれるのはありがたいが……、だが、やはり人づきあいは苦手なのだ。特に初対面の人間にはどうしても緊張して、つい罵ば倒とうの言葉を……」


    「緊張から、罵倒するのもどうかと思うけど。ここはいくみを見習うのはあきらめて、ふみを見習うことにしない？　僕が見たところすごくシンプルではあったよ」


    　僕はいままでふみを観察し続けて得られた結論を梨乃に説明する。

  


  [image: ]


  
    　ふみのやっていることは非常に単純。まず誰にでも笑え顔がおで挨あい拶さつ。人の話を親身になって聞く。たったそれだけのことなのだ。


    「笑顔で挨拶。人の話を親身に……。言うのはたやすいが、なかなか難しい課題ではある」


    「いきなり罵ば倒とうするよりは絶対に簡単だと思うけど」


    「慣れていないのだ。両親から挨拶など時間の無駄、不必要と教育を受けてきたから。家でも家族は誰も挨拶はしない。おやすみ以外は」


    「なんで、おやすみだけ……」


    「これは推測なのだが、なにも言わずに急に動かなくなると、死んだと誤認される可能性があるからではないだろうか」


    　なんというドライな家なんだ。たしか梨り乃のの家はご両親とも研究者。理系の家族がみんなこんな感じではないだろうけど……。


    「じゃあ、ちょっと練習してみようか。僕がいったん学食を出て戻ってくるから、朝、はじめて会った設定で挨拶してみてよ」


    「朝ってことは、お……、『おはよう』ではないか、私にとってオアシス運動の中でも『ありがとう』に次ぐ難易度を誇るとも評される……」


    「挨拶に難易度をつけてる人なんて聞いたことないから」


    　梨乃はすでに落ち着きがない。僕も「笑顔でね」とつけ足して、いったん席を離れる。


    「おはよう。梨乃」


    「う、うむ」


    「うむ、じゃなくて！　うむは[image: ]業社長レベルじゃないと許されないよ。おはよう」


    「お、おは………………うむ」


    　なんで途中で……。


    　梨乃は慣れない挨拶に照れがあるようで、途中で口ごもり、結局、「うむ」としか言えなくなってしまうようだ。


    　ここは慣れてもらうしかない。


    　僕は何度も学食を出たり入ったりしながら、梨乃に挨拶を繰り返す。


    　もじもじと身体からだをくねらせるばかりで、なかなか「おはよう」の四文字が出てこない。


    　梨乃も恥ずかしいのかもしれないが、こっちも結構恥ずかしい。


    　周りの生徒が明らかに不審な目で見ているし……。


    　通りかかった知らない留学生の女の子に「頑張ってくーださい。日本語むーずかしいね」みたいな励はげましを受けてしまった。日本語を練習している留学生仲間だと思われている。


    「そうだ。まず笑顔になろう。朝にふさわしい、さわやかな笑顔に」


    「笑顔……こ、こう？」


    　梨乃は口角をぎこちなく上げて、少し怯おびえたような笑顔を見せる。


    　やっぱり梨り乃のは笑え顔がおになると、数段魅力的に見える。この笑顔で挨あい拶さつされたら、誰も放ってはおかないだろう。あまり男子生徒と仲良くされるのはおもしろくないが、一年生のときの孤立っぷりが繰り返されるのでは不安でしかたがないし。もう少し社会性を身につけてくれないとせっかくの優秀な成績も無意味になってしまうのではないか。おせっかいながら、そんなことを思ってしまうのだ。だからこそ、せめておはようくらいは言える人になってほしい。


    　僕は改めて梨乃の前に立つと、昼休みにもかかわらず、再度朝の挨拶を試みる。


    「おはよう。梨乃」


    「お、おはよう」


    　自みずからの笑顔につられたのか、ついに梨乃が「おはよう」を言ってくれた。


    　小さな声でうつむきながらではあるものの、これは大きな前進だ。


    「言えたね。これで大丈夫、きっとクラスになじめるよ」


    　僕の言葉に梨乃が作り笑いではない笑顔を浮かべてくれる。


    「どうして、ここまで親身になってくれるのだ」


    「それは……まあ、梨乃のこと心配だったし、それに梨乃が変わろうと努力してるからかな。偉いよ」


    　僕は多少の照れくささを感じながらも本音を話す。


    「私は別に……誰だって。ほら普通なのではないか。二年にもなったわけだし、大人になろうと、逃げてきたことにちょっとずつチャレンジしないと」


    　梨乃は自分に言い聞かせるかのように言う。


    「偉いね。梨乃は。僕も変わらないと」


    「……赤あか松まつも会ったころから変わったと思う……。ほら、お悩み相談のメンバーは自分で言うのもなんなのだが、いろいろと大変なメンバーばっかりで、そんなメンバーを仕切っているのだから。うまくは言えないのだが……昔より……」


    　梨乃はそこまで言って、恥ずかしさで目を逸そらして、黙り込んでしまう。


    　なんだか肝心の部分を言ってもらえなかったが、梨乃に成長したって思われているのなら、悪い気はしない。


    　お昼休み終了の時間が迫っている。僕たちは食事を終えたトレイを戻すと学食を出る。


    「じゃあ、困ったことがあったら言ってよ。隣のクラスだし」


    　僕がそう言って別れようとしたときだった。


    「……ありがとう」


    　梨乃が恥ずかしげに呟つぶやいた言葉は「オアシス運動」でももっとも難易度が高いと本人が認定していた言葉だった。


    　よかった、学食を何度も出たり入ったりした甲か斐いもあった。これで梨乃もきっと一年生のときよりは、クラスになじんでくれることだろう……。


    



    　僕は食事でおなかがいっぱいになると同時に満足感で胸をいっぱいにして、教室へと戻る。


    　いくみの友達をつくる秘ひ訣けつはまったく理解できなかったが、梨り乃のとふたりきりでのランチタイムを過ごすことができた。


    　梨乃は少しずつではあるが、正直に自分の気持ちを出せるようになっている。この調子なら、ゆっくりかもしれないけど、きっとクラスにも馴な染じめるはずだ。そして相談者の方も焦あせらず、じっくりと友達をつくればいい……。僕はそんなことを考えながら、教科書とノートを机の上に出し、次の授業に備える。


    　そのとき僕の脳のう裏りに恐ろしいイメージがよぎった。


    　……むしろ僕がクラスでなじめてないんじゃないのか？


    　新学年が始まった直後の大切な時期をふみの観察に使ってしまった。しかも昼休みは梨乃と一緒、クラスの誰ともご飯を食べていない。もしかしてスタートで猛烈に出遅れてしまっているんじゃないのか？


    　教室を見渡すと、すでにいくつかの主要なグループが構成されているように見える。


    　オシャレな人を中心としたイケてるっぽいグループ。体育会系のグループ、文科系のグループ。そしてちょっとオタクっぽいグループ。どこにも属していないのは僕だけなんじゃないのか……。


    　ここはふみに頼ろう。


    　僕は相変わらず女子たちに囲まれているふみに慌あわてて接近する。


    「やあ、ふみ……」


    　用もなく、ふみに話しかけてみるが……。なんだかふみの周りにいる女子の様子がおかしい。そっと僕から距離を取って……、明らかに僕を警戒している。


    「赤あか松まつさん、ちょっと」


    　僕はふみに強引に女子のグループの輪から引き離されて、自分の席へと戻されてしまう。


    「あの、赤松さん、ちょっと変な[image: ]うわさが立っていますよ。何日もずっと私たちのグループをこっそり見張っているとか、学食でむやみに出たり入ったりを繰り返しているとか……」


    「い、いや、それは……」


    「残念ながら、変態メガネとのあだ名が定着しつつあります。私はそんなことないとフォローをしているのですが、いや、あのメガネは変態しかかけないタイプのメガネだなどと」


    　ふみはなんとも申し訳なさそうな表情を浮かべている。


    　……人の世話を焼いている場合ではなかった。


    　いつの間にかクラスでのポジションが変態メガネに……。[image: ]ばん回かいできる気がしない。


    　こうして僕は友達づくりについて考えているうちに、新学年の友達づくりで大きく出遅れることになったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　新しい環境で友達が無事できるか、誰しも不安になる悩みだと思います。我々お悩み相談コーナー一同にも友達ができるタイプ、なかなかできないタイプ、両方がいます。


    　そこで友達が苦もなくつくれてしまうメンバーを観察してみることにしました。


    　その結果わかったことがひとつ。友達は無理してつくるものではありません。強引に自分の性格を無視して友達をつくろうとしても、絶対に無理が出ます。下へ手たをすると、変態メガネなど、不本意なレッテルを貼はられる結果になることも。自然が一番です。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「頑張ってくーださい。日本語むーずかしいね」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　ゲームの課金が止まらない場合はどうしたらいいですか？　あ、もう欲しいのが出るまで課金したらいいですね♪


    



    
      （小鳥ことり 燐りん）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    むしろ自分でアプリを作り、金を巻き上げるべき。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    囲碁など古典的なゲームもしてみては？


    囲碁セット売ってましたよ。五万円でした。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    スマホいじってないでサッカーしようぜ。


    サッカーのゲームもあるの？　やるー！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    課金でゲットじゃつまらないの。


    自分で粘土をこねた、


    クロエ・ルメールこそウルトラレアなの。

    


    


  


  
    【相　談　２「好きな人に告白したい」】


    
      一年・中なか村むら達たつ弥や

    


    　好きな人ができました。


    　隣のクラスの女子なんですが、ほとんどひと目惚ぼれで、まだひと言ふた言しか話したことがありません。でもすごくかわいいですし、見た感じだといい人に違いないですし、見た感じだと優しそうですし、見た感じだと、僕のことを好きになってくれると思います。


    　僕としては気持ちが熱いうちに一気に告白して、さっさと決めてしまいたいです。


    　今週中には体育館の裏にでも呼び出して、告白したいのですが、準備しておいたほうがいいものはなにがあるでしょうか？

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：ふられたときの涙を拭ぬぐうハンカチ。

    


    [image: ]


    ふみ：索さく敵てきこそが勝敗を分けます。


    情報収集を心がけるべきです。

    


    [image: ]


    いくみ：気合いが大事。


    気合いとあとは体育館シューズくらい。

    


    [image: ]


    絵美：お花がいいと思う。


    裏をかいて枯れた花もありなの。

    


    


  


  
    　変態メガネとして二年生デビューしてから一週間。この一週間はクラスでのポジション回復に必死だった。ふみのフォローもあって、なんとか変態メガネから、やや変態メガネへと称号をスケールダウンすることに成功した。


    　これでいつものお悩み相談にも真剣に向き合えるというものだ。


    　今回のお悩みは告白について。どう考えても告白のタイミングが早すぎる気がする……。


    「梨り乃のさん。なぜ失敗前提の回答なのですか？」


    　ふみが梨乃の回答に対してさっそくクレームをつける。


    「なぜと言われても……。彼が失敗するからではないか」


    　梨乃は当然だと言わんばかりだ。


    「そんな、決めつけたらかわいそうですよ」


    「まず、ひと目惚ぼれに納得がいかない。女性を見た目だけで判断しているではないか。人間を人間たらしめている知性の部分をまったく考慮していない。相手を見た目だけで選ぶ人間からの告白が受け入れられるわけはない。そんな人間はふられると考えるのが必然。ゆえにふられたあとの処理を考えることが効率的なのだ」


    　梨乃はかなりの早口でまくし立てる。女性を見た目だけで判断したことが癪しやくにさわったのだろう、かなり不機嫌だ。


    　そんな梨乃の機嫌をものともせずに自分の考えを語り出したのは絵え美みだった。


    「梨り乃のちゃん、見た目で好きになるのは……自然なことだと思うの。女性の美しさに惹ひかれるのは。美しいものに心を奪われる。……それは素敵なことなの。夕日を見て綺き麗れいだと思うように、綺麗な女の人に恋をする。変じゃないの。それが人間の心なの」


    　絵え美みはゆっくりと言葉を選びながら、じっと梨乃の目を見つめて話す。


    「たしかに原始的にはそうだと思うのだが……。絵美はいやではないのか？　もし自分を見た目だけで評価されたら」


    　絵美はゆっくりと首を横に振ると言葉を続ける。


    「大事なの。見た目は。梨乃さんも本当は見た目の大切さに気づいていると思うの。鳥のフォルムは空を飛ぶためにできているの。だから、それは美しいの。梨乃ちゃんの見た目も梨乃さんの命そのものが形作っているの。そして、それも美しいの」


    「美しいだなんて……。絵美の言っていることも、まあ、理解できなくはないが……」


    「そうなの。だから見た目で好きになるのもいいと思う。そしてこの相談者は絶対ふられるの」


    「結局、私と同じではないかっ！」


    　梨乃はまさかの展開に目を丸くしているが、しかし絵美はまったく顔色を変えず淡々と話し続ける。


    「相談者は大事な愛の告白を雑に考えているの。無理なの。ふられたら枯れた花を見て反省するといいの」


    　まさか同意見だったなんて。長い間、あんなに説得風味で語りかけていたのに。しかも花は自分用だったのか。


    　さすがに梨乃も動どう揺ようの色が隠せない。困惑と笑え顔がおが混ざったような表情でただ絵美を見つめるばかりだ。


    「おふたりとも、なんで相談者が失敗する前提で話しているのですか」


    　これまでふたりの会話を静かに聞いていたふみがここで割って入る。


    　どうやら、失敗前提で話が進んでいることに納得ができないようだ。


    「ひと目惚ぼれなど、失敗に終わるに決まっている。むしろ失敗するべきなのだ」


    　梨乃はどうしてもひと目惚れに嫌けん悪お感かんがあるようでしつこくそこを強調するが、ふみも引き下がらない。


    「梨乃さんがひと目惚れが嫌いなことはわかりましたけど、相談者にアドバイスをして、成功に導みちびくのがこのコーナーの主旨ですよ」


    　ふみの発言は真っ当かつ相談者に優しい。


    　どんな話でも親身になって、笑顔を絶やさず、礼儀正しく、おっぱいが大きい。精神面、栄養面ともに本当に素晴らしい育ち方をしている。


    「まあまあ、ふみの意見も聞いてみようよ」


    　僕は梨乃をなだめて、ふみの意見を聞くように誘導する。


    「算多きものは勝ち、算少なきは勝たず、です。戦いくさは開戦前が重要。勝負は戦う前にすでに決まっているものなのです。徹底した情報収集が必要なのです。孫そん子しは調査するべき七つの基準を提示しています。ひとつ目は君主がどれほど民衆を掌しよう握あくしているか、ふたつ目はどちらの軍の将軍がすぐれているか、三つ目は地形がどちらに有利に働くか、四つ目は軍法がどれほど徹底されているか、五つ目は兵力数、六つ目は兵士の訓練度……」


    「いっぱいあるのかよ。もういいよ！　ありがとうございました！」


    　いくみがふみの背中をぱちんと叩たたき、話を強制終了させてしまう。なんだ、この漫才風の終了のさせ方。全然オチてないんだけど。


    「いくみさん、なぜ六つで！　あとひとつくらい言わせてくれてもいいじゃないですか」


    「ダメッ。ふみの七つは普通の人の二、三百と同じだから。それに情報収集なんかいらないよ。大事なのは勢い。いろいろ考えていると勢いがなくなっちゃうんだよ。まずやってみる。それから考える。そっちのほうがいい。絶対そう！」


    　ふみは事前の情報収集が大事だと主張し、いくみは考える前に動けと主張する。意見は真っ向から対立している。


    「いくみさんは情報戦の大切さをわかっていません。あの信のぶ長なが公こうも桶おけ狭はざ間まの戦いで今いま川がわ義よし元もと公の首を取った者より、義元公の居場所を知らせた者を一番手柄にしたとされています」


    「信長がその人に褒ほう美びをあげたのは勢いがあったからだよ」


    　いくみも強引な論ろん旨しで一歩も引かない。


    「情報を制した者がこの世界を制するのです。いくみさんにもわかりやすいように説明します」


    　ふみは小さく咳せき払ばらいすると姿勢を正して座り直して、話を続ける。


    



    　～情報強者浦うら島しま太た郎ろう～


    



    　むかしむかし、あるところに浦島太郎という若者がおりました。


    　職業は漁師。常に潮の満ち引き、海流のデータ。そして季節ごとの平均的な漁ぎよ獲かく量りようと市場価格が頭に入っている凄すご腕うで漁師です。人々はその情報収集能力に敬意を表し、彼のことを浦島情じよう強きよう太郎と呼んでいます。


    　ある日、浦島情強太郎はそろそろ漁師は引退して、ほかの漁師へのコンサルタント業務に仕事のウエイトを移そうかなどと考え事をしながら、浜辺を歩いていました。


    　しばらく歩くと、輪になって騒いでいる子どもたちが見えます。


    　近寄ってみると、子どもたちが亀をいじめているではありませんか。


    　助けるべきか、スルーするべきか……。


    　浦島情強太郎はすばやく子どもたちの戦力を分析しました。


    　人数は五人、体格がよいリーダー格の子どもがひとり、あとは平均的な十～十二歳児の体格。こちらは浦うら島しま情じよう強きよう太た郎ろうひとり……。うかつにお説教などして反感を買い、戦闘になったならば負けないまでも浦島情強太郎も無事ではすみません。


    　浦島情強太郎はすぐに現在の周囲の状況をチェックします。場所は砂浜、障害物はほぼなく、流木や枯れ枝が散見されるが、武器になるような強度はない。風向きは南西の風。情強太郎側から、子どもたちに向かって吹いている……。


    



    　──故ゆえに火を以もつて攻こうを佐たすくる者は明めいなり。


    



    　浦島情強太郎の脳のう裏りによぎる、孫そん子し火か攻こう編へんの一説。


    　浦島情強太郎はすみやかに枯れ枝を集め、子どもたちを取り囲むように配置。迷うことなく、火を放ちました。


    　乾燥した枯れ枝は勢いよく燃え上がり、炎の壁は風に乗って、容よう赦しやなく子どもたちに襲おそいかかります。予想外の火攻めに子どもたちはパニック。算を乱して逃げ惑います。


    　完全に統制を失った子どもたちに、情強太郎は勝利を確信。掃そう討とう戦せんを開始します。


    「これこれ、子どもたち、亀がかわいそうじゃないか。いじめるのはよしなさいっ！」


    　浦島情強太郎は一本だけ残しておいた、堅く握りやすい流木を振るい、子どもたちを次々と打ち据すえます。


    「逃げるのもよしなさい。子どもたち。亀をいじめるからこうなるのだっ！　うおおおおっ、正義の一撃をくらいなさいっ！　くらえっ！　この情じよう弱じやくどもがっ！　これはいじめられた亀の分っ！　これは疎おろそかにされた情報の分っ！」


    　子どもたちにはすでに反撃する力はなく、戦いは一方的な展開となりました。


    　やがて炎は枯れ枝を焼き尽くし、砂浜にいつもの静寂が戻ります。


    　立っているのは浦島情強太郎ただひとり。子どもたちは命からがら逃げ去りました。


    「助けてくれてありがとうございます。情報強者の方。お礼に竜りゆう宮ぐう城じようへ連れていってあげましょう。乙おと姫ひめ様も歓迎してくれます」


    　亀は少々焦こげてはいるものの無事でした。


    　浦島情強太郎を竜宮城へと誘います。


    「断ことわる」


    「なぜです？　豪華な食事に鯛たいやヒラメの舞い踊りも見られますよ」


    「竜宮城は食べログで星の数が少なかった。私は評価が３以下のところにはいかない」


    　さすが情強、事前にお店情報はすべてチェックずみです。


    「でも、乙姫様も歓迎してくれますよ。すごく綺き麗れいな人ですよ」


    「女性との出会いは友達募集掲示板でＬＩＮＥラインのＩＤを教えてもらうので間に合っている。それに私は写メなしには会わないようにしている」


    「プレゼントもありますよ。玉手箱というオシャレな箱です」


    「突然の〝プレゼントをあげる〟などの甘い言葉は信用せずに、すぐに消費者センターへと報告することにしている」


    「でも、助けてくれたお礼を……」


    「その点は問題ない」


    　浦うら島しま情じよう強きよう太た郎ろうはそう言うと亀を小こ脇わきに抱えます。


    　かなり大きなサイズの海亀、剝はく製せいでも数万円は下りません。もちろん甲こう羅らはベッコウの原料にもなります。浦島情強太郎は、顔もわからない女性との出会いよりも、この海亀から得られる現金収入のほうがはるかに高いと知っていたのです。


    　こうして浦島情強太郎は臨時収入を得て、そのお金で色町へと出かけましたとさ。


    　とっぴんぱらりんのぷう。


    



    「長いよっ！　太郎はそんな悪い人じゃないし！」


    　いくみに情報の大切さを説くために作った昔話だったが、残念ながら長すぎた。本人はすっかり機嫌を損ねてしまっている。


    「話をしている間に、つい夢中になってしまって」


    「こんなに長いんじゃ、こっちがとっぴんぱらりんしちゃうよ」


    　とっぴんぱらりんとはどのような状況なのか僕にはわからないが、いくみは長い話を聞くとそうなってしまうらしい。


    「たしかにお話は長すぎましたが、でもこのように、事前に情報をしっかりと収集していれば、玉手箱を開けておじいさんになってしまうこともないのです」


    「うーん。そうなのかなぁ？　こんなのふみの作った話だからなあ」


    「それはそうなのですが、情報の大切さは本当です。いくみさんはいつも衝しよう動どう的てきな行動が多すぎます。情報収集を心がけてください」


    　ふみはなおも熱心に情報の大切さを伝えようとするが、いくみはいまだ半信半疑なようで、腕組みしたまま、何度も首をかしげている。


    　とりあえず相談の答えとしては「情報収集が大切」との回答でいいのだろうか……。


    　僕はなんとなく物足りない気がして、議論の終了を言い出せないでいる。


    　そんなときだった。


    　部室の扉とびらがけたたましく開け放たれる。その扉の先には彩あや香かの姿が。走ってきたのか、肩で息をしている。


    「第二新聞部つぶれるよ！」


    　彩香の口く調ちようには怒ど気きが混じっている。


    　どかどかと大おお股またで部室に踏み入ると、乱暴に腰を下ろし、僕の前にあったペットボトルのお茶を勝手に飲んでしまう。


    「なにがあったの？」


    「また香か織おりのいやがらせ！」


    　お茶のペットボトルをちゃぶ台に叩たたきつけるように置くと彩あや香かは言葉を続ける。


    「私たちって新入部員の勧誘活動してないでしょ」


    　彩香の言うとおり、第二新聞部は新入生の勧誘活動をしていない。その理由は第二新聞部は仮の姿、本来は第一新聞部と合併して新聞部として一本化されるべき存在だからだ。今後もふたつの新聞部として活動を続けるのではなく、あくまで統合して、ひとつの新聞部として新入生を迎える。それが彩香の方針。そのため、部の成立に必要な人数をそろえるため、お悩み相談メンバーには名義を貸してもらったのだったが……。


    「勝手にルールを変更してきたの。さすがは独裁生徒会長、白しら河かわ香織」


    　彩香はそう言うと、自分のカバンの中から、粗雑に折りたたまれた一枚の紙を取り出す。


    　カラーで印刷されたポスターのようだが……。


    　最初に目につくのは、「お知らせ～生徒のみなさんへ～」とのタイトル。


    　フォントは丸いゴシック体でいかにも優しげに語りかけている印象を受ける。


    　しかもかわいいイラストつきで、ウサギさんがクマさんの質問に答えるＱ＆Ａのコーナーまである。


    



    　お知らせ～生徒のみなさんへ～


    



    　生徒会からのお知らせ。よりよい部活動のために、部のルールが変わります！　


    　これまで、「入部している生徒が五人以上いること」が部として認可を受ける条件でしたが、今年度より、「入部している生徒が全学年で五人以上、かつ各学年一名以上いること」となります。生徒会から支給される部費と部室は限られております。より公正かつ有効な利用のための変更です。ご協力ください。


    　※詳しくは以下のＱ＆Ａを参照してください。


    



    Ｑ：ねえねえウサギさん。どうして、部活のルールが変わったクマ？


    Ａ：部費と部室の不正な利用を防ぐためらしいピョン。


    



    Ｑ：前のルールだと、どんな不正があるクマ？


    Ａ：友達五人を集めて、部活ってことにして、部費と部室を申しん請せいされてしまう可能性があったピョン。友達と遊ぶだけなのは部活じゃないピョン。


    



    Ｑ：なるほどクマ。せめて毎年新入部員がいないと部活とは言えないクマ。


    Ａ：白しら河かわ香か織おり生徒会長は真ま面じ目めに部活に取り組む人を応援してるピョン。


    



    Ｑ：ところで、友達の集まりを部だと言い張る卑ひ怯きよう者ものってどんな人たちクマ？


    Ａ：会長は優しいから晒さらし者にすることを望んでないピョン。ヒントを出すなら、第二新○部とかピョン。


    



    Ｑ：悪いやつらクマ。食ってしまいたいクマ。冬眠明けの食欲を満たしてやりたいクマ。


    Ａ：寂しがらせて、死ぬかと思わせたいピョン。あと目に雑菌を入れて結けつ膜まく炎えんにしてやりたいピョン。


    



    Ｑ：怒りで野生に戻りそうクマ。新入生はそんな部活に入ってほしくないクマ。


    Ａ：私も怒りで我を忘れて大量に子どもを産みたい気分ピョン。本当に新入生には気をつけてほしいピョン。


    



    「こんな憎たらしいクマ見たことないよ！」


    　いくみは「お知らせ」を読み終えるとカンカンに怒っていた。


    「食えるものなら食ってみろっ！　クマなんてローキック防げないからね。左のローを見せておいて、右ストレートを食らわせて、そこからバック取ってチョークスリーパーだよ」


    　怒ってくれるのはうれしくもあるのだが、クマの倒し方にシフトしすぎな気が……。


    　どうやらいくみはどうにも気持ちが治まらないようで、立ち上がると、怒りをぶつけるかのようにシャドーボクシングを繰り広げている。


    「いくみちゃん。落ち着いて。暴力は最終手段だから。そういうわけで、このままでは第二新聞部は廃部になってしまうの。みんなには名義を貸してもらったのに、ごめんね」


    「彩あや香かさんが謝る必要はありません。新入部員を探せばいいじゃないですか」


    　ふみは彩香を慰なぐさめるかのように微笑ほほえみかける。


    「そうだね。ずいぶん出遅れちゃったけど、まだ部活決まってない子もいるかもしれない」


    「そうですよ。私たちも勧誘を手伝いますから。もう私たちも部員なのですから」


    　ふみは本当に優しい。名義を貸してくれただけではなく、勧誘まで手伝ってくれるのか。


    「ありがとう、ふみちゃん」


    　彩香は感極まって、ふみを抱ほう擁ようする。


    　本当にうれしかったのだろう。何度も何度もお礼を言いながら、熱烈に身体からだを抱きしめる。


    「そんな、大げさな。大丈夫です。私たちがついてるんですから、廃部になど絶対にさせません！　任せてください」


    　彩あや香かの感激がふみにも伝わったのか、ふみも恥ずかしそうにハグを返すと、力強くそう宣言する。


    



    　部室を集めた部室棟の近くにある一本のブナの木。そのブナの木をいくみがするするとよじ登っていく。


    「任せてください」


    　と力強く宣言したふみに任せた結果がこれである。


    　僕とふみ、いくみの三人は偵てい察さつ部隊として、第一新聞部の様子を探りに来ているのだ。


    　部室棟の二階中央。ちょうどこの木の正面が第一新聞部の部室になる。


    　木に登れば窓越しに中の様子がうかがえるはずだ。


    　いくみは枝と枝の間に身体からだを安定させると、首から下げていた双眼鏡を構える。


    　双眼鏡が向けられた先は第一新聞部の部室。


    「いくみさんに情報の大切さを知ってもらういい機会でもあります。彼を知り己おのれを知れば百ひやく戦せん危あやうからず。敵についても味方についてもしっかり情報を持っていれば何度戦っても負けないという意味です」


    　ふみの考えによると、まずは新入部員獲かく得とくのライバルである第一新聞部の状況を知ることが、新入部員獲得への第一歩なのだという。


    「おそらく新聞部に入部を希望していた一年生は、ほぼ第一新聞部に入ってしまっていると思われます。どうにかして引き抜く必要があります」


    「ややこしいこと考えずに、ひとりさらっちゃえばいいんだよ」


    　いくみは木の上から面倒そうに答える。


    　双眼鏡は天文部から借りてきた高級品。距離は二十メートルほど。肉眼では厳しいが、双眼鏡ならはっきりと第一新聞部の部室を捉とらえることができるはずだ。本来は僕が木登りをするべきだったのだが、メガネなので双眼鏡に不向きと判断。抜群の視力と運動神経を兼ね備えたいくみがやることになったのだ。


    「いくみさん。どうですか？」


    「うむうむ……なにっ……むぅ、むむぅ」


    　双眼鏡を覗のぞきながらいくみがなにやら唸うなっている。どうやら衝しよう撃げき的てきな光景が繰り広げられているっぽいが……。


    「なにが見えるのです？」


    　ふみの問いかけに、いくみは器用に木の上で身を屈かがめると、木の下に立つ僕たちに小声でささやきかける。


    「あのね……、人々がわーわーやってるよ」


    　抜群の視力と運動神経を兼ね備えてはいたが、残念ながら表現力がなかった。


    「いくみさん。わーわーとはどんな状況なのです？」


    「なんだか楽しそうに、あれしたり、これしたり……あとドンタコスの焼きとうもろこし味を食べてるよ」


    「なぜドンタコスの種類だけはっきり説明するのですか！　もっと部室の状況を説明してください。新入部員はいますか？　いたとしたら何人くらいいそうですか？」


    　ふみはじれったそうに樹上のいくみを見つめる。


    　僕もつられて見上げると、スカートの中が丸見えだ。スパッツをはいているとはいえ、ちょっとじっくり見るのも申し訳ないが……。引き締まったふくらはぎと、健康的な太ふと[image: ]もも、そしてスパッツ越しにも弾力がありそうなお尻しり。これこそ双眼鏡で観察したくなる対象だ。


    　とにかく、いくみは器用にバランスをとりながら、双眼鏡を覗のぞき続ける。


    「むむむ……新入部員が何人かなんてわからないよ。いま来てるのが全部とは限らないし、みんな部屋から出たり入ったりしてるし……」


    「いくみさん。古来、戦いくさではかまどの数で敵兵の数を推測したのです。人を数えるのではなく、周囲を観察してください。グラスの数はどうですか？　使用されているロッカーの数は？」


    　なるほど。さすがふみ、それなら人数の推測は可能だ。


    　古いにしえからの知恵も捨てたものではない。


    　いくみの構える双眼鏡が細かく左右に動いている。どうやら真剣に偵てい察さつを行おこなっているようではあるが……。
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    「ふむむむ……。あれ……ちょっと待って……。ドンタコスがもうひと袋あるっ！　チリタコス味だよ。間違いないよ」


    「ドンタコス情報はいりませんっ！」


    　どうにもいくみの観察力はドンタコス中心に発揮されてしまうようだ。


    「わかってるって。大丈夫だから、そんなに下からわーわー言わなくても」


    　いくみの双眼鏡が再び左右に動き、そしてピタリと止まる。


    　なにか重要な物を発見したのか……。


    　──キュルルルルル。グウウウウウ。


    　いくみのおなかがすごい勢いで鳴った！


    「いくみさん。ドンタコスですね。いまドンタコスを観察していますね！」


    「そんなことないよ……」


    　──キュルルルル。グウウグウウウ。


    　いくみが否定してもいくみのおなかは否定していない。


    「いくみ、ドンタコス、あとで買うから、フォーカスをドンタコス以外に合わせて！」


    　僕はたまらず樹上のいくみに声をかける。このままでは主にドンタコス関係しか偵てい察さつしてくれなさそうだ。


    「本当にっ!?　チリタコス味も焼きとうもろこし味もだよ」


    　いくみが満面の笑みを浮かべている。ふた袋食べるつもりか……。まあふた袋買ってもそれほど高くつくものではない。僕はいくみにドンタコスふた袋購入を約束する。これで偵察が成功するなら安いものだ。


    「いくみさん。今度こそ、活動の雰ふん囲い気きと新入部員の人数、できれば引き抜けそうな人を調べてください」


    「任せて！」


    　いくみは左手で幹をつかむと、よく引き締まった身体からだをバランスが保てるぎりぎりまで突き出し、双眼鏡を構える。なるべくいい角度で部室を偵察しようとしているのだろう。


    　右から左へとゆっくりと双眼鏡が動く。今度は大丈夫か？


    「ふむむ、なるほど、なるほど……、ははーん。ふんふん。かなりわかってきたよ。フンフンフン。……ドンタコスったらドンタコス」


    「いくみさん、その鼻歌はやめてください。なんだか不安になります」


    「ただ歌ってるだけだよ。ちゃんと偵察してるから」


    　いくみは双眼鏡を覗のぞいたまま答える。


    　先ほどと違って声の調子から自信を感じる。今度こそちゃんと偵察ができているようだ。


    　しかし、順調な時間は長くは続かなかった。


    「ヤバい。逃げるよっ！」


    　突然、身をひるがえし、木の上から飛び降りるいくみ。


    　着地するとすぐに走り出す。僕たちも慌あわててその背中を追う。


    　その直後、第一新聞部の部室の窓が開かれる。


    「あれ？　誰もいないっす」


    　ここからではよく見えないが、おそらく第一新聞部のよしたかだ。どうやら、異変に気がついたらしい。


    「ただならぬ気配を感じたんすが……。おかしいっす」


    　窓から顔を出して、きょろきょろと周囲を確認している。


    「よしたか先輩、気のせいに決まってますよ。ドンタコスを狙ねらうやつなんていないですよ」


    　続いて新入部員と思おぼしき男子生徒の声。


    「間違いなく、窓の外から強烈な殺気のような、食欲のような気配を感じたっすが……」


    　よしたか……無駄に勘が鋭するどい。


    　さすがはそもそも偽にせのいくみとして第一新聞部に入った男。いくみに似て、野性の勘のようなものがあるのかもしれない。


    



    　僕たちはそのまま走り続け、なんとか、第一新聞部に発見されることなく部室へとたどり着くことができた。


    「危ないところでしたね」


    　ふみは部室に駆かけ込むと、安あん[image: ]どの表情を浮かべる。


    　急に走って息が切れたようで、大きな胸が激しく上下している。


    　よほど苦しいのか、畳の上に倒れこむ。首筋にうっすら汗を浮かべて……、しかし、表情はなんだか明るい。喘あえぎながらもなんだか満足げな笑みを浮かべている。


    「ふみ、なんか、うれしそうだね」


    　一方、一緒に走ったいくみはまったく息が切れていなかった。


    　ずっと部室にいたかのように、平然とちゃぶ台の前に腰を下ろしている。


    「はい。発見されて追っ手から逃げる。索さく敵てきの醍だい醐ご味みではないですか」


    　ふみは息を弾はずませながら答える。僕には理解しがたい醍醐味だが、索敵行動をすることが楽しかったみたいだ。


    「それで、どうだったの？　第一新聞部の様子は？」


    　僕たち斥せつ候こうの帰りを待っていた彩あや香かが首尾を尋ねる。そういえば発見される直前にいくみはかなり内部の様子の観察に成功していたようだったけど、果たして第一新聞部の内情を探ることには成功したのか？


    「もちろんばっちりだよ」


    　いくみは自信満々に答えると、紙とペンを要求する。どうやら中の様子をふみに口で説明しようとして失敗したので、絵に描かいて説明してくれるようだ。


    　彩あや香かに用意してもらった、コピー用紙にさらさらとペンを走らせる。


    　その様子をじっと見守る一同。


    　いくみのペンは止まることなく軽快に動く。どうやら内部の様子をかなり詳細に記憶しているらしい。


    「……なぜゴルジ体がこんなところに」


    　梨り乃のはそのイラストを見つめながら、小首をかしげている。


    「ゴルジ体じゃないよ！　部員だよ！」


    　いくみの絵はものすごく下へ手ただった。たしか以前にも文化祭の前だったかに描いてもらったことがあった気もするけど……。そのときもゴルジ体だと言われてなかったか？


    「これが人間？　どう見てもゴルジ体ではないか。周りにリボソームもあるし」


    「リボソームじゃないよ。どう見たって、消しゴムでしょ！　っていうか、リボソームってなにさ！」


    「なぜ消しゴムを描く必要があるのだ。余計なものを描くから、このようにリボソームになってしまうのだ」


    「梨乃こそ、リボソームみたいな鼻して」


    「してないっ！　いくみにリボソームのなにがわかる！」


    「別にリボソームわかんなくてもいいし、そんなのテストに出ないし～」


    「出るではないか！　むしろ、頻ひん繁ぱんに出ている！」


    　リボソームを巡ってなんだか猛烈に口くち喧げん嘩かを始めてしまった。


    　これではまったく偵てい察さつの意味がない。


    「そうだ、いくみさんが説明して、絵え美みさんに描いてもらいましょうよ。それなら完かん璧ぺきです」


    　ふみの意見に一同がうなずく。なるほどそれならば問題ない。


    　それぞれは苦手なことはあれど、お互いを補おぎない合って、目標を達成する。これはまさに人生の美しい縮図とも言える。まさにこのこと自体が人生相談のひとつの答えとも言えるのではないか。


    　いくみの説明を受けながら、今度は絵美がイラストを描き始める。


    　絵美の握るペンはいくみが使っていたものとは別のものであるかのような動きを見せる。繊せん細さいなタッチとときには大胆な動きを織り交ぜながら、紙の上にいくみの記憶を再現していく。


    「…………いくみちゃん。あんまり覚えていないの」


    　完成したイラストは非常にぼんやりとしている部分が多かった。部室の内部は深い霧きりがかかっているかのようにはっきりしない。部員もはっきりせず、亡霊のような姿だ。


    　そんなイラストの中で唯ゆい一いつはっきりと描えがかれているものが……。


    　ドンタコスだ。


    　非常に写実的に描えがかれたふた袋のドンタコス。どちらがチリタコス味で焼きとうもろこし味なのかさえはっきりとわかる。


    「だから、ドンタコスに注意力を持っていかれすぎなんですよ。いくみさん」


    　ふみはそう言うとがっくりと肩を落とす。


    「違うんだよ。ふみはわかってないんだよ。木の上で双眼鏡を覗のぞく難しさが。それからドンタコスの美お味いしさも」


    　木の上に登って双眼鏡を駆く使しする難しさはわからないが、ドンタコスの美味しさは体感することができる。まずは約束を果たすか……。


    　僕はいったんコンビニエンスストアにドンタコスを買いに走る。


    　ここはドンタコスの美味しさをみんなで体感しながら、ほがらかな雰ふん囲い気きでいくみの偵てい察さつ結果を聞こうではないか。


    



    　急いでドンタコスを買って戻ると、プチドンタコスパーティーを開き、いくみの食欲を鎮めてから、話をじっくりと聞くことにする。


    　その様子を絵え美みにはイラストで、そして梨り乃のとふみは文章でまとめて、総合的にいくみの記憶を再現してもらうことにする。


    「それでね、なんかね……、その人と前の人がね。ポリッ、ポリッ。それからあれなにやってたのかな、なんかグルグル回ってポリッ、ポリッ、ムシャ、ポリッ」


    　いくみはドンタコス食べすぎではあるものの、少ない語ご彙いで懸けん命めいに自分の見たものについて語ってくれる。


    　その情報をもとに推測した結果、第一新聞部にはすでに十五人以上の新入部員がいる。


    　そして、部室は大変盛り上がっているようだ。


    　たくさんのお菓子とジュースがあり、男女がツイスターゲームやハンカチ落としに興じているらしい。部室も非常にかわいい感じに飾られていて、パーティールームのようなイメージらしい。


    「ちょっと、信じられない状況だね」


    　彩あや香かはいくみの偵察結果に厳しい顔をしている。


    　新聞部というマイナーな部活にそんなに新入部員が集まりしかも盛り上がっているなんて、正直、僕も驚きだ。


    「新聞なんか全然書いてなかったよ。女の子もギャルっぽい感じだったし」


    　いくみはドンタコスを次々に口に放り込みながら言う。


    　いくみの偵察結果を総合した限りでは、どうやら第一新聞部は大学のオールラウンドサークルのような状況になっているらしい。もはや新聞部であることを捨て、楽しくノリのいい男女がはしゃぐための場所として変へん貌ぼうをとげたようだ。


    　第一新聞部の状況が徐々にはっきりするにつれて、比例するかのように彩あや香かの表情が厳しくなってくる。眉まゆを寄せ、口を真ま一いち文もん字じに結んでいる。


    「勇ゆう樹き、これはいよいよ、私たちが頑張るしかないよ。第二新聞部がつぶれたら、この学校のジャーナリズムは終わる。絶対につぶされるわけにはいかない」


    　彩香の目は怒りとやる気で燃えていた。


    　ジャーナリズムがなくなることについては正直ピンとこないけど、僕もこの第二新聞部がなくなってしまうのはいやだ。


    「第一新聞部はどうやら、新聞に興味のない人たちを集めただけみたいだから、そんな人たちを引き抜いてもしかたがない。世の中に真実を伝えることに意義を感じている、熱い情熱を持った新入生がいるはず。その人を入部させるのよ」


    　彩香は立ち上がると、まるで演説するかのように拳こぶしを振るいながら言う。


    　すっかり彩香の情熱に火がついたみたいだ。


    「いまから、さっそく新入部員募集のチラシを作るから、ちょっと待ってて。すぐに反撃を開始するから」


    　彩香はそう言うと、部室を飛び出していってしまう。


    　ちょっと入れ込みすぎに見えるけど、新入生を入れないと部がなくなってしまうことは間違いない。ここは僕も頑張るしかないか。


    「ごめんね、せっかく名義貸してもらったのに、こんなことになっちゃって」


    　僕はお悩み相談コーナー一同に頭を下げる。


    「気にすることはないよ。私たちもこの部がつぶされたら、いやだからね。それにドンタコスの借りは返すよ」


    　いくみはドンタコスをもうひとつつまむと口へと放り込む。いくみ、なんていいやつなんだ。ドンタコスでいいのならいくらでも買ってあげたい気分だ。


    「まあ、任せといてよ。私がいるんだから大丈夫だよ」


    　たしかに、なにごとにも積極的ないくみが協力してくれるのは本当にありがたい。きっと強い味方になってくれるはずだ。


    　そんな僕の期待を感じてか、いくみは僕の肩をぽんと叩たたくと言葉を続ける。


    「ちょっと気の弱そうな一年生見つけて、すぐにさらってきてあげるよ」


    　……そんなことは期待していない。少し味方として強すぎたようだ。やっぱりあんまり頼りにしないでおこう。僕はそう思いなおしたのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　告白に必要なことについてですが、議論の結果、情報収集が大切だとの結論に至りました。


    　我々も情報収集の大切さを体感するべく、偵てい察さつ活動を実じつ践せんしてみました。


    　その結果、情報収集には適度な運動能力と記憶力、そして表現力、さらにはお菓子を購入する資金力が必要であると判明しました。


    　すなわち、情報収集に必要な能力そして資金力が告白に必要なものとなります。


    　運動能力と記憶力、表現力、資金力を身につけてください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「信のぶ長なががその人に褒ほう美びをあげたのは勢いがあったからだよ」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　路上パフォーマンスを始めようと思うのですが、すごく注目を集める路上パフォーマンスってなにがありますか？


    



    
      （小こ林ばやし）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    ニトログリセリンでジャグリング。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    パントマイムで『三さん国ごく志し』を完全再現。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    根性を見せる。骨折してるのにタップダンスだ。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    感情を揺さぶるの。泣きながら手品。

    


    


  


  
    【相　談　３「人気者になりたい」】


    
      したメガネ

    


    　クラスでなんとか友達をつくることができました。しかしクラスでのポジションは地味グループ。中心とは言えません。せっかくの新しい環境。これまでの殻からを破って新しいキャラになりたいと思います。いままではちょっと暗いキャラだったのですが、高校デビューで明るいキャラに変更したいです。目指すはクラスでの中心人物の人気者。そしてあわよくばモテモテになって彼女もつくりたい。どうすればクラスで人気者になることができるでしょうか？

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：専門的な知識を持つべき。


    そうすればみんなに頼りにされるに違いない。

    


    [image: ]


    ふみ：言葉の力です。


    どんなことでもおもしろおかしく話せる表現力が大切です。

    


    [image: ]


    いくみ：運動神経だよ。


    昔から駆かけっこが速い人が人気者だよ。

    


    [image: ]


    絵美：美しさこそ人を惹ひきつける根源。美しくなるの。


    とりあえずパーマをかけるの。

    


    


  


  
    　新入生勧誘活動は彩あや香かのチラシ作りを待って、いったん待機中。


    　その間にいつものように人生相談だ。


    　今回は以前友達がつくりたいとの相談を寄せてくれた相談者からの再度の相談。どうやら無事に友達はできたようだけど……ちょっと欲が出てきてしまっている。人気者になりたいそうだが、大丈夫か？　あんまり身のほど知らずだとすごい失敗をしてしまいそうだが。


    　少し心配になるが、ここは回答者の四人によるアイディアに期待したい。


    「やっぱ、運動神経だよ。身体からだを鍛きたえれば人気者になれるよ。運動神経いい人が人気に決まってるよっ！」


    　体育会系代表であるいくみが力強く断言する。


    　たしかに運動神経があれば体育の授業などでスターになれる気がする。基本的に女子からもモテる気がするし。


    　いくみは今回はかなり自信があるのか、さらに持論を続ける。


    「さりげなくバック転して見せれば、もう一発でスーパースターだよ」


    　バック転はたしかにかっこいいけど、どうやってさりげなくやるかが問題だ。


    　しかし本人は自分の回答に非常に自信があるようで、いまにもバック転を実じつ践せんせんばかりの勢いでバック転のやり方とコツについて語っている。


    　もちろんこの考え方に全員が納得するはずもない。


    「いくみの発想は小学生だ。運動神経で人気が出るのは小五までなのだ」


    　まっさきに反論したのは梨り乃のだった。理論と知性を愛する梨乃にとってはバック転などまったく魅力を感じないのだろう。


    　しかしこんなことではいくみは引き下がらない。


    「小六でも人気だよ。あのバック転だよ。開脚後転と間違えてるんじゃないの？」


    「そんな技は知らない！　そもそも私にはバック転のかっこよさがまったく理解できない。そんなことでは人気は出ない」


    「そんなことないよ！　運動できる人はずっと人気者だよ。バック転かっこいいよねえ。ねえ、ねえっ！」


    　いくみは左右を振り返って、ふみと絵え美みに同意を求めるが、残念ながら、反応は薄い。


    「正直なところ、運動神経で人気者になれる時代は短いと思うのです。プロの選手になれるレベルだと違うのでしょうが、やはり大人になるにつれて……」


    　ふみは期待に添えず申し訳なさそうに、小さく首を振る。


    　それに対して梨乃は我が意を得たと、勝ち誇った表情。


    「運動神経などで人気者になれるのは原始人だ。二十一世紀に運動神経でなにができる。知識の時代なのだ。最先端のツールを駆く使しし、深い知識を持つ人間こそが人気者になるべきなのだ」


    「すみません、それはたんなる梨乃さんの夢かなと。実際はむしろ人気ないかと」


    　ふみが今度は梨乃に申し訳なさそうに言う。


    「夢ではない、実際に頼りになるではないか。それに知識が豊富な人間と話すことほど楽しいことはないっ！　何気ない会話の中で自然に出てくる知的なこぼれ話。これこそが人気者の秘ひ訣けつに違いない」


    　しかしいくみも自分の考えを否定されて引き下がりはしない。


    「それは梨乃の好みのタイプの話でしょ！　梨乃はメガネタイプが好みなだけじゃん」


    「そ、そんな話ではない」


    　梨乃の顔がみるみる真っ赤かになる。なぜチラチラこちらを見る……。余計にからかわれるじゃないか。


    「でも、一般的に子どものころは運動できる人が人気で大人になるにつれて、知識が豊富な人が人気になる傾向ってあると思うんだよ。将来的なことを考えると、やっぱり運動よりは知識系で人気者になる方法を考えたほうが相談者のためになるんじゃないかな？」


    　僕は梨乃の視線を受けて思わず助け舟を出してしまう。


    　しかし、いくみはこういうことには非常に勘が働く。


    「赤あか松まつ、……梨乃をひいきすんなっ」


    　まるで犬が威い嚇かくするかのように、歯をむいて僕を睨にらみつけてる。本当にかみついてきそうな勢いだ。


    「そ、そんなつもりは……」


    　完全にやぶ蛇へびだった。まあいくみがかみついてくれるなら、それはそれでちょっとうれしくもあるけど……。いや、いまは僕がうれしいかどうかは関係ない。梨り乃のをひいきしているとの疑惑をうやむやにすることが先決だ。


    「まあまあ、それで絵え美みはどう思うかな？」


    　僕はさっそうと絵美に話を振る。


    「……人気者。それは人を惹ひきつける存在。人を惹きつける存在とはなにか？　それは美しいもの。美こそが人気者の条件なの」


    　絵美の回答は「美しい存在になること」だった。たしかに美男美女はいつの時代も人気者。それは間違いないのだが。


    「だからって、パーマをかけても」


    「あくまで例なの。パーマなら誰でも簡単なの」


    「パーマって人気者だろうか。むしろストレートのほうが人気がある気がするのだが」


    「それは梨乃さんの趣味なの。梨乃さんは直毛メガネが好きなの」


    「違う。あくまで一般論なのだっ」


    　結局、顔を真っ赤かにして、うつむいてしまう梨乃。


    　絵美は淡々とまったく表情を変えずにからかうから非常に怖い。


    「とにかく、絵美の意見はパーマでもかけてみたらってことだよね」


    　僕は再度梨乃を助けるべく、フォローに入る。


    「別にパーマじゃなくてもいいの……。七しち分ぶ丈たけでも、おっきいベルトのバックルでも、制服のアヴァンギャルドな着こなしでも」


    　大きなバックルで人気者になれれば世話はないと思うが、とにかく絵美の意見は理解できなくもない。見た目が大事か……。正直見た目が地味な僕にとっては耳の痛い話だ。


    「見た目で人気者になるのは真の実力とは言えないのではないでしょうか？」


    　絵美の意見に今度はふみが異論を唱となえる。


    「見た目も実力。それに見た目には内面も出てるの」


    「そうと言えばそうなのですけど、真の人気者はどんな衣装を着ていてもどんな髪型でも人気者だと思うんです。そして真の人気者とはどんな話でもおもしろくできるトーク名人だと思うのです」


    　ふみは文系代表らしく、表現力こそが人気の源であると主張する。


    　たしかにトークがうまいことは人気者の条件のひとつだろう。特に見た目や運動神経の面で不利な人間にとってはトークの方向こそ希望の道だと言える。


    「運動や見た目の魅力もわかりますが、やはり言葉を自在に操あやつってこそ人間らしい魅力だと思うんです。魅力あふれる会話力こそ本当の魅力です」


    　ふみは勝ち誇ったように、胸を反らしてそう断言する。


    　人間らしい魅力と言われてはなかなか反論のしようもない。ここはトーク力を身につける方向で決着か……。


    　しかし運動を否定されたままで黙っているいくみではなかった。


    「なに、おっぱいを強調してるのさっ！」


    「違います、そんなことしてません」


    「トーク力なんてどうやって上げるのさ。ふみの意見はできないじゃん」


    「でしたら、運動だって」


    「運動はできるよ。毎日動いて、プロテインを飲めば誰でも鍛きたえられるよ。トークに効くプロテインないじゃん」


    「……それは、たくさん本を読んで、豊富な知識を身につけて……。ねえ、梨り乃のさん」


    　しかし梨乃はまだ照れていた。顔を真っ赤かにしてうつむいている。


    「いつまで照れているのですかっ！　議論に参加してください」


    「う、うむ。私の好みは関係ないっ」


    「誰も好みの話してませんよ」


    　梨乃は照れている間ちっとも話を聞いていなかったみたいだ。


    「そ、そうだったか。すまない」


    「とにかく、お話上じよう手ずこそ人気者です。間違いありません」


    　ふみはよほど自信があるのか、重ねてそう断言する。しかしこんなに自信満々に断言すると、危ない気もするけど……。


    「それならやってみてよ」


    　案の定だ。いくみがじっとふみの顔を見つめている。意地悪そうな目で。こんなにトーク上手について語ったら、「やってみろ」と言われるのも無理はない。


    「できないことを人にやらせようとしちゃ駄目だよ。自分はおっぱいの大きさを売りにしてるのに」


    　いくみは口元に意地悪そうな笑みを湛たたえたまま、肘ひじでふみの脇わき腹ばらを小突く。


    「売りにしてませんってば……。わかりました。いいでしょう。私がお手本を見せます」


    　ふみはそう言うと、小さく咳せき払ばらいをする。


    　このタイミングはあまりにもかわいそうだ。おもしろい話をすると宣言してからのおもしろい話。これは大おお怪け我がする未来がはっきりと見える。予知能力者じゃなくても誰でも見える確実な未来だ。


    「ふみ、お手本はいいんじゃないかな？」


    「なぜですか、赤あか松まつさん。私はひるんでなどいませんよ。こうなったらあれを披露します」


    「そのひるまないのが怖いんだよ。このタイミングは危険だよ」


    　しかし、ふみはなにか重大な決心をしたようで、頑がんとして譲ゆずらない。


    「この程度の危険など、九く条じよう家け秘伝のアメリカンジョークの前にはまったく脅きよう威いではありませんっ！」


    　九条家秘伝のアメリカンジョーク。なんて駄目そうなんだ……。おそらくふみが恥をかくだけだ。


    「いいよ。やめとこうよ」


    「そうだよ。九条流は絶対すべるよ」


    　このいくみの余計なひと言がまずかった。


    　ふみの顔に怒りの色がみなぎる。


    「いくみさん、それは聞き捨てなりません。九条流アメリカンジョークはただのアメリカンジョークではありません。二十八代九条家当主、九条倫りん太た郎ろうがアメリカ放浪中にテキサスで教わった、とてつもなく差別的なブラックジョークです。いきます。ある日、奴ど隷れいの……」


    「やめようっ！」


    　僕はふみの口を手でふさいで、強引にふみジョークをストップさせる。


    　見たくない。ふみがそんなブラックなアメリカンジョークでどんずべりするとこなんて、僕は見たくない。


    「ふがっ!?　な、なぜ止めるのです」


    「みんなも例なんていらないよね。ふみが失敗するところなんて見たくないよね」


    「そ、そうだな。例は必要ない」


    　さわりの数語だけで危険な香りを察知したのか梨り乃のが賛同してくれる。


    　しかし、ふみはそれでも譲らなかった。僕の手を振り払って、ジョークを続けようとする。


    「いえ、言わせてください。これは九条家の誇りの問題です。ある日、奴隷の……もぐっ……ヘイ、スミス、おまえの女房の尻しり……ふがっ……」


    　そうはさせない。僕は清せい楚そで上品なふみでいてほしいし、そのジョークは放送禁止用語的な要素を多分に含んでいる気がしてならない。もし本にして発行すると回収騒ぎになるパターンだ。そんなことは絶対に見み逃のがせない。


    「もぐっ……ヘイ、スミス……もぐっ……そこのクソ汚ねえ……もぐっ……だ、……それからスミス……その変態野や郎ろうの尻を……もぐっもぐっ……、だからスミス、そのガラガラヘビを穴に……もぐもぐっ……スミス、早くしろ……早くガラガラヘビを……もぐっ……おい、聞いてるのかスミス……スミス！　……スミス……スミスが死んでる！」


    　なんだか断片的に聞こえてくる感じが想定していたアメリカンジョークと違うし、スミスがどうなっちゃったのか気になるけど、しかしふみの口から下品な単語を言わせたくはない。


    　僕は必死でふみの口をふさぐ。それでもムキになってアメリカンジョークを披露しようとするふみ。ついに僕の手が緩み、ふみの口が完全に開放されてしまう。


    「……というわけで、俺おれはキャデラックを手に入れたのさ」


    「あら、なにやってるの、勇ゆう樹き？　ふみちゃんを暗殺しようとしてるの？」


    　まったく理解不能のオチが披露されたタイミングで勢いよく扉とびらが開け放たれる。


    　扉の音が運よくオチをかき消してくれだ。危ないところだった。なんとかふみの口から酷ひどいブラックジョークをお届けせずにすんだ。


    　そしてドアを開けたのはもちろん彩あや香かだ。両手に大量の紙の束を抱えている。


    　どうやら新入部員勧誘のチラシとポスターができたようだ。


    「なんの相談してたの？」


    　彩香はチラシの束をちゃぶ台の上に置くと、よほど重かったのか両手首をぶらぶらと振って指の疲れをとっている。


    「人気の取り方についてなんだけど」


    「なんだ、ちょうどいいじゃん。勇樹、自分の身体からだで実じつ践せんしてきてよ」


    　彩香は先ほどの束からチラシを適当につかむと僕に手渡す。


    　どうやら人気の取り方を実践してみせて、新入生を勧誘してこいとのことらしいが……。


    　さりげないバック転、知的なこぼれ話、パーマとアヴァンギャルドな制服の着こなし、そしてブラックジョーク。こんな不安な持ち球で人気を獲かく得とくできるとは思えないのだが……。


    「さあ、頑張って！　実践があるのがこのお悩み相談コーナーの特徴でしょ。さあ、さあ」


    　彩香にぐいぐい背中を押されて、部室から追い出されてしまう。


    



    　数分後。


    　僕たちお悩み相談コーナー一同は一年生の教室がある一号棟の一階へと来ていた。


    　教室には放課後しばらく残って雑談をしている生徒たちがまだいるはずだ。


    　まずは一組の教室だ。


    「任せて、私がまずやるよ」


    　いくみは何枚かチラシを乱暴につかむと、教室の中へと躊ちゆう躇ちよなく飛び込んでいく。


    「こんにちは、第二新聞部だよっ！　とうっ」


    　いくみは教室に入るなり、いきなりバック転を披露する。しかもチラシを持ったまま片手だ。


    　その勢いで今度はバック宙、着地すると流れるように、一番前の生徒にチラシをまっすぐに突き出す。


    「入部したまえっ！」


    「…………………………………………」


    　誰からも反応がない。ついさっきまで楽しげな会話で賑にぎ々にぎしかった教室が水を打ったように静かだ。


    「ちょっと、みんなバック転だよ。しかもバック宙もしたよ」


    　いくみがつかつかと近くの一年生たちに近寄ると、いっせいに目を伏せる。完全に危ない人として認識されてしまっている。


    「もうっ、ちょっとなんなのさっ！　見てなかったの？　もう一回やるから、ちゃんと見るように。ほれっ」


    　いくみの軽やかなバック転が再び決まる。しかし結果は同じ。誰からもなんの反応もない。ひたすら自分の机を見つめて、この時間が過ぎ去るのを待っている。


    　いくみは顔を伏せている新入生たちの様子をじっと見つめて、小さくため息をつく。


    「しかたない。バック転はやめっ！　みんなに右フックをおみまいすることにするよ」


    　駄目だ。一年生たちが危ない。僕は慌あわてて教室に飛び込み、右手を振り上げているいくみを羽は交がい絞めにする。


    「ごめんね。失礼しました」


    　いまだ、威い嚇かくするかのように拳こぶしを振り回すいくみ。僕は羽交い絞めにしたまま、引きずって教室から強制的に退場させる。


    「やはりバック転など効果なしではないか……」


    　梨り乃のは自分の考えが正しかったと言いたげな口く調ちようだ。


    「こんなにバック転が喜ばれないなんておかしいよ！　もしかしたら、〝バック転を見たら目を伏せないと早死にする〟みたいな伝説が発生中？」


    　そんな、夜に爪つめを切ると的な都市伝説は発生していない……。たしかにもう少し喜んでもらえるケースもあった気はする。ちょっとノリの悪いクラスだったのだろうか……。


    「まったく。最近の若い者はつまんなくなったもんだよ」


    　いくみはやれやれと両手を広げてみせる。一学年しか違わないのに、よくもそんなことが言えるものだ。


    「では次は梨乃さんですか。その知的なこぼれ話で」


    「まあ、それは……そうなのだが……」


    　ふみの言葉に露骨に動どう揺ようする梨乃。やはり初対面の人しかいない教室にひとりで飛び込むなんて梨乃には荷が重いようだ。


    「駄目だよ。逃がさないからね。私だけ恥をかくなんていやだよ」


    　いくみは梨乃の手を引いて強引に隣に位置する二組の教室の前へと引っ張っていく。


    　無理やり梨乃にチラシを握らせると、背中を押して、教室の中へと押し込み、ぴしゃりと扉とびらを閉める。


    　教室に押し込まれた梨乃は教壇の上でただ立っているだけだった。まるで身体からだが凍りついてしまったかのように、ビクともしない。


    　大丈夫か、梨乃……。


    　ああ、うつむいてしまった。チラシを胸の前でぎゅっと握って……。震えている。


    　駄目だ。もう百パーセント知的なこぼれ話は出ない。


    　僕は教室に駆かけ込んで急いで梨り乃のを連れ戻す。


    「なんか、ごめん」


    　いくみもまさかこんなに駄目だとは思わなかったようで、からかうどころか、申し訳なさそうにしている。


    「大丈夫なの。私がなんとかするの」


    　梨乃に優しく声をかけたのは絵え美みだった。


    　絵美の案は見た目の魅力で人気者になるはずだったが、いまからパーマをかける時間は当然ない。どうやってなんとかするつもりなんだ？


    「制服をアヴァンギャルドに着こなすの……」


    　絵美はそう言うと、スカーフを外し、スカートのホックを外して……。


    「絵美さんっ！　それは着こなしとは言いません」


    　ふみが落下しようとするスカートを寸前で食い止める。


    「大丈夫……。上はちゃんと着たままだから。人気出るから」


    「全然大丈夫じゃないです。仮に人気が出ても駄目です」


    「人衣一体なのに……」


    「どこがですか！　ただ脱いでるだけじゃないですか！」


    　こうして絵美のアイディアはふみにお説教されただけで、一切試されることなく中止となってしまった。残るはふみのトークによる人気獲かく得とくだけだが……。


    「任せてください。私がなんとかしますから。九く条じよう家けの誇りにかけて」


    　ふみはにっこりと微笑ほほえむと三組の教室の中へと消えていく。


    　非常に自信ありげだったが、大丈夫なのか？


    　僕は窓越しに恐る恐る教室の中をうかがう。


    　三組の教室はすでにほとんどの生徒が帰ってしまっていた。


    　女子生徒が数名残っているだけだ。


    　ふみが優しい笑え顔がおのまま、その中のひとりに話しかける。距離があって声は聞こえないが、たぶんジョークを披露しているのだろう……。


    　突然、ふみに話しかけられていた、女子生徒が席を立つ。


    　口元を押さえたまま教室を飛び出すと、そのままトイレへと消えていった……。


    　吐き気をもよおしてるじゃないか！　いったいどんなアメリカンジョークなんだ。ブラックにもほどがあるぞ。


    「すみません。私は幼おさないころからいつも聞かされていたので、許されるジョークなのかと思っていたのですが……。まさか、こんなことになるなんて」


    　ふみは教室から戻ってくると、深々と頭を下げる。


    「ふみは真ま面じ目めだから、きっとジョークには向いてないんじゃないかな？」


    「そうなのでしょうか？　もう少し刺激の弱いバージョンであれば、ヘイ、スミス、こうなったら、妊婦の腹をこの鎌かまで……ふがっ!?」


    　言わせないぞ。そのバージョンも。


    　刺激が弱いジョークで妊婦のおなかをどうするつもりなんだ。しかも鎌で。そんなことはふみの口からは言わせない。


    　僕は念には念を入れて、数分間しっかりとふみの口をふさぎ続ける。


    　とにかく今日きようの勧誘活動は失敗だ。効果がないどころか、女子生徒をひとりトイレに駆かけ込ませてしまった。なかなか厳しい勧誘活動になるとは思っていたが、まさかここまで酷ひどい状態になるとは……。いくみのバック転で拍手くらいはあるかと思ったし、ふみのかわいさに免じて、少々厳しいジョークでも愛あい想そ笑いくらいしてくれるかと思った……。


    「ほかのはどうでもいいけど、バック転はもっと人気があるはずなんだよね。おかしいな、おかしいなあ」


    　いくみがまるで僕の心を読み取ったかのように言う。


    　大げさに腕組みをして、小さな口をツンと突き出している。どうやらいくみなりになにか考えているようだが……。


    「ちょっと待ってて」


    　突然、駆け出すいくみ。先ほど大失敗に終わった一組の教室へと突入する。


    　いったいどうしたんだ。なにか忘れ物でもしたのか？


    



    　数分後、戻ってきたいくみはひとりの男子生徒を伴ともなっていた。


    　襟えり首くびをつかんで、引きずるようにではあるが。詳しくは聞きたくもないが、誰がどう見ても手荒な真ま似ねをしたあとであることは間違いない。


    「やっぱりだったよ。そんなことだと思ってた」


    　いくみはそう言うと、罪人を突き出すかのように、僕たちの前へと男子生徒を転がす。


    「いったいなにごとですか。手荒な真似はよくないですよ」


    　ふみにたしなめられてもいくみの興奮は収まらない。


    「こうでもしなきゃ、教えてくれなかったよ。一年生に、うちらの部に入らないようにって、命令が出てるんだって！」


    　いくみはそう言うと、くちゃくちゃになった一枚のチラシを僕たちに見せる。


    　どうやら、この男子生徒から取り上げたようだが……。


    　タイトルは「第一新聞部からのお知らせ」とある。


    



    　第一新聞部からのお知らせ～第二新聞部からの勧誘に気をつけましょう～


    



    　最近、第二新聞部を名乗る怪しい人間が出没しています。生徒のみなさんはくれぐれも気をつけてください。彼らは学校の治安を乱すために活動する。テロリスト的集団です。


    



    　こんな言葉に気をつけて。


    「生徒会の不正を暴かないか？」


    「楽しい行事がいろいろあるよ」


    「かわいい子、いっぱいいるよ」


    「母さん、俺おれだよ。俺」


    「この壺つぼを買うと、猛烈な勢いで運気があがるよ」


    「一週間で50キロ[image: ]やせるよ」


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などなど。


    　だまされないで！　すべてウソです。　


    　かわいい子などいませんし、むしろ太ります。そのうえ、あとから多額の部費を請求されてしまいます。勧誘を受けたらきっぱりと断ことわりましょう。


    



    　誰が描かいたのか、僕と彩あや香かの似顔絵つき。しかも、いかにも悪わる巧だくみをしていそうな、陰険そうな笑みを浮かべている。


    「かわいい子、いっぱいいるしっ！」


    　いくみはビリビリとチラシを破り捨てると、何度も踏みつける。本当に悔くやしくてしかたがないのだろう。せっかくのかわいい子が、そんな股またを広げて乱暴なマネを……。とはいえ、問題はそこではないのだが……。


    「あんたも、こんなのウソだからね。信じないでよ！」


    　いくみは怒りを今度は男子生徒に向ける。


    「ひぃ。い、いくみさんですよね。やめてください。歯を抜かないでくださいっ！　肋ろつ骨こつを抜き取らないでください、祖先の墓を掘り返さないでください！」


    　そう言い残し、男子生徒は一いち目もく散さんに逃げ出してしまう。


    　どうやら、ほかにも悪い[image: ]うわさを流されてしまっているようだ。


    「まったく。おかしいと思ったんだよ。バック転があんなに無視されるなんて」


    　いくみは憤ふん懣まんやるかたない様子で、逃げ去る男子生徒の背中を睨にらんでいる。


    「こんなことになってたんですね。ジョークで吐き気をもよおされるなんて、変だと思いました。本当に許せませんね」


    　ふみ……。残念ながら。それは関係ないと思うぞ。


    「さすがにここまでされては温厚な私でも腹が立つのだ」


    　梨り乃のも憎しみのこもった目で破られたチラシを睨にらみつけている。


    　とにかく、このまま勧誘をしても効果はなさそうだ。まずはなにか対策を考えないと。


    　今日きようの勧誘活動の打ち切りを宣言して、成果を上げることなく一号棟をあとにした。


    



    　部室に戻って、僕は彩あや香かに事のあらましを報告する。


    「あいつらぁああああ！　卑ひ怯きよう者ものめえええ！」


    　彩香の怒りはまさに怒ど髪はつ天てんをつく勢いであった。拳こぶしを血が出るんじゃないかと思うほど強く握りしめて、わなわなと震えている。


    「勇ゆう樹き、行くよ」


    　彩香はそう宣言すると、僕の返事も聞かずに部室を飛び出していく。


    　このあと起こることを予想すると、本当についていきたくないが、もうすでに彩香の姿は部室にない。しかたない。彩香ひとりで行かせたら、取り返しのつかないことになりそうだし。


    



    　僕と彩香が向かった先は当然ながら生徒会室だ。


    　ノックすらせずにドアをぶち破らんばかりの勢いで開け放つ。


    「あらあら、相変わらず野や蛮ばんですわね」


    　香か織おりは怒りに打ち震える彩香の姿を見ても、涼しげな顔でソファーにゆったりと身体からだを預けている。そしてそのそばにはよしたか。よしたかのくせに、似合わない高級そうなカップで紅茶を飲んでいる。


    「香織、やってくれたわね」


    「ふふ、ご機嫌斜めのようですわね」


    「誰のせいでこんな機嫌だと思ってるの？　あんたいいかげんしつこいよ」


    「彩香さん、あれは俺おれがお願いしたことっすよ」


    　ふたりの会話によしたかが割って入る。なんだか表情が自信に満ちあふれている。以前のよしたかとは別人のようだ。


    「あんた、浅あさ野のの後輩のモブキャラでしょ。なに、生意気になっちゃって」


    「あんまり昔のこと引きずらないほうがいいっすよ。いまは第一新聞部の部長っすから。彩香さんと同格、もしくはこっちが第一なんすから、むしろ俺が格上っすよ」


    　よしたかは彩香相手にもまったくひるまない。


    　いくみの報告によると、女子を含むかなりの新入部員を獲かく得とくしているようだし、変に自信をつけてしまっているようだ。


    　しかしながら、こんな生意気な口を利かれて黙っている彩香ではない。


    「あんたにまともな記事をかけるとは思えないんだけど」


    　ソファーに腰を下ろしているよしたかを文字どおり見下ろす。


    「彩あや香かさん、もうね、記事とか、どうでもいいんですよ。時代じゃないっす。これからはメディアミックスなんすよ。放送部、軽音楽部、そして漫画同好会、そのあたりの部活と連帯して、オシャレなカルチャーを発信するっす」


    　時代はメディアミックス……。なんだかいまさら感が半端ない。そしてよしたかが言うとものすごくアホっぽく聞こえる。


    　しかし本人はまったくそんなふうには思っていないようで、ますます悦えつに入いって、第一新聞部と自分の未来について語る。


    「第一新聞部がメディアミックスのコアになるには当然、生徒会との強い協力が必要っす。そして俺おれはメディアミックス王になるっす。ガンガン新入部員を増やして、女子の部員と合宿、水泳大会、ぽろり的なハプニングもあったり……」


    　ぐふぐふと気持ちの悪い笑い声が漏もれている。よしたか駄目だぞ、その妄もう想そうは。結構すぐにバレるぞ。


    「なるほど、大体うちの赤あか松まつと同じってことね」


    「やめてよ。メディアミックス王と同列は恥ずかしすぎるよ！」


    　僕は彩香に小声で抗議する。


    「残念ながら第二新聞部は将来のメディアミックス王である俺の敵っす。悪いっすけど、絶対に新入部員はこないっすよ。俺の悪口メディアミックスが炸さく裂れつしてるっす」

  


  [image: ]


  
    　どうやらありとあらゆるチャンネルを通じて、第二新聞部のネガティブキャンペーンを行おこなっているらしい。


    「今度、あなた方の似顔絵を作成してＬＩＮＥラインスタンプとして発売する予定なんですって。とても笑えるものになるでしょうね」


    　……なんてしょうもないメディアミックス。ただの新あら手てのいじめじゃないか。


    　クスクス、ぐふぐふと笑い合う香か織おりとよしたか。


    　その笑いを彩あや香かがテーブルを激しく叩たたく音でかき消す。


    「わかった。この挑戦受けてやろうじゃないの。よしたか。これは高くつくよ。絶対に新入部員を獲得してみせるから」


    　彩香はそう啖たん呵かを切って、さっそうときびすを返す。


    「それで、どうするの？　なにか手はあるの」


    　僕は十分に生徒会室から距離を取って彩香に尋ねる。


    「それを考えるのが、うちのメディアミックス王でしょ」


    「もしかして僕？」


    「頼りにしてるよ。最近頼もしくなってきたと思ってるんだから」


    　彩香は激励するかのように僕の背中を強めに叩く。


    　どうせそんなことだろうと思っていたけど……。メディアミックス王はやめてほしい。正直変態メガネのほうがまだマシだ。


    　とにかく新入部員を捜さないと、快こころよく協力してくれた梨り乃のたちにも申し訳ない。


    　厳しい戦いになるだろう。新入部員獲かく得とくの戦い。そして変態メガネとメディアミックス王。このふたつの不本意な異い名みようとの戦いも……。

  


  
    【回　答】


    



    　人気者になる方法について議論しました。ひと口に人気者と言ってもいろいろなタイプがあり、方向性が割れました。体力を鍛きたえて、運動で人気者になる方向、知性を磨く方向。ビジュアルで人の注目を惹ひく方法。そしてトークで人気者になる方向。どの方向でもかまわないので自分に向いていると思うかたちを目指してください。


    　しかし、いずれも無理は禁物です。とりわけ、ブラックジョークは向いていないのにチャレンジすると人気を得るどころか、大変な逆効果を発揮します。気をつけましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「大丈夫……。上はちゃんと着たままだから。人気出るから」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　野球部員です。うちの野球部は残念ながら非常に弱いです。甲子園など夢のまた夢。でも最後は甲子園の砂を集めて帰るみたいな行事で終わりたいです。なにか弱小野球部でもできる甲子園の砂っぽいイベントはないですか？


    



    
      （エビ太た郎ろう）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    グラウンド周辺にいる珍しい虫を収集。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    部室のゴミを集めましょう。掃除にもなります。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    顧問の先生の髪をむしる。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    逆にそこかしこに砂をまくの。

    


    


  


  
    【相　談　４「勉強していて気が散ってしまう」】


    
      シケキング

    


    　今年自分は浪人生だったのですが、今年も受験を失敗して二浪する予定です。原因はアニメや漫画がやめられないことなのですが、わかっていてもやめられません。どうすれば、我慢できますか？

  


  
    Answer's
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    梨乃：外部刺激をできるだけ減らすべき。


    テレビに強力な磁石を近づけてしまえ。
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    ふみ：古来、煩ぼん悩のうに打ち克かつ方法は決まっています。


    座ざ禅ぜんを組むのです。

    


    [image: ]


    いくみ：まだ追いつめられてないんだよ。


    ぎりぎりまで放っておいてみようぜ！

    


    [image: ]


    絵美：したいことをやめても駄目なの。


    目が腫はれるまでアニメを見るの。

    


    


  


  
    　新入部員勧誘活動は難航していた。彩あや香かも毎日、チラシを配布し、めぼしい新入生に声をかけているらしいが、いまだに誰からも入部の申し込みはない。ただでさえ人気のない新聞部、そのうえ、いやがらせあり。高校生活をあえて台なしにしたい変わり者か、よっぽどの情報弱者でもないかぎり、入部してくれないだろう。


    「あちらの新聞は生徒会長さんのインタビューが載ってますねえ」


    　ふみはお悩み相談メンバーが集まるまでの時間潰つぶしに、第一新聞部発行の新聞に目を通していた。第一新聞部は生徒会長との緊密な関係を示すかのように、生徒会長とよしたかのツーショットの写真をでかでかと掲載している。


    



    　生徒会長から新入生へのアドバイス！


    



    　我が九く文もん高校は今年度、五百二十五名の新入生を迎えましたが、まだまだ高校生活に慣れていない新入生も多いのでは？　そこで我が校を束ねる白しら河かわ香か織おり生徒会長に我が校でより楽しく高校生活を送るためのアドバイスをこの第一新聞部部長よしたかが聞いてきました。


    



    ──まずは新入生にメッセージを。


    香織　普通、メッセージは最後ではありませんか？　まあ、いいですわ。新入生のみなさん、我が校へのご入学おめでとう。清く正しく高校生活を楽しんでください。みなさんがルールを守って活動をする限り、生徒会長はあなたたちの味方です。


    



    ──部活動に迷っている生徒も多いと思うんすが、会長おすすめの部活はありますか？


    香か織おり　会長としては、どの部活も平等に扱わなければいけませんが、我が校のサッカー部、バスケットボール部、吹奏楽部などは、大会の成績もよく、熱心に活動しておりますわ。


    



    ──なるほどサッカー部、吹奏楽部、第一新聞部がおすすめですか。


    香織　そんなこと言ってませんわ！　勝手に自分の部をねじ込まないでくれます？　あなた最近調子に乗りすぎじゃないの？　


    



    ──あなたと言えば、このよしたかなんですが、このよしたかについて、どんな印象っすか？　どう好きっすか？


    香織　なぜあなたについて答えなければいけないのです。インタビューアーがしゃしゃり出てこないでもらえます？　役に立つかと思って、ちょっと目をかけるとすぐこれですわ。


    



    ──なるほど、友達以上、恋人未満といった感じっすね。そろそろデレそうな感触っす。


    香織　どこでそんな感触を受けたのですか！　友達ですらありませんわ。分ぶんをわきまえなさい！　調子に乗りすぎると、痛い目を見ますよ。


    



    ──痛い目……。よしたかの身体からだのどこを痛くしたいっすか？　よしたか的にはお尻しりを希望してるっす。


    香織　この変態！　もう帰ってもらえます？


    



    ──最後によしたかにメッセージを。


    香織　なるべく早く死になさい！


    



    「よしたかさんは増ぞう長ちようしきっています。きっと早そう晩ばん足をすくわれるはずです。私たちは私たちの活動を頑張るのみです。相手に惑わされてはいけません」


    　ふみはまっすぐな眼まな差ざしで僕を見つめ、そう言った。


    　たしかに相手に気を取られていても仕方ない。自分たちの活動をするのみだ。そうすれば、わかってくれる人も出てくるはず。まずは今回のお悩みに集中しよう。


    　今回は勉強していて気が散ってしまうとのお悩み相談だ。なんと二浪してしまったのか……、きっといろいろ大変なことだろう。それに僕も勉強しなければいけないときほど、テレビやゲームに手を出してしまう。非常に共感できる相談だ。


    　この類たぐいの相談は勉強が得意な梨り乃のから聞いてみたいところだ。


    「集中力は前ぜん頭とう連れん合ごう野やの働きに関係があるとされている。前頭連合野は視覚、聴覚、味覚、触覚あらゆる情報を複雑に処理している。よって外部の刺激が多すぎると集中が妨さまたげられてしまうのだ。勉強することについて十分訓練ができている人ならそれでも集中できるが、訓練不足で集中力が散漫なのであれば、まずはなるべく外部刺激の少ない環境から始めることが必要だと考える」


    　梨乃は自みずからの学習と集中に関する持論を熱心に語り始める。


    　前頭連合野をロボトミー手術で切除した場合についての結果について、チンパンジーでの前ぜん頭とう葉ようの働きについて、さまざまな具体例を出して、脳の働きについての考察を述べる。


    「ふーん、なるほどねえ」


    　いくみの返事にまったく感情がこもっていない！　まがうことなき生返事。


    　集中力に関しての話で、すでに集中力を失いコアラのマーチをじっと眺めては口へと放り込む。その作業へと関心が移ってしまっている。


    「いくみ、なぜコアラをそんなじっくり眺めているのだっ！」


    「だって、よくわかんなくて、つまんないんだもん。ほら、コアラもつまんなさそうな顔してるよ」


    　いくみはひとつのコアラをつかんで梨乃の顔の前にかざす。たしかにコアラもぐったりしているが……。


    「それはいくみがそんな表情のものを選んでいるだけではないか！」


    「自然にこんなコアラを選ぶくらいなんだよ」


    　梨乃の立腹もわかるが、いくみが飽きるのも無理はない。少し話が専門的すぎる。ここはいくみにも自分の意見を語ってもらおう。


    「私は追いつめられないとパワーが出ないタイプなんだよ。きっと相談の人もおんなじなのさ」


    　いくみはそう言うと、困ったコアラを口に放り込む。


    「私から見るとすでに追いつめられているように見えるのだが、今週だけで何回先生に怒られていると思っているのだ」


    　しかしいくみは余裕の表情を崩すことはない。ちっちっと舌を鳴らしながら、人さし指を左右に振ってみせる。


    「甘い、甘い、その程度はピンチのうちに入らないんだよね」


    「甘いのはいくみだ。現状認識が甘い。ピンチのうちに入れるべきなのだ！」


    　梨乃はいくみの人さし指を握って動きを強制的に停止させる。


    　なんて不毛な戦いなんだ。梨乃といくみが同じクラスになってから、この争いの頻度が上がった気がする。仲が良くなったのか、それとも悪くなったのか……。


    　それはともかく問題は誘惑に負けずに勉強する方法だ。


    　絵え美みは絵を描かくことにはすごい集中と情熱を見せるが……。


    「私もおんなじなの。勉強しようと思ってたのに、……絵を描いてしまうことが多いの。気持ちがすごくわかるの」


    「それで、そういうときはどうするの？」


    「おもいっきり満足するまで絵を描くの。情熱のままに、描いて、描いて、描きまくるの」


    「そうするとどうなるかな？」


    「やがて疲れて眠ってしまうの」


    「べ、勉強は」


    「…………」


    　なんだか遠い目をして、窓の外を眺めている。


    「ねえ、絵美、勉強は？」


    「雲はいいの。どこまでも自由。形を変えながら、どこまでも……」


    　おいおい、なんで雲の気持ちになっているんだ。絵美、もしかしていくみタイプなのか？


    「そうそう、絵美ちゃん。たまに補習で一緒になるよね」


    　いくみの言葉に絵美の表情が曇る。あんまり僕たちには知られたくなかったみたいだ。


    「……理系だけなの。他は大丈夫。いくみちゃんとは違う」


    「違わないよ。仲間だよ。絵美ちゃんはなっかっまっ」


    　いくみは強引に絵美を引き寄せがっしりと肩を抱く。絵美は腕の中で必死に首を振って否定しているが、まったく気にとめていない。どうしても仲間にしたいみたいだ。


    「いやがることないよ。仲間ったら仲間。さあ歌おう。勉強なんてなーいさ。勉強なんてウーソさ。寝ボケた人が、見間違えただーけさっ」


    　いくみは肩を抱いたまま左右に身体からだを揺らす。絵美は屈くつ辱じよくの表情でただただ左右に振られるがまま。……それにしても、なんていやな歌なんだ。


    　勉強を寝ボケた人の見間違いって。……いくみは将来ものすごく手痛い目に遭あう気がしてならない。


    　とりあえず楽しく歌って踊るキリギリス的ないくみを放置して、ふみの意見を聞いてみることにする。ふみも勉強は得意。それに集中力があるタイプだ。


    「古来、煩ぼん悩のうや誘惑を絶つには座ざ禅ぜんと相場が決まっています」


    　ふみは口を真ま一いち文もん字じに結んでなんだか厳げん粛しゆくな表情をしている。


    　言わんとすることはなんとなくわかるんだけど、勉強にも通用するのだろうか？　座禅をしたところで勉強したくなるとは思えないのだが……。


    「あ、赤あか松まつさん疑ってますね」


    　ふみは僕の疑念を敏感に察知して、ぷうっと頰ほおを膨ふくらませてみせる。


    「うん、まあ……疑っているってほどじゃないけど……少し古くさいというか……」


    「赤あか松まつさん。古い、新しいは関係ありません。人間の心は昔から変わっていないのですから、現代でも十分に通用するはずです。やっている私が言うのですから間違いないです」


    　ふみは日ごろから、迷いがあるとき、リフレッシュしたいときに座ざ禅ぜんをしているらしく、その効能、素晴らしさについて熱心に語ってくれる。


    「口で説明するより、やってみるのが一番です。みなさんでやりましょうよ。座禅。そうすればわかってもらえるはずです。どうですか、みなさんも。座禅をしましょう」


    　残念なことに、みなさんの反応は薄かった。


    　誰もがなにも答えずに、チラチラとお互いの顔をうかがっている。誰かが断ことわってくれないかと、探りを入れ合っているようだ。


    　しかし、ふみはよほど自信があるのか、執しつ拗ように僕たちを座禅に誘う。


    「みなさんは座禅を誤解しています。一度やればきっとその誤解も解けますから」


    　ここまで言われては断るのも申し訳ない。


    　煩ぼん悩のうを断ち切り集中力を高めるための座禅体験。


    　やるだけやってみるか……。


    



    　翌日の放課後、僕たちはふみの家の近くにあるお寺を訪れていた。


    　まさか座禅体験をするのに本当のお寺を借りるなんて思ってもみなかった。


    「こちらのお寺は代々九く条じよう家けがお世話になっているお寺で、歴代の九条家当主は心に迷いが生じるとここに来て座禅を行おこなってきたのです」


    　ふみはわざわざ制服から見慣れぬ和装に着替えていた。剣道着のようにも見えるが、どうやら座禅着というらしい。ゆったりとした作さ務む衣えのような着物に袴はかま、両方地味な紺色。煩悩から解き放たれるための衣装なのだろうが、ふみが着ると、むしろ煩悩をかき立てられてしまうのが不思議だ。


    「さあ、みなさん、座禅を行いますよ。まずは正面にある文もん殊じゆ菩ぼ[image: ]さつに合がつ掌しようしてください」


    　ふみは率そつ先せんして、座禅堂の中央に据すえられた小さな菩[image: ]像に手を合わせる。慌あわてて僕たちもそれに倣ならう。


    　ふみの座禅講座は思ったより本格的だった。脚の組み方に始まり、座禅中の呼吸法。座禅用の座ざ布ぶ団とんの使い方まで、細かくレクチャーされる。


    「では心を空っぽにして、ただ座ってください。姿勢を正して、腰をまっすぐに」


    　僕たちはふみの指示に従って、壁に向かって一列に座禅を組む。


    　目の前に見えるのは壁だけ。ただゆっくりと息を吐いて、吸う。……吐いて、吸う。


    　ふみのガイダンスによると、座禅中はなにかを考えるのではなく、なにも考えないことが大切らしい。普段の雑多な考えをしばし忘れて、ただ己おのれの肉体と呼吸を正す。


    　ようやく座ざ禅ぜんに慣れ、集中できるようになってきたころだった。


    　隣に座っていたいくみのほうからぴしゃりと音がする。


    「いくみさん。寝てはいけません」


    　どうやらふみが警けい策さくと呼ばれる例の棒でいくみの肩を打ったらしい。


    「痛いなぁ」


    　なにやらいくみがぶつくさ文句を言っているのが聞こえるが、心を無にしないと……。


    　再び僕は心を無にするべく、目の前の壁を見つめて呼吸を整える。ゆっくり息を吐いて、吸う。……吐いて、吸う。吐いて……。


    「ポリッ、ポリポリ」


    「いくみさん、なにか食べましたね。もぐもぐしないでくださいっ！」


    「おなかがすいちゃって……ちょっとポテチを」


    「座禅中にポテチを食べるなど、もってのほかです！　煩ぼん悩のうを取り払ってくださいっ」


    　──ブンッ。警策が空くうを切る音がする。


    「避よけないでください」


    　──ブンッ。


    「なんで後ろ向きで避けられるのですかっ！　もう、もうっ」


    「ははは、そんなへなちょこ攻撃、当たらぬわ。わははは。どこからでも打ってみろ」


    　ものすごく隣が気になる。どうやら座ったまま、警策を避けまくっているらしい。


    「あっ、警策白しら刃は取り、ちょっと、それはいくみさんが持つものじゃないです」


    「ふみばっかり攻撃してずるいよ。今度は私の番だよ」


    　隣から人の気配が消える。どうやらふみはいくみに警策を奪われてしまったようだ。


    　ドタドタと走り回る足音。いくみがふみを追い回しているらしい。


    「ふみぃ、喝かつっ！」


    「痛い。いくみさん。お尻しりを叩たたかないでください」


    「待て、待て、喝だ！」


    「やめてくださいよ。お尻に使うものではありませんから」


    「このおっぱい。悪魔と契約したに違いないっ、喝だっ、ほれほれっ！」


    「そんなことしてませんっ、だからそれで叩かないでください」


    　ペチペチと真後ろで音がする。いくみがふみのお尻や胸を警策で叩いている音らしい。


    　ううむ。見たい。できれば、見るだけでなく混ぜてもらいたい。グングンと高まる煩悩。駄目だ。脳内がもはや煩悩一色で染め抜かれてしまいそうだ。


    「ちょっと絵え美みさんまで。立ち上がっちゃ駄目です。それ文もん殊じゆ菩ぼ[image: ]さつじゃないですか、突かないでください。文殊菩[image: ]でそんなことしたら、罰ばちが当たりますよ」


    　ドタドタ。バタバタ。背中越しの騒ぎはさらに大きく、さらに破は廉れん恥ちになっている。


    　振り向く。僕はもう振り向くぞ！　


    　もはや振り向かずにこの煩ぼん悩のうを静める術すべを僕は知らない。


    　そう決心を固めたときだった。


    　ぱたりと足音が止まる。


    　いったいどうしたんだ？　遅ればせながら、後ろを振り向くと、ひとりの少女が立っていた。


    　美しい金髪に青い目。日本人ではないようだ。それに制服がうちの高校のものだ。


    「あ、あの、すみません。ジャパニーズ、お寺を見学していたら、ジャパニーズ、ＳＭショー開催中でしたので、チラ見しておりました」


    「ＳＭショーじゃないよ。座ざ禅ぜんだよ。座禅。わかる？」


    　いくみはまったく真ま面じ目めにやってなかったくせに、偉そうに座禅を説明しようとしている。


    　まあ、いくみのことはさておき、それよりあの女の子だ。どこかで見覚えがある。たしかあれは学食だったか……。


    「そうそう、この棒を持って、ふみのお尻しりを狙ねらって……レッツ、アッパースイング！」


    「違いますっ！」


    　いくみはとうとう警けい策さくを取り上げられてしまった。


    　その様子を興味深そうに見ている女の子。青い目をキラキラ輝かがやかせている。


    「これが座禅ですかー、おもしろいものですねー。お尻を何回叩たたかれるとー、負けになりますかー？」
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    「いくみさん。変なこと教えないでくださいよ。全然違いますからね。座ざ禅ぜんはお尻しりを叩たたき合うものではありません」


    「そーですか。あやうく謀たばかられるところでした。危ないところでーす」


    　女の子はそう言うとにっこりと微笑ほほえむ。ピンク色の小ぶりな唇くちびるがゆるやかな弧を描えがく。笑え顔がおになると本当にかわいい。まるで天使みたいだ。


    「ところで、我々と同じ制服を着ているようだが、留学生？」


    　梨り乃のは僕の顔がにやけているのに気づいてか、鋭するどい目つきで一いち[image: ]べつしたのち、女の子に尋ねる。


    「はい。ご紹介に与あずかりました。アリーナ・チェリビダッケ、モルドバから来ました。一年三組でーす」


    　アリーナと名乗った女の子は深々と日本式のお辞儀をしてみせる。


    　とっても礼儀正しい子だ。正確にはご紹介には与かってはいないけど。それにしてもモルドバ……。まったく情報のない国だ。正直、どこにあるのかすら知らない。


    「たしか以前、学食で会った……」


    　やはり金髪の美少女は記憶に残りやすいのか、梨乃もアリーナのことを覚えていたみたいだ。


    「おや、これは挨あい拶さつをしていたお姉さまではありませんか！　お懐なつかしい。もう、おはようは覚えましたか？」


    「物心ついたころには覚えていたのだ……」


    　アリーナの独特のペースに冷静な梨乃もすっかりリズムをくるわされている。これはなかなか大物になりそうだ。


    「そうでしたかー。それにしても、お寺、ファンタスティックです。建物、仏像、お経、ハゲの人たち、どれもすばらしいです。袈け裟さまでにくーいです」


    　アリーナは日本の伝統文化に興味があるようで、ふみにお寺について、仏像について、そして座禅について、矢継ぎ早ばやに質問をしはじめる。


    「じゃあ、アリーナさんも座禅を体験してみますか？」


    　ふみの誘いにアリーナの顔がぱっと明るくなる。


    「いいのですか。私、やります。いっぱい叩きます！」


    「違います。叩くのではなくて、座るほうです」


    　ふみは改めてアリーナに座禅について一から教え始める。日本の文化に興味があるようで、ふんふんとうなずきながら、真剣に聞き入るアリーナ。


    　その様子をじっと見つめていたいくみだったが、突とつ如じよとして、大きく手を打つ。


    「そうだ。アリーナちゃん。第二新聞部って知ってる？　なにか[image: ]うわさとか？」


    「だいに？　しんぶんぶ？　ありーなちゃん？」


    「アリーナちゃんは自分でしょ。とにかく第二新聞部のこと知らないんだね。ね？」


    　いくみは穴が開くほどアリーナの顔を覗のぞきこみながら、何度も確認する。


    「はい……、すみません」


    　なんのことかわからず、申し訳なさそうにぺこりと頭を下げるアリーナ。


    　なるほど、いくみの考えが読めた。留学生なら僕たちの不当な[image: ]うわさも知らないし、生徒会長の手も回っていないと予想したのだ。果たしてその予想は見事的中。アリーナはなにも知らないようだ。


    「よし、じゃあ、第二新聞部に入ろうよ。かわいい子いっぱいいるよっ！」


    　いくみはそう言うと、情熱的にアリーナの手を握る。……その誘い方は警告ポスターのまんまじゃないか！


    「もし、部活決まってなかったらでいいんだけど」


    　僕もなるべくしつこくならないように勧誘してみる。


    「部活……」


    　アリーナはしばらく考えたのちに言葉を続ける。


    「チンポイ部、入りたい。そう思います」


    　チンポイ……非常に危険な名前だがいったいなんの部活なんだ？


    「チンポイ、私の故郷、モルドバあたりの楽器です。ありますか？　チンポイ部」


    「日本の高校には、基本的にチンポイ部はないよ」


    「そうですか……」


    　僕の答えに少し残念そうなアリーナ。


    「なんなのさチンポイって、そんな楽器ないでしょ？　変なウソついて。本当はモルドバとかいう国もないでしょ？」


    　いくみはまったく知らない言葉ばっかりなので、からかわれていると思ったらしい。さっそく、なれなれしく脇わき腹ばらを肘ひじで突きながら、アリーナに疑いの眼まな差ざしをむける。


    「モルドバありますよ。知らないのですか。あのスーパースター、オゾンを生み出した国なのですよ」


    　オゾン？　なにオゾンって？


    「Ｏ３としてのオゾンは知っているが……。地球上であればどこでも発生しているし」


    　梨り乃のも怪け[image: ]げんな表情。どうやら誰も知らないようだ。


    「なぜですか。マイアヒ～です」


    「マ、マイアヒ？　絵え美みさん知ってますか？」


    「知らないけど……。きっと悲鳴なの。足の爪つめを剝はがされたときの」


    「違いまーす。悲鳴違いまーす。思い出してくださーい。オゾン、世界的スターですよ。マイアハッハ～ですよ」


    「きっと足の爪を剝がされて……熱湯をかけられたときの悲鳴なの」


    「違いまーす。モルドバの人そんなことしませーん！　オゾンでーすよ。あのオゾンですよー。有名ですよー。私、家族から困ったらオゾンの話しなさい。そう言われてました！」


    　アリーナは必死に思い出させようとしているが、残念ながら、誰からも「あっわかった」との声は上がらない。オゾン？　マイアヒ？　モルドバ？　チンポイ？　まだひとつも知っている単語が出てこない。別にウソついているわけではないのだろうけど……。会話のきっかけがつかめない。


    　それでもふみは優しい笑え顔がおを絶やすことなく、アリーナと打ち解けようとする。


    「ごめんなさいね。もっと私たちがモルドバに詳しければよかったのですけど。それでチンポイってどんな楽器なのですか？」


    「チンポイ。モルドバでは超メジャーでーす。袋と棒でできていて、棒をくわえて吹くのです」


    「下ネタではないですか。アリーナさんっ！　日本ではそのような冗談は言ってはいけませんっ！」


    　ふみは顔を真っ赤かにして慌あわてている。


    　しかし、いくみはというと、まったく意味が把握できていない。


    「えっ？　なんで？　くわえるのが下ネタ？　なんでなんで？」


    「もうっ、いくみさん。聞かないでください！」


    　ふみは恥ずかしさのあまり、顔を両手で覆おおって、しゃがみ込んでしまう。
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    　ツッコんだばかりに、自分が下ネタを言ったみたいにされてしまった。これはかわいそうだ。


    　しかし下ネタの発言者である、アリーナはまったくそのつもりはないようだ。


    「チンポイ。下ネタ違いまーす！　伝統の楽器でーす。チンポイありまーす。オゾンいまーす！　ググって。みんなでググってほしいでーす！」


    　アリーナは真剣そのもの。どうやら本当にあるのかもしれない。オゾンよりはチンポイの方が実在の可能性が高い気がする。まあチンポイが実在したとしても当然日本の高校にはチンポイ部はないんだけど。事実上、入りたい部がないのであれば、第二新聞部に入ってくれてもいいはずだ。


    「チンポイは日本では無理かもしれないけど、どうだろう、第二新聞部に来てもらえないかな？　もし万が一チンポイを入手できたら、部室で吹いてもらってもいいし。オゾンも泊めてあげてもいいし」


    　僕の誘いにアリーナはぱっと笑え顔がおになるが、すぐに真顔に戻ってしまう。


    「部活、誘ってくれる。とってもうれしいです。モルドバなら三日三晩コニャックでお祝いするところです……」


    　しかしアリーナの言葉はそこで止まってしまう。ちょっと結論を急ぎすぎたか。


    「そうだ、僕たちお悩み相談のコーナーをやっていて、この座ざ禅ぜんもその活動の延長なんだけど、今度お悩み相談コーナー見学してみない？」


    「……見学。わかりました。よろしくお願いします」


    　アリーナはそう言うと、改めてお辞儀をする。


    　こうして僕たちはついに新入部員候補に出会うことができた。留学生というなかば反則的な人選だけど。こうでもしなければ、入ってくれそうな人は見つからない。


    　アリーナに次の週の相談を見学してもらう約束をして、この日は別れる。


    　果たして入部してくれるのか、それは次の相談にかかっているのだった。


    　ググってみたところ、チンポイはバグパイプみたいな楽器だった。そしてオゾンはすでに解散していた。

  


  
    【回　答】


    



    　勉強中に気が散ってしまう気持ち、すごくわかります。お悩み相談コーナーでは雑念を振り払うために座ざ禅ぜんを組んでみてはとの意見が出て、実際に試してみることになりました。


    　たしかに座禅は気持ちを落ち着けるのに有効な手段でしたが、強い煩ぼん悩のうの前には素しろ人うとの座禅は無力。あえなく煩悩に負けてしまいました。


    　そこで、僕は反面教師を提案します。我々お悩み相談コーナーにはある非常に勉強に対して不ふ真ま面じ目めな回答者（仮にＩアイとします）がいます。そのＩアイの振る舞いを反面教師としてほしいのです。勉強しないとＩアイのようになってしまいますよ。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「勉強なんてなーいさ。勉強なんてウーソさ」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　美容院で髪を切ってもらっているのですが、会話が途切れてしまいます。なにかカドが立たずに長持ちする話題はないですか？


    



    
      （タオル地じ）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    石油の代だい替たいエネルギーを作る藻も、オーランチオキトリウムの話題がよい。話が止まらないのだ。この藻はプールでも……（本当に止まらないので強制終了）。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    好きな武将の話題はどうですか。


    美容師さんならきっと伊だ達て政まさ宗むねが好きなはずです！

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    みんなで四し股こ名なをつけ合う！


    美容師さんはチョキ乃の海うみ。出で羽わ海のうみ部屋だよ。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    言葉は必要ないの。


    ただ鏡越しにじっと見つめるの。

    


    


  


  
    【相　談　５「夢が見つかりません」】


    
      シンフォニー

    


    　かれこれ十六年間生きていますが、夢というのが見つかりません。


    　なにをしたいわけでもなく自分の人生で生きるって素晴らしいなと思うことができればよいと思ってましたが、人生には絶望と堕だ落らくしかありませんでした。生きているなかで人生って素晴らしいって思うことってあるの？

  


  
    Answer's
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    梨乃：焦あせる必要はないのだ。


    十六歳での夢などただの勘違いの可能性大。
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    ふみ：きっと大人になりすぎているのです、もっと素直になって！
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    いくみ：ハングリーさが足りないよ。


    もっと飢えた獣けもののように。貪どん欲よくに。腹ペコで！
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    絵美：自分の殻からを破るの。


    


    


    


  


  
    　モルドバからの留学生、アリーナを見学者に迎えてのお悩み相談。


    　夢が持てずに、生きがいを感じられないとの相談。せっかくなので、かなりガチな相談を選んでみたつもりだが……。


    　みんなの回答もそれぞれ熱が入っているように思える。熱しかなくて中身がないのもある気がしないでもないけど。


    「そもそも、十六歳での夢など、ほとんどが錯さつ覚かくなのだ。現実味がなく、かつ一か月もすれば忘れてしまう。本気で悩む必要はない。ないならないでまったく問題ないのだ」


    　梨り乃のの意見は非常に過激かつ極端なものだった。しかし本人はその自覚がないようで、まったく表情を変えずに淡々と話す。


    　そんな梨乃の言げん動どうにすっかり慣れているようで、ふみはにこやかに笑え顔がおで話を聞いている。


    「梨乃さんは、夢ってないのですか？」


    「私は……大学に進学して、研究者になりたい」


    「あるじゃないですか夢。ずるいですよ。自分だけ」


    「私のは夢ではなく、現実的な目標というか……」


    　瞳ひとみが激しく右う往おう左さ往おうしている。ふみのツッコミに戸惑っているようだ。


    「自分だけ夢があって相談者はなくていいなんて、ずるいです」


    「ずるくはない。あってもなくてもまだ問題のない時期だと主張しているのだ」


    「梨り乃のさんはどうして研究者になりたいと思ったのですか？　夢を持ったきっかけは？」


    　ふみはしっかりと梨乃の目を見て問いかける。まっすぐな目で見つめられたせいか、それとも自分の夢について語るのは恥ずかしいのか、梨乃は頰ほおを赤らめながら、目を伏せる。


    「そんな夢なんていいものでは……、両親ともに研究者で、幼おさないころから、自分もそうなると思っていただけで。ほかのことはなにもしてこなかったし…………いくみは、いくみの夢はなんなのだ？」


    　梨乃は自分語りが恥ずかしくなったのか、急にいくみに話を振る。そういえば、いくみはスポーツ万能で、なんでもできるが、いろいろな部に助すけっ人ととして参加してばかりで、一種目に絞って、打ち込んだりはしていないようだけど。どれか本命の種目はあるのか？


    「私の夢？　もちろん……お嫁さんだよ」


    　いくみは照れたようにはにかみながら、そう宣言した。


    「馬ば鹿かなっ！」


    　梨乃が思わず驚きよう愕がくの声を上げる。


    「なんでさっ！　普通でしょ！　お嫁さんだって、立派な夢だよ」


    「お嫁さんを否定しているのではなく……。いや……別に」


    　いくみの表情は真剣そのもの。その迫力に負けて、梨乃は言葉を途中で飲み込んでしまう。


    「お嫁さんに向いてないの。いくみちゃんは」


    　まったくひるまず本音を述べる勇ゆう者しやがひとり。絵え美みだった。


    「なんでっ！」


    　顔を真っ赤かにして、いまにもつかみかからんばかりの剣幕だが、絵美はちっとも動じていない。


    「家庭の匂においがまったくしないの。……むしろサバンナの匂いがするの」


    「しないよ！　私だって、ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それとも？　だよっ！」


    　いくみのお嫁さんイメージもどうかと思うが……、いくみにそう聞かれたら、間違いなく、「それとも」を選択するだろう。ご飯は食中毒、お風呂はリアクション芸人化の危険性がある。


    「向き不向きがあるの。……いくみちゃんはその身体からだのバネを生かすべきなの」


    「バネを生かしたお嫁さんになるもんっ！」


    　僕のお嫁さん観ではバネを生かすシーンがまったく思い浮かばない。それでもいくみは引き下がらない。自分が将来いかに素敵なお嫁さんになるかを熱弁している。


    　毎日美お味いしいご飯を作り、綺き麗れいに掃除をして、あまつさえ旦だん那なさんに靴下を履かせてくれるような甲か斐い甲が斐いしい妻になるのが理想らしい。


    　しかしいくみの思いはまったくほかのメンバーには届いていなかった。みんな絵に描かいたような苦笑いを浮かべている。


    「みんな、なに、その顔。殴るよっ！」


    　素敵なお嫁さんにはありえない言げん動どう。拳こぶしを振り上げて威い嚇かくしているし。どこが素敵なお嫁さんなんだよ、と言いたくなるが、なんだかちょっと別の意味で素敵なんじゃないのかと思わせる[image: ]なぞの魅力があることも否定できない。


    「それで、いくみさんはその夢をどうやって見つけたのですか？　その夢のきっかけは？」


    　ふみが元の議題に軌き道どう修正してくれる。そうだ。問題はいくみが素敵なお嫁さんになれるかではなく、いかにその夢を持つようになったか、なのだ。


    「うーん。そうだねえ。家うちはさ、ふみの家みたくお金持ちのお家じゃないじゃん。旅行とかあんまりいけないし、あんまりお小遣いももらえないし……。でも、とっても楽しく暮らしてるんだよね。それでなんで楽しくできてるのかなって考えたら、お母さんの存在だったんだよね。貧乏でも私たちが楽しくできるように、すごく頑張ってるの。ご飯もいろいろ工夫して。イタズラしてもニコニコしてて……。だから私もお母さんみたいになりたいなって」


    　いくみは目をキラキラと輝かがやかせながら話している。本当にお母さんが好きで尊敬していることが話しぶりから伝わってくる。


    「そうですか。それは素敵な夢ですね」


    「そうかな？　相談者の人も、あんまり考えなくても、いろいろやってたら、自然になにか見つかると思うんだよ。それでふみの夢はなんなのさ」


    　いくみはちょっと照れくさそうに、はにかみながら言う。


    　しかしふみはなかなか答えようとしない。


    　珍しく考え込んでしまう。


    　何度も口に手をやり、話しかけてはやめる。


    「なにさ、私は話したのに。もったいぶって」


    「いくみさん。もったいぶっているのではないです。私にはこれといった夢がないのですよ。相談者の方と同じなんです」


    　ふみはなんだか申し訳なさそうな顔をしている。別に申し訳なくはないと思うのだが。


    「なんか、意外だね」


    　いくみは少し驚いているようだ。


    「そ、そうでしょうか？　私も将来のことを考えると、なにかあったほうがいいとは思うんですが……」


    「じゃあ、お嫁さんになりなよ」


    　いくみはすごく簡単にお嫁さんを勧める。


    「そ、それはいつかは、いずれ……。でもそれはいくみさんの夢で私の夢ではありませんから」


    「ふみちゃんは好きなことはないの？」


    　絵え美みがシンプルな質問をする。その好きなことを夢にすればいいとの考えなのだろう。


    「いろいろあります。歴史も好きですし、本も好きですし。……でもそれは好きなだけで、なにか具体的に夢につながるわけでは……」


    「本が好きなら小説家になればいいの」


    「そんな単純な」


    「単純でいいの」


    「読むのが好きなだけで、書きたいかと言われると……それにあまり現実的になれるとは思えないですし……」


    　ふみは自信なさげにもじもじと身体からだをくねらせる。


    　僕からするとふみはとても知性的で、努力もできるタイプに思えるが、本人は自分で自分に自信が持てないようだ。その性格も夢を持てないことの原因かもしれない。


    　ふみの様子をじっと見ていたいくみは大きくうなずくと、すっくと立ち上がった。


    「わかったよ。ふみに足りないもの。それはハングリーさだ！」


    　いくみはふみを指さすとそう断言する。ふみは突然のこの宣言に小さく口を開けたまま、あっけに取られているが、いくみは自分の発言に自信があるようで、ますます言葉に力が入る。


    「ふみの家はさ、お金持ちだし、大事に、大事に育てられたから、ハングリーじゃないんだよ。だから、そうやってビクビクしているのさ」


    「私、ビクビクしてますか？」


    「してるよ。ねえ絵え美みちゃん」


    「ビクビクというか……ふわふわというか……ボインボインしてるの」


    「ほら、ねっ、ビクビクしてるんだよ」


    　いくみ……、絵美の意見あんまり聞いてなくないか？　完全に結論ありきのペースで会話を進めている。しかし、逆にそれほどまでにいくみは自分の意見に自信があるとも言える。顔を近づけ、まるで心の奥底まで見ようとするかのように、じっとふみの顔を覗のぞき込む。ふみはその視線をいやがって、肩をすくめて視線を逸そらす。


    「そうやって怯おびえてるから、夢が持てないんだよ、しかたがないなあ」


    　なにがしかたないのかわからないが、いくみはやれやれと言わんばかりの調子でふみに手を差し出す。そしてふみの手をなかば強引に握ると、引っ張り起こした。


    　ふみはただあっけに取られて、されるがままだ。しかしそんなことお構いなしにいくみは話を進めてしまう。


    「取り戻すよ。野性の力を。ハングリーになるんだよ。みんなも取り戻すよ！　ハングリーさを！　安全な日本の暮らしで、なまった心を叩たたき直してやるよ」


    　いくみは自分をどこの出身だと思っているのか……。


    　とにかく、いくみはふみにハングリー精神のようなものを身につけさせようと思っているらしいが……。いくみの目が怖い！　なんだかわからないが、ギラギラと燃えたぎっている。


    「いくみさん。……なにをするつもりですか。手荒なマネはやめてくださいね」


    　ふみは怯おびえた目でいくみを見つめながら、自分の身体からだを抱く。


    　まるで山賊にさらわれた娘さんのようだ。


    「なに勘違いしてるのさ。襲おそわないよ。私のことなんだと思ってんの。手荒なマネなんてしないって」


    「では、なにを……」


    「山に籠こもるよ！」


    　いくみの案はそこそこ手荒だった。


    「さあ、ふみ、山籠りしよう、本能を取り戻そうぜ！」


    「いやですよ」


    　当然ながら、きっぱりと断ことわられた。


    「なんでっ！　ハングリーになろうよ！」


    「急に山籠りを勧められて、はい、と言う人などいません」


    「いいじゃん。やろうぜ、山籠り。一回やってみたかったんだよね」


    「いやです」


    「どうしたのでーすか？　どこへ向かわんとしているのでーす？　ふみさんはいくみさーんにさらわれてしまうのですか？　いくみさーん。さらってなにしますか？　煮ますか？」


    　これまでの様子を静かに見学していたアリーナが戸惑いの声を上げる。


    　僕はアリーナのために改めてこのお悩み相談コーナーについて説明する。


    　このコーナーでは出た意見を実際にやってみることが慣例になっており、いくみは自みずからの意見の正しさを証明するべく、ふみにハングリーさを取り戻させるつもりなのだと。


    　そしていくみは少々判断力に難はあるものの、人を煮はしないのだと。


    「なるほど。そーですか。わかりまーした。これは日本の伝統、まずは無料お試しセットで、お肌はだのハリと潤うるおいを実感してくださーい。のやつですね」


    　アリーナは何度もうなずいて、大変感心した様子ではあるが……。それは日本の伝統ではなくドモホルンリンクルの伝統だと思う。


    「ほら、アリーナちゃんも興味ありそうだよ。ふみがハングリーさを取り戻すところ。見たいよねえ？」


    「はい。見たいでーす。ガン見したいでーす」


    　いつの間にか、いくみはアリーナと肩まで組んでいる。相変わらず仲良くなるのが異常に早い。すでにアリーナを仲間に取り込んだいくみ。留学生をがっかりさせてはいけない的なプレッシャーを与え続けている。


    「じゃあ、ちょっとだけ……本当にちょっとだけですよ」


    「よし、やるね、山籠り」


    「本格的なのは駄目ですよ。ソフトなものにしてくださいね。約束ですよ」


    「わかってるって、ソフトにね」


    　いくみはわかった、わかった、と何度もうなずいてみせる。


    　こうして僕たちはハングリーさを取り戻すべく、ソフト山籠ごもりを実行することになったのだった。


    



    　週末、僕たちはＫ公園に集められていた。このあたりでは一番大きな広い公園で各種スポーツ施設があり、さらにはサイクリング、バーベキューなども可能だ。


    　すでに桜の花は散り、葉桜の緑が眩まぶしい。暑くも寒くもなく、自然と伸びをしたくなるような柔らかな日差し。公園を散歩するには最高の季節だが……。残念ながら、僕たちがここに来た目的は散歩ではない。


    　いくみプロデュースによるソフト山籠り。眠っているハングリーさを呼び覚ますことが目的だ。あくまでソフトに。


    「よし、みんなちゃんと運動できる格好になったね？」


    　いくみは参加者を自分の前に横一列に並ばせると、ひとりひとりの前に立ち、順番に格好をチェックしていく。梨り乃の、ふみ、絵え美み、アリーナ……、その姿を確認するたびに、いくみの表情が険けわしくなっていく。


    「ちょっとっ！　本当に修しゆ行ぎようする気ある？　その格好でいいの？　死ぬよ。いろいろ舐なめてると死んじゃうよっ！」


    　いくみはもちろんＴシャツにスパッツ姿。しかし梨乃、ふみ、アリーナは普通の私服姿だ。絵美は……これは私服なのか？　ミニスカートの和服？　斬新過ぎていつ用の服なのかまったくわからないが、とにかく運動に対応しているようには見えない。


    「ソフト山籠りの約束だから。格好は自由でよくないかな」


    　僕のフォローに不ふ承しよう不ぶ承しようではあるが了解するいくみ。いくみとしては本来はもっと本格的な山で激しい修行をしたいのだろう。


    「ソフトね……しょうがない。じゃあ、始めるよ。大自然の中で人間の本能を目覚めさせるんだよ！　なまった身体からだを叩たたき直すよ！」


    　本人は気合い十分で新しん兵ぺいの前に立つ鬼おに軍ぐん曹そうのように、一列に並ぶ僕たちの前をゆっくりと歩きながら、ひとりひとりの顔を睨にらみつけているが……。


    　その後ろを楽しげに歓声を上げながら子どもたちが駆かけ抜けていく。


    　所しよ[image: ]せんはソフト山籠り、公園は危険どころかむしろ安らぎすら感じる環境なのだが、


    「自然は自然。公園だからって舐めてたら駄目だからね。野生動物が狙ねらってくるよ。……クマとか……クマはいないけど、蚊かとかが狙ってるよ。野生の世界は吸うか吸われるかだよ！」


    　場所が変更になってもいくみのテンションは山籠りのまま変更なしだ。


    「それでなにをするつもりなのだ？」


    　梨り乃のは露骨に面倒くさそうな口く調ちようで言う。


    「もちろん。まずは片かた眉まゆを落とす！　さあ、みんなで眉毛を片方剃そろう！」


    「なぜそんなことをするのだ！」


    　どうやら梨乃はかの大おお山やま倍ます達たつが山籠ごもりの際、片眉を剃り落としたエピソードを知らないようだ。まあ、知っているいくみがおかしいのだが。


    「なんでかは、知らない！　とにかく剃るよ」


    「断ことわる！　理由もなしに剃るなどできない」


    「たぶん〝眉毛の好きな野生動物に襲おそわれないように〟だよ。じゃあ眉毛剃るよ」


    「そんな動物はいない！　いやだ」


    「しかたない。まずは私から」


    　いくみは事前に片眉を落とすことを予定していたようで、カバンから安全剃かみ刀そりを取り出す。どうやら自みずから範はんを垂れるつもりのようだ。


    「いくみさん。早まらないでください。ソフト山籠りですよ」


    　剃刀がいくみの眉に届く寸前、ふみはいくみの手に必死にしがみつく。


    「いやだ、絶対に眉毛を剃る！　眉毛剃らずに山籠りなんて逆に恥ずかしいよ」


    　いくみは自分の腕にしがみつくふみを振り払おうとする。ふみの力ではいくみを抑えることは難しい。ふみの身体からだから徐々にいくみの腕が抜けていく。


    「みなさんも止めてください」


    　ふみの声に応じて、梨乃、絵え美み、なぜかアリーナまでもいくみに飛びかかる。


    「いくみ、もっと論理的に行動するのだ。来週の学校で後悔するぞ」


    「いくみちゃん。アシンメトリーは軽はずみにやっちゃ駄目なの」


    「はらきーりですか？　はらきーりなのですか？」


    　梨乃とふみで両手を押さえ、絵美が羽は交がい絞めにし、アリーナはなぜか目隠しをしている。


    　これではさすがのいくみもなにもできない。


    「わかったからっ！　眉毛はやめるから。離して！」


    　交渉の結果、ソフト山籠りということで、片眉を剃るのではなく、眉毛をそれぞれ三本抜くことでなんとか納得してもらった。実にソフト。実に安全だ。


    　それでもいくみのテンションはちっともスケールダウンしてくれない。


    　意い気き揚よう々ようとみんなを引き連れて雑ぞう木き林ばやしへと向かう。


    　都内でも有数の広い公園だけあって雑木林もかなり広大。本当に森の中に迷い込んでしまったかのような気分になる。


    　木々の新緑は生まれたての赤ちゃんの柔らかい手のように風に揺れる。


    「お天気もいいですし、気持ちいいですね」


    　ふみは周りの木々からパワーをもらうかのように、豊かな胸を反らして大きく深呼吸する。


    　しかし、いくみはそんなふみを咎とがめるかのような、厳しい目つきで見つめている。


    「油断しちゃ駄目だよ。自然を舐なめてると痛い目に遭あうんだから。じゃあ、木を使ったトレーニングをするよ」


    　いくみは大ぶりなクヌギの木を発見すると、さっそく木登りをしようとする。


    「いくみさん。駄目ですよ」


    「なにが？　木の枝にぶら下がって、懸けん垂すいと腹筋！　山籠ごもりの基本だよ」


    「公園の木でそんなことしては駄目ですよ。恥ずかしいです」


    「恥ずかしいとか、恥ずかしくないとか、山籠りにはない！」


    　いくみはさっそうと一番低い枝へと飛びつくと、懸垂を始めようとする。


    「やめてください、怒られますよ」


    　その身体からだにふみがしがみつき、続いて、梨り乃の、絵え美み、アリーナも止めに入る。


    「いくみ、馬ば鹿かなことはやめるのだ。この時期木登りすると毛虫に刺されるぞ。チャドク蛾がの幼虫、モンシロ毒蛾の幼虫もいるのだ」


    「ソフトなの。木登りはソフトじゃないの」


    「ニンージャ。ジャパニーズ、ニンージャを捕ほ獲かくするのです！」


    　次々といくみに覆おおいかぶさり、またしてもみんなに取り押さえられてしまう……。


    「止めないでよ。木を使ったトレーニングで筋トレでは鍛きたえられない筋肉を鍛えるんだよ」


    「いくみさん。忘れたのですか、ソフト山籠りです。木を使った懸垂と腹筋なんて、無理です」


    「じゃあ、木の下で腹筋は？」


    「まだソフトではありません」


    「じゃあ木の周りを走る」


    「もっとソフトに」


    　ふみもなかなか頑固。ソフト路線を譲ゆずらない。


    　ふみといくみによる激しい交渉の結果、雑ぞう木き林ばやしの散歩へと変更となった。


    「もしかして、山籠りする気ないんじゃないの？」


    　いくみは散歩道を歩きながら、ぶつぶつと呟つぶやく。


    　気づくのが遅いくらいだ。明らかに全員がいくみを適当にいなして、修しゆ行ぎようせずにすまそうとしている。そもそも服装からして、全員普通の私服だし……。


    「ソフト山籠りいいですね。リフレッシュできますね」


    　ふみは森林浴を満喫しているが、いくみの機嫌は悪くなる一方だ。自分の山籠りのイメージと相当かけ離れているのだろう。


    「じゃあ、この辺でそろそろご飯にするよ」


    「いいですね、いくみさん。おなかすきました」


    　ソフト路線のふみとハード路線のいくみ、ふたりの意見が初めて一致したかに見えた。しかしそれはほんの一瞬だけだった。


    「じゃあ食べられそうな動物を探すよ」


    「……本気ですか」


    　ふみはいくみの提案に露骨にいやな顔をしている。


    「山籠ごもりだよ！　この辺にあるものを食べるに決まってるでしょ。これだけは譲ゆずれないよ。絶対に絶対だよ！」


    「ソフト山籠りなのにですか？」


    「ソフトでも！　山籠りといえば、これでしょ。ハングリーさを取り戻すんだよ！」


    　今回ばかりはいくみも引き下がらない。いくみにとっては食料を野山で確保することは山籠りでのもっとも大切なことのようだ。


    　どれだけふみがソフトを強調しても、頑かたくなに首を縦に振ろうとしない。


    　しかしふみもなんとか説得を試みる。


    「ハングリーさを呼び覚ましてくれようとしているのはありがたいんですけど、正直、私は山籠りには向いていないと思うんです。この公園にはバーベキューの設備もあるんですから、そこで……」


    「とうっ！」


    　突然いくみが話の途中で横っ跳びした。


    　まるでゴールキーパーのように身体からだを宙に投げ出し、なにかを両手でつかむと、華麗に前転受け身を取る。


    「ちょっと、いくみさん。人の話の途中で……きゃああああ！」


    　ふみを絶叫させた、横っ跳びによる収穫物、それはカエルだった。しかもデカい！　ウシガエルってやつだろうか？


    「いくみさん……まさか、まさか」


    「まさかってなにさ。きっと美お味いしいよ」


    　いくみはさも当然であるかのように言う。いくみにとって山籠りの訓練とはこういうことだと決まっているようだ。誇らしげにカエルをふみに向かって掲かかげる。


    「いやああっ、そ、それ、近づけないでくださいっ！　苦手なんです」


    「……好き嫌いしないでなんでも食べないと」


    「食べ物として好き嫌いしているのではありません。もう見るのも……その、肌はだの感じと、変に人間に形が似ている……だから、近づけないでくださっ！」


    　ふみの目には大粒の涙がたまっている。カエルに抵抗のない僕からしてもあのサイズのカエルはちょっと気持ちが悪い。ましてや、食料として見せられるとなるとなおさらだ。


    「絶対、いやです。これはソフトではありません。ハード山籠りです」


    　ふみはひたすらカエルから目を逸そらし続けながら、何度もいやいやと首を振る。


    「そうやって好き嫌いしてると、山では死ぬんだよ！　ハングリーさを取り戻して」


    　いくみは手にしていたカエルをふみの顔の前へと差し出す。


    「いやあああぁっ！」


    　ふみは座った状態から全力でダッシュすると僕の背中へと隠れる。


    「カエルを食べてまで取り戻したいものはなにもありません！　ハングリーさなどもういりませんっ！　夢もなくていいです」


    　……ついに本題すら放棄してしまった。


    　ここはいったん仲ちゆう裁さいに入るしかないだろう、


    「いくみ。これは無理だよ」


    「私だって、かわいそうだなって思ってるよ。でもね、甘やかしちゃ駄目なの。それじゃあハングリーさを取り戻せない。大丈夫、私が一番に食べるから」


    　……一応、本心から食べたいわけではないようだ。しかし、もう典型的な体育会系のしごきっぽい発想。これは文系のふみについていけるわけはない。


    「ふみのためなんだったら、もっとふみの気持ちも考えてあげないと。それにほかのメンバーのこともあるし、ほらアリーナちゃんもいるから」


    　ちょっと申し訳ないとも思いつつ、僕は見学に来てくれたアリーナの存在を説得材料として使わせてもらう。


    　しかしアリーナはちっともそんなことは気にしていないようで、実に楽しそうにしている。


    「もめ事起こったとき、モルドバの伝統的な解決方法、あります。それは多数決と言いまーす」


    　……それは世界中で伝統的な解決方法なんだが。


    　言葉の問題で間違えているのか、本当にちょっと変わった子なのか、その無む垢くな笑え顔がおからは判断ができない。


    　しかし日本生まれの変わった子、いくみも負けてはいない。


    「日本ではこーいうーときに、勝負で決めまーす。シーユー、ネクスト、ウイーク！」


    　なにが「また来週」なのかは意味不明だが、いくみはどうやら自分の意志を貫つらぬきたいなら自分と勝負せよと言いたいらしい。


    　いったいなんのどういう勝負にしたいのだろうか……。


    「美お味いしい食料確保対決！　私が取ってくる食料より、美味しそうなのを持ってきたら、私も文句ないから」


    　いくみの提案はこの公園でふみも食料を採取し、もしいくみの捕ったカエルよりも美味しそうなものがあれば、そっちを食べようではないか、そういうことらしいが……。


    　結局それだと、ハードな山籠ごもりクッキングであることには変わりない気がする。


    　ふみはこのまま抵抗していてもいくみは納得しないと考えたのか、ほかのメンバーと耳打ちを始める。なにか妥だ協きよう点てんを見いだすことはできるのか……。


    　ひそひそ話を終えたふみから出た言葉は意外なものだった。


    「わかりました。ここはいくみさんに従いましょう」


    「えっ、いいの？」


    　いくみ本人まで目を丸くしている。


    「はい。山籠ごもりですから」


    「うん。うん。やっとわかってくれたんだね。あとで眉まゆ毛げも剃そろうね」


    「それはお断ことわりします」


    「よし、みんな散らばれ。食料を採ってくるがいい。私を超えてみろ！」


    　いくみの号令でまっ先にメンバーたちが雑ぞう木き林ばやしの奥へと消えていく。


    　この公園で採れる動植物は、ちょっとした野草と池にいる鴨かも、考えたくもないが、ネズミ、ヘビ、昆虫、あとはペットの犬くらいのものだが……。正直どちらが勝っても食べたくない。


    



    　みんなが食料確保に向かって数十分。


    「お待たせしました」


    　ふみと、梨り乃の、絵え美み、アリーナは一緒に行動していたようで、同時に戻ってくる。意外と早かったが、それぞれ自分たちの収穫物をちゃんとビニール袋に入れて抱えている。


    「ほほう。結構いっぱい持ってるね、でも、大事なのは内容だよ」


    　いくみはなぜだか知らないが、とても偉そうだ。


    　まずは梨乃が自分の持っている袋から収穫物を披露する。


    「これがノビル。ナズナ、タンポポ、ツクシ……」


    　次々と食べられる野草が登場する。さすが梨乃。野草にも詳しいようだ。


    　その流れに乗って絵美も自分の袋の中身を取り出し始める。


    「……まずピーマン」


    　最初に袋から取り出されたのはピーマンだった。綺き麗れいな形のピーマンが五つほど。まるで商品のようだ。


    「そんなの生えてた？」


    「生えてたの」


    　いくみから疑いの視線を向けられるが、絵美はまったく表情を変えることなくそう答えると、淡々と次の収穫物を披露する。


    「次にタマネギなの」


    　絵美の取り出したタマネギは輪切りにカットされ、ご丁てい寧ねいにすでに串に刺さっている。


    　いますぐにバーベキューできるスタイルだ。


    「ウソだっ！」


    「ウソじゃないの。そして、ソーセージ」


    「これは絶対ウソだっ！」


    「捕まえたの。ねえ？」


    　絵え美みは梨り乃のに同意を求める。


    「う、うむ。奇跡としかいいようがない」


    「本当についてましたね。ソーセージが採れるなんて。ちょうどいい季節なんでしょうね」


    　ふみもうんうんと何度もうなずき、執しつ拗ようなほど同意を示す。


    「それから、そーけんび茶も買ってきましたよー」


    　アリーナにいたってははっきりと買ってきたと発言している。


    「爽そう健けん美び茶ちやは生えてないよ！　ずるしたね。みんなで私をだまして！」


    　さすがのいくみも完全に不正に気がついた。「ずるした！　ずるした！」と何度も繰り返し、その場で手足をばたばたと振り回し、感情を爆発させる。


    「いくみさーん。私たちカエル食べたくないのでーす。強情よくなーい。わかってください。すぐそこにバーベキュー場ありまーす。ソーセージ売ってます。ドクダミ、ハブ茶、プーアールでーす！」


    　そんないくみをアリーナが優しくハグする。


    　日本人離れした実に自然なハグだ。人のぬくもりに触れたためか、頑かたくなだったいくみの態度が若じやつ干かんゆるんだように思える。


    「私だって食べたくないよ。でもふみに野性の力を、ハングリーさを取り戻してほしかったんだよ！　そしたら、そしたら、なんか変なことになっちゃって、自分でもわかんないけど……私だって、私だって」


    　いくみの手の力がゆるみ、ずっと拘こう束そくされていたカエルが解き放たれる。


    　地面を蹴けって必死に逃走するカエル。


    「いくみさーん。やりすぎてしまうこと。誰にでもありまーす。素直になってくださーい。そして腹を切ってください。かいしゃーくしまーす」


    　アリーナはハグしながら、恐ろしいことを言っている。


    「切腹はやだけど……。ただ、私はふみ……もっと強くなってほしくて……」


    「いくみさん。一いつ生しよう懸けん命めいさは伝わりましたよ。そのお気持ちだけで十分です」


    「……ハングリーになれた？」


    　いくみはアリーナの胸の中から上目遣いでふみを見つめている。


    「ハングリーになれたかどうか、わかりませんが。私は自分の感情を出すことが苦手で……、きっといい子になろうとしすぎている面があると思うんです。でもいくみさんにカエルを食べさせられそうになって、はっきりと殺意が芽生えました。いくみさんを驚くほど深い落とし穴に落としてやりたい。そんな気持ちになりました。私にもこんなに荒々しい気持ちがあるんだって、わかりました」


    「うん、うん。その気持ちが大事だよ」


    　いくみはアリーナの胸の中でしたり顔でうなずいているが……。殺意の矛ほこ先さきが向いている人が言うことではない。


    「なんだか自分も土ど壇たん場ばになれば、こんな強い感情が出るってわかったら、少し気持ちが楽になりました。自分の将来の夢はまだわかりませんけど、なにか目標ができたときには、強い気持ちで向かっていけそうな気がします」


    「その気持ちを忘れずに、頑張りなよ」


    　いくみはアリーナの胸から抜け出ると、ふみに向かってまっすぐに右手を差し出す。仲直りの握手を求めているのだろう。


    「カエルまみれの手を洗ってからにしてください」


    　ふみはいつもよりも強い口く調ちようできっぱりと断ことわったのだった。


    



    　バーベキュー場の近くの公衆トイレでいくみは執しつ拗ような手洗いを敢かん行こうさせられていた。


    　梨り乃のの監修の下もと、実験時の手洗いと同様の厳しさで、カエルエキスの完全消去を義務づけられたようだ。


    「もういいでしょ。さあ、バーベキューだよ！　始めるよ」


    　ようやく手洗いから解放されたいくみはすっかり山籠ごもりなど忘れたかのように、バーベキューの開催を告げる。


    　先ほどの収穫物はすべてこのバーベキュー場の「手ぶらお手軽ライトセット」に含まれていた食材らしい。その名のとおり、バーベキューの道具と食材のセットで、ひとりわずか二千円とちょっとで手ぶらでもバーベキューが楽しめる近隣住民おなじみのセットのようだ。


    　予定外のバーベキューだが、アリーナの歓迎会だと思えば、ちょうどいいとも言える。


    「どんどん食べな。さあ食べな」


    　いくみはおせっかいにもアリーナの紙皿に勝手に焼けたお肉を置いていく。


    　アリーナはまだ[image: ]はしがうまく使えないようで、割り[image: ]に悪戦苦闘してなかなか口にお肉を運ぶことができない。直前まで到達したお肉が無情にもぽろりと落下して紙皿へと戻ってしまう。


    「すみません。フォークはレンタルがなかったもので」


    　ふみはその苦戦の模様を見て申し訳なさそうに言う。しかしアリーナはまったく意に介していないようで、むしろ[image: ]へのチャレンジを楽しんでいるように思える。


    「だいじょーぶです。練習すればすぐできまーす。あとちょっとで飛んでるハエ、捕らえます」


    　なんてポジティブシンキング！　そんな剣豪レベルにまで到達する必要はないが、普通に食事を楽しむ程度になる前に、バーベキューが終わってしまいそうだ。


    「……赤あか松まつさんが食べさせてあげればいいと思う」


    　ずっと黙って肉を焼いていた絵え美みが突とつ拍ぴよう子しもないことを発案する。


    「なんで僕が？」


    「優しくして、アピールするといいの。……入部してくれるかもしれない」


    　たしかに入部を決断してもらえるのであれば、なんでもしたいところではあるが。優しさの方向が間違っていないか？　急に「あーん」をされても迷惑なんじゃ……。


    　もう口を開けて待っている！　親鳥を待つひな鳥のように、小ぶりな口を懸けん命めいに開けて、お肉の到来をいまかいまかと待ち構えている。


    　これは、食べさせないと逆に失礼だ。僕はもっとも美お味いしそうに焼けたお肉を網の上から取り、さっと焼肉のタレをつけて慎重に口に運ぶ。


    　素直にお肉を受け入れてくれるアリーナの小ぶりな唇くちびる。


    「おいしーです。味がしまーす！　甘じょっぱいでーす」


    　ようやくありつけたお肉に笑え顔がおがはじける。


    　そんなに喜んでもらえるなら……。肉の次には食べごろに焼けたカボチャのスライスを「あーん」させてあげる。


    「おう、甘じょっぱいでーす。驚きの甘じょっぱさです」


    　表現は怪しいが非常にうれしそうではある。


    　続いて僕はソーセージを選ぶ。たぶんソーセージは自分でも取れるだろうけど。せっかくだ。お口を開けた女の子にソーセージを食べさせるのは、申し訳なさを感じると同時に、ちょっとドキドキしてしまう……。


    「なんともぷりっとした歯ごたえ。そしてお肉のテイストが口の中に広がって……甘じょっぱいでーす」


    　結局、甘じょっぱいのかよ！　なに食べても甘じょっぱく感じるなら味覚に問題ありだ。


    　次の「あーん」のために、食べごろのものを探していると、突とつ如じよとして[image: ]はしを持つ手をつかまれる。いくみだ。


    「おーい。アリーナばっかり、ずるいよ。次はこっちだよ」


    　なぜかいくみも口を開けて待っている。しかたがないので、こちらにも同様に肉を運ぶ。


    　なんで対抗意識を出してるんだ……。まったくいくみのやることは理解できない。


    「なんだか、人に食べさせてもらうの楽しいね。いつもよりもさらに甘じょっぱく感じるね」


    　なんでいくみまで甘じょっぱいを使う……。


    　その様子をふみは顔をほころばせながら眺めている。


    「なんだか天国と地獄の話を思い出しますね」


    　ふみは僕たちの光景を見て思い出したのか、幼おさないころに聞かされたエピソードを語り始める。


    　地獄での食事は意外なことにとても豪勢らしい、しかし、食事にはルールがあって、とても長い[image: ]を使って食べなければいけないらしい。地獄に落ちた人々はその[image: ]が長すぎて口に運べず、結局食べられずに苦しむ。一方の天国でも食事には長い[image: ]を使わなければいけない。しかし天国の人々は相手を思いやり、長い[image: ]はしでお互いに食べさせ合うので、ご馳ち走そうを楽しむことができるらしい。


    「いい話なの。ラブ＆ピースなの」


    　絵え美みはその話をいたく気に入ったようで、感心した顔つきになると、目を閉じ、そっと口を開ける。


    　また僕が食べさせるのか？　感心したのなら食べさせる側に回ってほしい。なんだか納得がいかないまま、今度は絵美の口にお肉を運ぶ。


    「実に平和な光景です。天国のようです」


    　ふみはその様子を見て満足そうにうなずく。たしかに麗うららかな春の日に、女の子たちが「あーん」しているのは天国のようだが……。


    　ひとり猛烈に不機嫌な人がいる。梨り乃のだ。じっと僕を睨にらみつけている。どっちかと問われなくとも間違いなく地獄サイドの表情だ。


    「赤あか松まつには私が食べさせてやろう」　


    　梨乃はどこか怒ど気きを含んだ口く調ちようで「あーん」と言うと、焦こげてカリカリになったカボチャのスライスを[image: ]でつまみ、僕の口へぽいっと放り込む。


    「ちょっと、梨乃……苦いよ」


    「うむ……、間違えた」

  


  [image: ]


  
    　機械のような抑よく揚ようのない棒読み口く調ちようでそう答えると、改めて網の上から食材を選び直す。


    　……梨り乃の、それは違うぞ。それはティッシュだ。


    　さっき網の汚れを取るときに使った焦こげまみれのティッシュじゃないか。


    　なぜだ。なぜそんなに怒っているんだ。さっきの「あーん」か？　あれは僕から言い出したんじゃないんだけど。どうすればいい。この焦げまみれティッシュから逃のがれるにはどうすれば……。


    「どうアリーナちゃん。バーベキュー楽しんでる？」


    　僕はとっさに話を逸そらす。これが僕の選んだ焦げティッシュ回避方法だった。


    「はい。とても。この[image: ]なぞの泥水がファンタースティックです。故郷では味わえない甘じょっぱさでーす。なんでも甘じょっぱくなるマジカル泥水！」


    　独特の表現方法だが、どうやら、焼肉のタレの味を気に入ったらしい。


    「じゃあ、新聞部入りなよ。毎日、タレを舐なめさせてあげるからさ。タレ舐め放題だよ」


    　いくみ……タレだけなのか。部活勧誘の[image: ]えさとして安すぎないか。


    　しかしアリーナの反応は予想外にいいものだった。


    「タレだけ舐めたくはありませーんが、でもみなさんの相談、楽しかったでーす。みんな、悩みを解決しようと、頑張ってましたー。私もいろいろ議論したいと思いました」


    　焼肉のタレ舐め放題には一切釣られなかったが、うれしいことに僕たちの活動そのものに興味を持ってくれたようだ。


    「じゃあ入ってくれるのかな」


    　しかしアリーナは僕の問いに曖あい昧まいな笑え顔がおで答えるだけで、首を縦に振ってはくれない。


    　アリーナの笑顔の中に時折、陰のようなものを感じる。


    「なにか事情があるのですか？」


    　ふみも僕と同じくなにかを感じ取ったようで、とりわけ優しい口調で尋ねる。


    「はい……でも……」


    　アリーナの笑顔がさらに大きく歪ゆがむ。


    　何度もなにか話そうとしては、すんでのところで口をつぐんでしまう。どうやら、難しい問題を抱えているようだ。


    「大丈夫です。私たちに相談してみてください」


    「そうだよ。相談しなよ。ずばっと解決するから」


    　いくみは自分の胸をトンと叩たたいて、頼りになるぞとアピールする。ずばっと解決しようとして結果カエルを食べさせようとしていた人間の言げん動どうとは思えない。


    　それでもアリーナはようやく僕たちに相談してくれる気になったようで、ぽつりぽつりと身の上話を語り始める。


    　こうしてバーベキューは臨時のお悩み相談コーナーへと変更になったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　夢が見つからないとのご相談でした。ほかの人が夢を持っているなか自分だけは夢がないと、漫まん然ぜんと生きている気がして、不安になる気持ちはわかります。


    　でも、いまの時点でこれといった夢がなくても、焦あせる必要はないと思います。ゆっくりと自然にしていれば、いつかは目標のようなものがいつの間にかできているのではないでしょうか。


    　焦って無理やり夢を持とうと、おかしな方向に努力をすると、結果カエルを捕ほ獲かくすることになります。


    　相談者の方もそんなに深刻に考えずに、あくまで自然体でいきましょう。変に元気のいい人に影響されずに。マイペースに。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「一いつ生しよう懸けん命めいさは伝わりましたよ。そのお気持ちだけで十分です」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　おもしろいことをして、と言われたときに、 毎回なにをしていいのかわからなくて、 なにもやらずにつまらないとよく言われます……こういう無む茶ちやぶりの対応の仕方がいまだにわかりません。どう対処したらいいですか？


    



    
      （マイペース＠最近の日々が修しゆ羅ら場ばすぎる）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    フィードバック現象。


    まずは見本を見せてくれと言うべき。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    七代前におもしろいことをすると死ぬ呪のろいにかけられたと、


    血筋のせいにしましょう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    大きい声出せばなんとかなる！


    こーんにーちは！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    無言で下半身だけ脱ぐの。

    


    


  


  
    【相　談　６「兄を捜していまーす」】


    
      一年　アリーナ・チェリビダッケ

    


    　私、日本に留学に来た理由。それは兄を捜すためなのでーす。お兄さん、五年前に日本に仕事しに行った。でも、一年前から連絡ありませーん。


    　私、心配です。野武士に襲おそわれたのではないかと。ゲイシャにさらわーれたのではないかと。お寿司屋さんに捕まって、お寿司を回転させらーれてるのではないかと。


    　どうにかして、お兄さん会いたいです。なにしてるか知りたいでーす。無理ならＬＩＮＥラインで友達申しん請せいしたいです。


    　お兄さん捜す方法考えてください。あとお寿司屋さんの倒し方も教えてください。

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：こっそりお酢すを酢さく酸さんから硫りゆう酸さんにすり替える。

    


    [image: ]


    ふみ：大トロを人質に取り、お寿司屋さんの戦意を奪いましょう。

    


    [image: ]


    いくみ：ずっと立ってるから膝ひざが弱点。


    まず膝をキックでバチーン。そこからウニをグチャー！

    


    [image: ]


    絵美：高い皿の絵を一番安い皿の絵にこっそり描かき替えるの。


    


    


    


  


  
    　アリーナがまだつたない日本語で話してくれた相談内容を大まかにまとめると、このような内容だった。


    　それにしてもなぜ回答者全員がお兄さんを捜す方法ではなく、お寿司屋さんの倒し方について考えているんだ……。


    「すごく、心配してます。本当に……元気にしてーるのでしょうか？　こんな美お味いしいタレ、食べられてるでしょうか？」


    　アリーナは焼肉のタレをじっと見ながら、しょんぼりとしている。


    「きっと大丈夫ですよ。タレも必要なときは使っていると思いますよ」


    　ふみの励はげましに、ようやくアリーナの笑え顔がおが戻ってくる。


    「そうですよね。でも心配。だから私、留学先、日本、選びました。会いたい。無理ならとりあえず、ＬＩＮＥラインで友達なりたい。スタンプだけでも送りたい」


    　家族なんだから一回ＬＩＮＥを経由しなくてもいいと思うが……。


    「なにか手がかりは？　居場所を捜すにしても、情報がなければなにもできない」


    　梨り乃のの言葉に小さくうなずくと、アリーナは一通の手紙を取り出す。


    「これお兄さんからの最後の手紙」


    　何度も読み返したのか、封筒の中の便びん箋せんはかなりくたびれてしまっている。


    



    　アリーナへ


    



    　きさまが　にほんご　べんきょうしてる　きいた　にほんご　てがみ　かきます。


    　にほんご　むずい　かしこいで　おなじみのおれ　くせん　きさま　くせん　まちがいなし　とくに　かんじ　むずい　きさまの　てくび　ボキボキ　かわいそう　てくび　つよいで　おなじみのおれ　てくび　ボキボキ


    　おれ　まいにち　にほんご　おぼえる


    　あたらしい　にほんご　きさま　おしえる　「あまじょっぱい」


    　これ　たべもの　おいしいときの　ことば　ひとに　ごはん　もらったとき　あまじょっぱい　いっておけば　だいたい　せーふ　きさまも　つかうがいい


    　おれ　とうきょうで　げんきに　やってる　まいにち　いそがしい　じゃんじゃんばりばり


    　がんばってる　げきあつな　まいにち


    　きさまも　がんばれ　いつか　にほんに　きさま　おとずれたら　ここいち　おごる


    　ここいち　それは　それは　あまじょっぱい　


    　そろそろ　おれの　てくび　ボキボキ


    　また　てがみ　かく


    



    　手紙はこれで終わっている。よほど漢字が苦手なのか、すべて平ひら仮が名な表記だ。平仮名で書いても最終的に手首はボキボキになってしまったようだが。


    　残念ながらお兄さんの居場所を示すような文言は含まれていない。わかることといえば、お兄さんはココイチが大好きなことくらいか……。


    　僕にはこの手紙からお兄さんを捜し出すのは荷が重い。誰か、なにか気づいてくれないだろうか……。


    　その期待に応こたえてくれたのは梨り乃のだった。


    「ふむ……大おお久く保ぼのパチンコ屋さん辺りを捜すのが妥だ当とうなようだが」


    　梨乃はさも当たり前であるかのように言う。


    「うわ───っ！　名探偵だっ！」


    　いくみは身体からだをのけぞらせて驚きよう愕がくしているが、梨乃はむしろ迷惑そうに、「ふぅ」と小さくため息をつく。


    「そんなに驚くことではない。文面からパチンコにはまっているのは明らかだし、消印を見れば大久保から手紙を出したことはわかる」


    　言われてみれば、たしかにそれほど驚くことではないが、言われないと、案外気づかないことに、きっちり気づくところが梨乃の梨乃たる所以ゆえんだ。


    「そっか。なんだよ、びっくりさせて。でも、わかってよかったじゃん」


    　いくみはすでに解決したかのような口ぶりだが、梨り乃のはあくまで冷静だった。


    　長い黒髪をかき上げながら、注意深く手紙のチェックを続けている。


    「そう甘くはない。たまたま通りかかったときに手紙を出したのかもしれないし、仮に住んでいたとしても、いまもそこにいるかはわからない」


    「土地柄、外国人の方がマンションを借りやすいとは聞きますが」


    　ふみはぽかんとしているアリーナに大おお久く保ぼについて丁てい寧ねいに説明をしてくれる。


    　山手やまのて線の駅がある地域で新しん宿じゆくの隣であること。江戸時代は鉄てつ砲ぽう隊たいの屋敷があった地域だが、コリアンタウンを経へて、現在はさまざまな国の外国人が住んでいる地域であること。


    「ですから、お兄さんも大久保に住んでいるかもしれませんね」


    　最後に、そうつけ加えると、元気づけようとアリーナの手を握る。


    　アリーナの顔がぱっと明るくなる。どうやら希望が見いだせたようだ。


    「そうですか！　ありがとうございます！」


    　アリーナはいまにも大久保に向かいかねない勢いだ。


    「冷静になるのだ。具体的に捜索のプランを考えてから動くべきなのだ。そうだ。お兄さんの写真は？」


    　梨乃の問いに悲しげに首を振るアリーナ。


    「お兄さんの写真。小さいころのしかない」


    「ふむ……なるほど」


    　梨乃は嘆息すると、考え込んでしまう。


    　たしかにやみくもに大久保に行っても、おそらくなにも収穫はないだろう。


    　人捜しか……。どうやるべきなんだろうか。


    　梨乃もこれ以上手紙から手がかりを見つけ出すことは難しいようだ。


    　みんなの会話が止まり、沈黙が訪れる。


    　その沈黙を待っていたかのように絵え美みが発言する。


    「似顔絵を描かくの」


    　どうやら次は美術系の出番のようだ。


    



    　バーベキューの後始末を終えると、僕たちはさっそく似顔絵の作成に取りかかる。


    　絵美はすでにベンチに座りスケッチブックを広げている。


    　気持ちが乗ったときにいつでも絵が描けるように、常にカバンに小さなサイズのスケッチブックを忍ばせているらしい。


    「……犯人の似顔絵。モンタージュ写真よりも捕まるの。……強いインパクトを与えるの。人の心に」


    　絵美はぶつぶつと呟つぶやきながら、一度も顔を確認すらせずに、さらさらといくみの似顔絵を描いてみせる。


    「すごーいです。特徴をとらーえています」


    　アリーナは似顔絵といくみとを交互に見比べる。


    「特徴って、これは特徴じゃないからね」


    　いくみは自分の小ぶりな胸を両手で抱えてぶんぶん首を振っている。いくみ、被害妄もう想そうじゃないか。そんな意味で言ったのではないと思うけど。


    　絵え美みはそんないくみのことなどまったく気にとめず、すぐにページを新しくめくると、本題に入る。


    「お兄さんどんな人？」


    「……お兄さん、とてもいい人でした」


    「いい人かどうか関係ないの。顔は？」


    「あります」


    「あるのは知ってるの。もっと具体的に」


    「そーですね。えーとですね。えーとですね」


    　アリーナは懸けん命めいに兄の姿を思い浮かべているみたいだ。肉親とは言えども、五年もの間会っていなければ、記憶もぼんやりとしているのかもしれない。


    　それでもアリーナは自分の表現力のすべてを駆く使しして絵美に記憶の中の兄を伝える。


    　♪


    　まーるかいて　ちょん。


    　まーるかいて　ちょん。


    　ひーろい　お池に　お船が　ひとつ～。


    　船の　真ん中　マストが　一本。


    　お池の周りで砲ほう撃げきが～。ドンドン～、ボカンボカーン。


    　お池のお船も負けてない～。ドンドンドン。46㎝三連装砲が火を噴きまーす。


    　暁あかつきの水平線に勝利を刻む～。バーニングファイアー！


    　あっというまに～お兄ちゃん。


    



    「絵描かき歌にしてくれなくても大丈夫なの！」


    　絵美の似顔絵は、意表をつく絵描き歌の登場に邪魔されて乱れに乱れていた。


    　スケッチブックに描えがかれているのは人の顔からは程遠く、単純に激しい海戦の模様が荒々しいタッチで描かれているだけの状態だ。


    　しかしアリーナはどうして絵美が混乱しているのか、わからないようで、


    「そーですか？　日本では絵に描いてほしいこと歌で伝えると聞きました」


    　相変わらず愛くるしい笑え顔がおを振りまいている。


    「……むしろわかりにくい。普通でいいの」


    「大丈夫でーす。二番聞いてくれれば、わかるはずでーす」


    「二番の問題じゃないの！」


    　しかし絵え美みの制止を振りきって、アリーナは二番の歌唱を始める。


    　切々と想おもいを込めて。独特のイントネーションにむしろ悲哀を感じる歌いっぷり。


    



    　♪


    　あれから　なーがい


    　月日が　ながーれた


    　ひーろい　お池の周りは　平和になってー。


    　誰も　あの戦いの　こと覚えてないー。


    　でも　忘れては　いけないことも　ある。


    　お池の　ために　戦った　男たち。


    　彼らの　おかげで　いまの発展。


    　シュビドゥビ　シュビドゥビ　忘れては。


    　シュビドゥビ　シュビドュビ　ララララ　ルー。


    　シュビっというまに～お兄ちゃん
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    「ララララ　ルーじゃないの！　どこで絵を描かいたらいいかわかんないの」


    　あの絵え美みにツッコませるとは大したものだ。


    　はじめは日本語がまだ上じよう手ずじゃないから、変に感じるだけだと思っていたけど、間違いない。アリーナは言葉関係なしに変な人なのだ。


    「どうです？　描けましたか？」


    　恐ろしいことにアリーナはこの期ごに及んで、まだ描けたかどうか気にしている。


    　絵美はしばらく猛烈な勢いでペンを走らせると、スケッチブックをちょっと乱暴にアリーナの胸に押しつける。


    　一応なにか描いたみたいだが……。


    「わー、そっくりです。お兄ちゃんです」


    　描けたのかよ！　絵美すごいな。


    　僕も慌あわててスケッチブックを覗のぞきこむと、そこには、ヒゲ面づらの外国人男性が描えがかれている。


    　年齢は二十五歳くらいだろうか……。


    　もちろん僕には似ているかどうかはわからないけど。なんとなくそれっぽくはある。


    「アリーナちゃんの顔をお兄さんっぽい年齢の男にして、ヒゲをつけただけなの」


    　なるほど。たしかに言われてみれば、そんな感じの絵だ。


    　絵描き歌でお池の周りで砲ほう撃げきがドンドンなるのは、ヒゲとパーマのかかった髪を表していたらしい。


    　……絵美よく気がついたな。


    　もしかして。変わった人同士だと通じ合うテレパシーでもあるのか。


    　とにかく、これで捜索の大きな武器ができた。


    「よし、大おお久く保ぼの人々に配ろう、まずはコピーしにコンビニだっ」


    　いくみはすでに駆かけ出している。緑に萌もえる芝しば生ふを突っきりグングンと遠ざかる。


    　慌てて僕たちもその背中を追いかける。


    　すでに時刻は午後三時を回っているが、四月も下旬に入り、日は長い。


    　僕たちはこの勢いのまま大久保へと向かう。


    



    　大久保の玄関口であるＪＲ新大久保駅周辺は人でごった返していた。


    　駅の周りには韓流ショップのお店が競い合うように立ち並び、その隙すき間まに入り込むかのように、エスニック料理の店が点在している。インド料理、タイ料理、ベトナム料理、ネパール料理。チュニジア料理まである。


    　道行く人の話す言葉もバラバラ。一見、日本人に見える人たちも中国語や韓国語を話していたり……。まるで外国に迷い込んでしまったような錯さつ覚かくに陥おちいるが、迷い込んだ国がどこなのか特定できない。そんな不思議な街。


    　ここならアリーナのお兄さんが住んでいてもおかしくない。駅周辺を少し歩いただけでもそんな気分になる。


    「とりあえず、パチンコ屋さんに行ってみますか？　店員さんに似顔絵を見せるだけでも」


    　ふみがそう言う間に、梨り乃のがすばやく自分のスマートフォンを取り出し、ふみに見せる。


    「すでに電車の中で店の位置は調べた」


    　さすが梨乃、相変わらず手際がいい。


    　スマートフォンのナビに従って、僕たちは大おお久く保ぼのメインストリートをまっすぐ進み、パチンコ屋さんへと向かう。


    「似顔絵みたいな人、いっぱいいるね。もう本当はお兄さんとすれ違ってるんじゃない？　何人かいたよ」


    　大久保に到着して以来、いくみはずっときょろきょろしていたが、各種土産みやげ物ものや甘かん味みの出店に気を取られていたのではなく、一応はお兄さんを捜しながら歩いていたようだ。


    「そんなことありませーん。お兄さんひとりでーす」


    　いくみからしたらおそらくヒゲが生えている人なら誰でもアリーナのお兄さんかもしれないと思ってしまうのだろう。しかしアリーナからしたら、どの人も全然似ていないわけで。


    「ほら、あの人じゃない？」


    「全然違いまーす」


    「じゃあ、あの人？」


    「違いまーす。あの人、私たちより年下ですよ！」


    「ああ、あの人かな？」


    「あれはおばさんじゃないでーすか！　兄はおばさんではありませーん！」


    「いたっ！　あの人だっ！」


    「あれはジャパニーズマフィアじゃないでーすか！　いくみさん指ささないでくださいよー。小指、ちょん切られてしまーいますよ」


    　いくみの誤認にアリーナはいささかうんざりしている。


    　目的のパチンコ屋さんが見えてきたころには、いくみはすでに一ダースほどのお兄さんを発見していた。


    「じゃあ、じゃあ、あの人じゃない」


    　いくみはパチンコ屋さんから出てくるひとりの男を指さす。


    「だから、いくーみさん。……あの人なのですっ！」


    　その男は絵え美みの描かいた似顔絵そっくりだった。たしかにパーマのかかったブロンドの髪に、ヒゲ面づら。どうやら間違いなさそうだ。


    　騒ぎに気がついたのか、お兄さんがこちらを見た。アリーナの姿を発見して、驚きよう愕がくの表情を浮かべている。大きく目を見開き、口をぽかんと開けて。そして神に感謝をしているのか胸の前で小さく十字を切り……。


    　逃げた！


    　お兄さんが回れ右をして、逃げ出した。


    「なーぜですか！　なーぜ逃げるのでーす！」


    　アリーナが追いかけようとするが、その姿はすでに人ごみにかき消され、見えなくなってしまっている。


    　非常に逃げ足が速い。常日ごろから逃走し慣れているのでは？　そんな疑念が頭をよぎるほどの鮮あざやかな逃げっぷりだ。


    　一方、アリーナはまさかの展開に呆ぼう然ぜんとしていた。


    　きっと涙の再会を予想していたのだろう。自分の姿を見て、逃げ出すなんて想像だにしなかっただろう。


    「きっと、なにか事情があるのですよ」


    　ふみはアリーナの気持ちを察して、慰なぐさめようと言葉をかけるが、ショックでアリーナの耳には届いていないようだ。


    　お兄さんが消えていった道をただただ眺めている。


    　言葉もなかったアリーナからすすり泣く声が聞こえ始める。


    「どーしてですか。どーして……」


    　アリーナの目から涙がぽろぽろと落ちる。陶器のような白い頰ほおをとめどなく流れる大粒の涙。やがて忍び泣きの声が嗚お咽えつへと変わる。


    　はるばる日本まで来てようやく再会したお兄さんからこの仕打ち。


    　どうにか励はげましてやりたいが……。


    「大丈夫だよ。お兄さんにもう一度会って、事情を聞こうよ。なにか理由があるんだよ」


    　僕はそっとアリーナの肩に手をかけ、なるべく優しく話しかける。


    　しかしアリーナは大きく首を振って僕の言葉を否定する。


    「私のこと嫌いなのです。逃げてしまいました。きっともう会えませーん。トンズラでーす。ずらかりやがって！　バイバイきーんですか！」


    　アリーナは知ってる限りの語ご彙いで兄の逃亡を非難する。


    　だいぶ間違ってる気がするけど、その悲しみと怒りは伝わってくる。


    　そんなアリーナに今度は梨り乃のが語りかける。


    「こんな道の真ん中で泣いていてもしかたがない。まずはお兄さんから理由を聞くしかないではないか」


    「ですから……もう逃げてしまって、会えなーいと言ってるのです」


    「問題ない。すぐに会えるのではないか？」


    　梨り乃のはそう言うとちらりといくみを見つめる。


    「わかってるね、梨乃。美術系が活躍したあとは体育会系の私の出番だよ。この程度で私から逃げられると思ったら大間違いなのさ」


    　いくみは自慢げに自分の鼻を指さす。どうやら匂においで追跡するつもりらしい。


    　小ぶりでかわいらしい鼻だが、その性能は野生動物に匹敵する。以前も部室の放火事件の犯人捜索でいくみの嗅きゆう覚かくに頼ったこともあったのだ。……失敗したんだけど。


    　すぐにいくみの鼻による追跡が開始される。


    　いくみはアリーナのうなじをくんくんと匂っては、すぐに道路付近をくんくんと匂う。


    「これ、とっても恥ずかしいでーす」


    　アリーナはうなじを嗅かがれるたびに、恥ずかしがってもじもじと身体からだをくねらせている。


    「ちょっと我慢してください。いくみさんの鼻はすごいですから」


    「ちょっと、信じられーませんね。とにかく恥ずかしいのです」


    　アリーナは髪を耳の上で左右に結い上げているが、首筋を隠そうと髪を解いてしまう。


    「駄目だよ。髪じゃなくて、首の匂いじゃないと」


    　いくみはその豊かな金色の髪をかき上げると、なかば強引に鼻を近づける。


    　なんだか髪を解いてしまったがゆえにむしろ艶なまめかしくなってしまった。


    「うん。わかってきたよ」


    　いくみの追跡速度が上がる。


    　メインストリートから小道に入り、さらに何度か角を曲がって……。


    　ピタリと止まるいくみの足。


    　いくみが鋭するどい眼まな差ざしで見つめる先には古びた木造のアパート。二階建てで外付けの鉄筋の階段がなんとも昭和を感じさせる。どうやらここらしいが……。本当に合っているのか？


    「うむ。間違いない」


    　梨乃が僕の疑念を解消するかのように断言する。


    　梨乃の視線の先には郵便受け。


    　──２０３　あれくさんだー・ちぇりびだっけ


    　おもいっきり郵便受けに名前が書いてあった。相変わらずの平ひら仮が名な表記。どうやら日本語は上達していないらしい。


    　なにはともあれ、アパートの２０３号室へと向かう。


    　２０３号室のドアをノックすると、チェーンをしたままの状態でわずかにドアが開かれた。十センチ程度の隙すき間まからのぞく 白人男性の姿。アリーナの姿に目を丸くしている。


    「なんで　ここ　ばれた！　おまえら　いえ　こられたら　にげられない　あきらめの　きょうち　とりあえず　なかはいれ」


    　再び現れた僕たちの姿にお兄さんは非常に驚いてはいたものの、抵抗することなく、すぐに部屋の中へと通してくれた。


    　引っ越してきた直後なのか部屋の中にはほとんどなにもなかった。段ボールの箱がいくつかと、大きなボストンバッグ。あとは部屋の中央に小さなテーブルがあるだけ。いかにも事情がありそうだ。


    「おちゃ　くらいしか　だせない」


    　お兄さんはキッチンでお湯を沸かし、紙コップではあるが、僕たちに紅茶を出してくれる。


    　アリーナはお茶をいれるお兄さんの背中をじっと睨にらみつけていたのだが、堪こらえきれなくなったのか、お茶を出し終えたタイミングを見計らってお兄さんの胸に飛び込んだ。


    「お兄さん。なぜ逃げたのでーすか。悲しかった。とても悲しかったでーす。このトンズラ野や郎ろう。バカー、アホー、筆ふで不ぶ精しよう！」


    　また涙を流しながらお兄さんの胸を拳こぶしで何度も叩たたく。


    「ばかな　あにで　すまない　あほで　すまない　ふでぶしょー　そのたんご　しらねー」


    　お兄さんは叩かれるに任せながら、何度も詫わびる。


    「お兄さん。こっちでどうしてましたか？　元気でしたか？」


    「げんき　まちがいない」


    「ならどうして連絡くれなかったのですか？」


    「おれ　いま　しごと　ない　まいにち　ぱちんこ　まいにち　せんぷく　かくへん　おれ　はずかしかった　かお　まっか」


    　お兄さんは観念したのか自分の状況を正直に話し始める。


    　日本語はアリーナよりもさらにつたなく、つまりつまりではあるが、懸けん命めいに。


    　お兄さんは連絡が途絶えた一年前くらいに失業していたらしい。


    　しばらくは仕事を探したが、なかなか見つからず、徐々に働く意欲も失って、自じ暴ぼう自じ棄きになってしまったらしい。こちらの部屋に越してきたのも半年前らしいが、部屋の整理をする気すらまったく起こらないそうだ。


    「ほんと　なにもかも　やるき　うしなった　モルドバ　かえりたい　でも　おとうさん　おかあさん　ジョンに　あわせる　かお　ない」


    　お兄さんはそう言うと両手で顔を覆おおってしまう。あとでアリーナに聞いたところによると、ジョンはペットの犬らしい。


    　そんなお兄さんの背中にいくみの平ひら手てが飛ぶ。


    「大丈夫。やっぱり私たちの出番だね、任せときなよ」


    　これまでおとなしく話を聞いていたいくみだったが、ついに我慢ができなくなったらしい。


    「おまえ　なにやつ？」


    「我々は人の相談に乗るのが趣味の者だよ。楽しい人々だよ。やる気出してあげよう」


    「やるき　そんな　すぐむり　どうやる？」


    「まずはハングリーさを……」


    「ハングリーさはもう結構です」


    　いくみの案は披露される前にふみによって却きやつ下かになった。


    「私はこんなときにはカウンセラーに診みてもらう必要があると思うのだが」


    「梨り乃のさん。それもそうなのですが、私たちでできることもあるはずですよ」


    「やっぱりハングリー」


    「ですからカエルはもう結構です」


    「これ……似顔絵描かいたの……お兄さんにあげる」


    　一部関係ないことをしている人もいるが、このような典型的な悩みを前にして、放置するみんなではない。いつもの調子で人生相談が始まる。


    　ああでもないこうでもないと、なかば本人たちそっちのけで激しい議論をする、お悩み相談コーナー一同。


    　アリーナとお兄さんはあっけに取られて、ただただその様子を見つめている。


    「そうだ。我が九く条じよう家に伝わる古い話がありまして。その話がヒントになるかもしれません」


    　ふみはパチンと胸の前で手を打つ。どうやらふみがなにか名案を思いついたようだ。


    「それはよかったけど、手短にね」


    　僕がふみの長い話を警戒してそう言うと、ふみは小さくうなずく。


    「九条家二十八代当主九条倫りん太た郎ろうがアメリカを放浪していたときの話なのですが……」


    　……たしかその人は超下品なアメリカンジョークを開発した人。大丈夫なのか？


    「アメリカに渡った倫太郎なのですが、渡米後しばらくして、強烈なホームシックになってしまったそうなのです。開発したアメリカンジョークがアメリカ人に不評で、なかなかアメリカの文化に溶け込めなかったようなのです。ジョークを言ったのに銃で威い嚇かくされたり……」


    　アメリカ人に不評のアメリカンジョークって……。もはやアメリカンでもなんでもない！


    「すっかり意気消沈した倫太郎だったのですが、ある日、やさしい一家に食事に招待されたのです。その一家は倫太郎を元気づけるために、見よう見まねで、すき焼きを作ってくれたのです。そのすき焼きを食べた倫太郎は活力を取り戻したのです。そしてそのお礼のために作ったアメリカンジョークが、私が以前披露したものなのです」


    　あの下品極まりないジョークか……。完全に恩を仇あだで返している。しかし一般論として美お味いしいものを食べれば、やる気も湧いてくるはずだ。まさに人間の本能ってやつだろう。


    「このようなケースでは故郷の料理でやる気を取り戻すはずなのです」


    　たしかに。ふみの言うとおり異国で暮らすお兄さんには故郷の料理はいいかもしれない。


    「なるほど、なるほど。それはいい考えだねえ。ご飯を食べれば元気が出るよ」


    　大賛成しているいくみのおなかがくるるると鳴っている。もしかしたらただおなかがすいているだけかもしれないが……。


    「アリーナさん。故郷の味ってなにかありますか？」


    「故郷の味。それはママリーガでーす」


    　ふみの問いに即答するアリーナ。名前すら聞いたことのない料理だが、即答できるほど定番で、しかもアリーナは作り方を知っているようだ。


    「じゃあ、みんなでママリーガを作ってみましょうよ」


    「はい。ふみさん。ありがとうございまーす」　


    　いつの間にかアリーナの顔にはじけるような笑え顔がおが戻っている。


    　そうなのだ。料理は食べる人だけでなく、作る人も元気にしてくれるのだ。


    「私、下ごしらえしまーす。どなたか買い物お願いしまーす。料理苦手な人いまーすか？」


    　アリーナの声に、我先にと手を上げる梨り乃の、ふみ、いくみ。


    「どうしましたかー？　みなさん買い物好きですか？」


    　もちろんそうではない。全員料理に自信がないのだ。


    　以前、学食のおばちゃんからの相談に答えて、料理をしたことがあったが、結果は惨さん憺たんたるものだった。それにしても、この状況はちょっと恥ずかしい。


    



    　厳正なるくじ引きの結果、僕と梨乃が買い物当番に任命された。


    　幸いなことに大おお久く保ぼの街には各国料理の食材を取り扱っている店もたくさんあり、モルドバ料理の材料もすぐに手に入りそうだった。


    　僕と梨乃はこのあたりで一番大きなスーパーに入ることにする。


    　梨乃とふたりでスーパーで買い物……。どうしても、同どう棲せい的てきななにかを想像してしまう。もしくはワンルームのマンションかなにかで一人暮らしをして、梨乃がご飯を作りに来てくれるシチュエーションか……。これはたんなるお使いだけど、いつかは本当にそんなシチュエーションを実現させたいものだ。


    　その夢のためには、どうしても梨乃には料理を覚えてもらいたい。僕が作れるようになってもいいのだが、それでは手料理を作ってもらうことはできない。特別に美お味いしい必要はないんだ。普通にお世辞が言えるレベルに到達してくれれば……。


    　梨乃は僕がそんな妄もう想そうを膨ふくらませていることなど露つゆ知らず、アリーナのメモに従って僕の持った買い物カゴへ料理の材料を次々に投入していく。トウモロコシの粉、オリーブオイル、ハーブ類、そしてスパイス……。


    　梨乃は各種スパイスの小こ瓶びんがずらりと並べられた棚を興味深そうに見つめている。


    「なんだか、薬品棚を見ているようで、楽しくなる。これまで料理にあまり興味がなかったのだが、なにか作成してみたくなるのだ」


    　梨乃が料理に興味を持ってくれた。ちょっと普通の料理への興味の持ち方とは違うけど、これは大きな一歩だ。僕が帰ってくると、エプロン姿の梨乃がお玉でみそ汁の味見なんかしていたり……。そんな日々に一歩近づいた。


    「もしかしたら、理系の人って料理に向いてるかもしれないよ。広い意味では料理も実験の一種だと思うし」


    「なるほど……一理あるかもしれない」


    　梨り乃のはスパイスの小こ瓶びんを手に取ると成分表をしげしげと見つめている。さらに興味が深まっているようだ。よし、この調子だ。


    「いまは経験が足りないだけで、慣れたら料理上じよう手ずになるんじゃないかな？」


    「やはり慣れなのだろうか……」


    「絶対そうだよ。もしよかったら、僕が実験台になるよ。ほら、梨乃が練習で作った料理を食べてさ……」


    　ちょっと白しら々じらしかったか……。言った直後に軽く後悔する。


    　しかし梨乃の反応は思いのほか良好だった。


    「……私の料理を食べてくれるのか？」


    　梨乃はうれしそうに目を輝かがやかせている。


    「も、もちろん。なにを作ってくれるかな？」


    「そ、そうだな、最初は簡単なものから始めるべきなのだろうな……なにかを熱しよう。できるだけ強い火力で。たんぱく質を。それからその熱したたんぱく質を急速に冷却してみよう。名づけて、たんぱく質の急加熱と急冷凍による生せい成せい物ぶつ」


    　梨乃は楽しそうに自分の料理の構想を語っているが……。猛烈に理系は料理に向いている説を撤てつ回かいしたくなってきた。


    「……うん、しばらくひとりで練習してもらって、それから実験台になろうかな」


    「なぜだ。なぜ急速にトーンダウンしたのだ？」


    「トーンダウンなんてしてないよ」


    「約束だぞ。近いうちに、私の手料理を食べてもらうのだ。そうだ、お弁当がいい。お弁当を作ってみるから、一緒にまた学食で食べよう。この前のように」


    　女子がお弁当を作ってきてくれる。本当なら最高にハッピーなイベントのはずだが、どうしても胸の奥にこびりついた恐怖心を取り去ることができない。梨乃がお弁当を作ってくれる。うれしい。だが、死にたくはない。


    「うん……ありがとう。楽しみだけど、梨乃も勉強とか忙しいだろうから、無理しないで」


    「……なにも無理などしていない。やはりいやなのだな」


    「そんなわけない。うれしいに決まっている。ただお互いに体調をベストに持っていくように、コンディション調整を……」


    　梨乃がものすごく悲しげな目で僕を見つめている。


    　まるで雨に濡ぬれた子犬のような……。


    「いや、いつでもいいよ。梨り乃のが気分が向いたときに、本当に楽しみにしてるから」


    「約束なのだ。絶対だぞ」


    　なぜだか梨乃のほうから、お弁当の約束をせがまれることに……。僕の目もく論ろ見みは成功してはいるのだが……。怖い。無む性しように怖い。こうして僕は今後、突然のお弁当に怯おびえる日々を送ることになったのだった。


    



    「いちゃいちゃしてなかっただろうね」


    　戻ってきた僕たちを出迎えたのは猜さい疑ぎ心しんたっぷりのいくみだった。


    「まさか……。ただのお使いだよ」


    　正確にはいちゃいちゃし損ねたってところなんだが……。


    　それはともかく、材料がそろったところで、お兄さんを元気づけるべく、さっそくママリーガ作りに取りかかる。ママリーガはライスのような主食らしいので、おかずとしてグヤーシュとサルマーレも作るらしい。


    　とはいえ、お悩み相談コーナーのメンバーはそのいずれも見たことも聞いたこともないので、アリーナの指示に従うしかない。


    「じゃあ、はじーめますよ」


    　木造アパートのキッチンは簡素な作りで、みんなで作るには狭すぎる。ぎゅうぎゅうになりながら作業を開始する。


    「いくみさん。これを混ぜてくださーい。絵え美みさーんはこれを刻んでくださーい」


    　アリーナはてきぱきと指示を出し、自みずからもせっせと料理に励はげむ。


    　以前の相談で料理をしたときには考えられない手際のよさだ。


    　……あのときは不気味な味の料理を食べさせられたものだが、今回は信頼できる。


    　料理開始から一時間ほどだろうか、ついにアリーナの故郷の味、ママリーガとグヤーシュ、サルマーレが完成する。


    　ママリーガはとうもろこしで作ったマッシュポテトのようなもの、グヤーシュはビーフシチュー、サルマーレはロールキャベツに似ている。


    　料理の途中で味見をさせてもらったのだが、正直なところ僕にはよくわからなかった。


    　美お味いしいのか美味しくないのか、とにかくいままでに食べたことのない味で評価のしようがない。おそらく日本料理を初めて食べた外国の人もそうなのだろう。


    　僕には美味しさはわからなかったが、完成した料理を見たお兄さんの顔にはいままでにない歓喜が満ちあふれていた。


    「なつかしい　ママリーガ　グヤーシュ　サルマーレ　ほんとうに　なつかしい」


    　お兄さんは何度も何度も「なつかしい」を連呼する。日本に来て五年。本当に懐なつかしい故郷の料理なのだろう。


    　お兄さんは目を輝かがやかせながら、スプーンをママリーガへと運ぶ。


    　そしてゆっくりと黄金こがね色のママリーガを口に運び、かみしめた。


    「ぜんぜん　ちがうよ！　どこが　ママリーガやねん！　びみょうな　あじで　おいしいのか　おいしくないのか　よくわかんないよ！」


    　驚いたことにお兄さんの感想も僕の感想とまったく同じだった。どうやら本当に美お味いしいのか美味しくないのか微妙な味のようだ。


    「私、ずっとお婆ばあさんが作るの見てた。見たまま作りまーした」


    「みてるだけ　だめ　みただけで　できたら　せわない」


    　お兄さんはちょっと不機嫌になりながら、今度はグヤーシュの味を確かめる。


    「おい！　ふざけるな　こんなの　グヤーシュ　ちがう　おまえら　シュテファンたいこう　になぐられろ！」


    　誰なんだシュテファン大公、まずいグヤーシュを作ると殴ってくる人なのか？


    　とにかくグヤーシュはお兄さんに大不評だった。そして案の定、サルマーレも。


    　アリーナは手際がいいだけで、料理の腕前はからっきしだったようだ。


    　お兄さんは、ぶつくさ言いながらも、一応はちゃんと食べてはくれている。


    　そして自分の料理を罵ののしられているにもかかわらずアリーナはなんだかうれしそうだ。


    「お兄さん。元気になった。アレクサンダー兄さん元々すごく口が悪いのでーす。この毒舌、昔のお兄さんが戻ってきまーした」


    　これが元気になった状態だったのか！　なんか勝手に優しいお兄さんを想像していたんだけど……。まあ本人がうれしそうだから、僕から言うことは特にないけど。


    　倫りん太た郎ろうの教えのとおり、アリーナのお兄さんは故郷の料理によって元気を取り戻した。


    　しかし梨り乃の、ふみ、いくみ、絵え美みには笑え顔がおが見られない。全員が微妙な顔つきをしている。それほどまでにアリーナの作ったママリーガは美味しいのだか美味しくないのだかよくわからない味だったのだ。

  


  
    【回　答】


    



    　お兄さんを見つけることができて僕たちもほっとしています。


    　でも僕たちが助けることができたのはほんの一部、きっとアリーナの強い気持ちがお兄さんとの再会を実現させたのだと思います。


    　これでアリーナの問題は解決したはず。今度はアリーナが僕たちを助ける番だと思っていただければありがたいです。どうにかして第二新聞部に入ってくれないでしょうか？


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「我々は人の相談に乗るのが趣味の者だよ。楽しい人々だよ」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　僕は酢す豚ぶたにパイナップルが入っていることが許せません。なぜパイナップルが入っているのでしょうか。せめて理由を教えてください。


    



    
      （陳ちん健けん太た郎ろう）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    パイナップルにはたんぱく質を分解する酵こう素そが入っている。


    消化を助けるのだ。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    パイナップルなしだと、美お味いしすぎて死んでしまう


    と酢す豚ぶた開発者が恐れたから。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    あれはデザートの部分だよ。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    逆なの。パイナップルの上に酢豚がかかっているの。

    


    


  


  
    【相　談　７「しごと　さがしてます」】


    
      アレクサンダー・チェリビダッケ

    


    　このまえ　まずい　めし　ありがとう　いっぱい　つくって　もらったので　あれから　みっか　ずっと　まずい　めし　それは　どうでも　いいのだが　おれ　げんきに　なった


    　げんきなので　おれ　めんせつ　いった　でも　すぐ　おとされる


    　はじめて　あった　ひとに　おれの　よさ　わからない　でも　わからせたい


    　どうやったら　おれ　すごい　しごと　できそう　おもわれるか？　おしえろ？

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：会話の中でさりげなく知識を披露するべき。

    


    [image: ]


    ふみ：諸しよ[image: ]かつ亮りようを見習うのです。


    三さん顧この礼を参考にしましょう。

    


    [image: ]


    いくみ：とにかくきびきび動く。


    すっごくきびきびして！

    


    [image: ]


    絵美：初対面は見た目が大事。


    スーツにもひと工夫するの。

    


    


  


  
    　あれから数日、いつもどおりの人生相談の日。アリーナが部室を訪れてくれた。


    　アリーナの手には手紙が握られていた。


    　手紙の差出人はお兄さん。どうやらこの前、相談に乗ったことで頼りにしてくれているらしい。それはそれでありがたいのだが、なんだか非常に雑な相談で不安になる。


    「兄がすいーません。でも、仕事決まらない。困りまーす。私、不安で部活できませーん。助けてくださーい。頓とん知ちで解決してくださーい」


    　僕たちはそんな一いつ休きゆうさん的な存在ではないのだが……。


    　アリーナは恐縮しているようで、何度も頭を下げる。


    　まさか仕事の世話までしないといけないとは……。新入部員獲かく得とくの道がこんなに険けわしい悪路だとは思ってもみなかった。しかしここで投げ出してしまってはすべての努力が無駄になってしまう。最後までやるしかないか……。


    「就職に強いっていえば、やっぱ体育会系でしょ」


    　回答者の中でもっとも自信満々だったのはいくみだった。


    　いくみの主張に納得できることはなかなか稀まれなのだが、就職に体育会系が強いらしいという話は聞いたことがある。


    「いくみはなんで体育会系は就職に強いと思うの？」


    「それはもちろん、きびきびしてるからさ！」


    　いくみは僕の問いに迷いなく答える。きびきびしているからなのか……？　そういった面もあるのかもしれないが、そうでない面もある気がする。


    「理系とか文系ってきびきびしてないでしょ。やっぱり元気よく、きびきびしないと。大きい声で返事をして、呼ばれたら、ダッシュで。これだよ」


    　いくみの語気には自信が満ちあふれている。もはやこれが結論だと言わんばかりだ。


    「大きい声で、呼ばれたらダッシュ。犬と一緒ではないか」


    　さっそく梨り乃のがいくみの意見に悪態をつく。梨乃がいくみの意見に同調したところを見たことがない。そして素直にいくみが引き下がったところも見たことがない。


    「なにさぁ、一番きびきびしてないくせに。自分ができないからって、否定してたら、いつまでたってもきびきびしないよ」


    「そもそも別にきびきびしたくはない」


    「したくないんじゃなくて、しなきゃ駄目なの。子どもじゃないんだから」


    　珍しくいくみが梨乃に説教する。しかも言っていることが案外まともだ。程度問題ではあるが、しっかりとした受け答えくらいは、やりたいやりたくないではなく社会常識とされている範囲だろう。


    　いくみはすっかり梨乃に体育会系のしきたりを教えてあげるモードに入っているみたいだ。


    「ほら、梨乃、繰り返して、『はい、ありがとうございます！』、『はい、すぐやります！』、『はい、忘れてしまいました！』、『はい、寝坊しました！』さあ、繰り返して！」


    　……元気はいいけど、想定されているシチュエーションがおかしくないか。怒られている状況としか思えないのだが。


    「私はいくみのように叱しかられなどしないから、やはり必要ない。いくみこそ私の回答を意識するべきなのだ。少し会話すれば知識のなさがバレてしまっているのだ」


    「なにをー！　じゃあ、どんなのが知的な会話なのさ。やってみせてよ。梨乃、桜散っちゃったね？」


    　いくみはさっそく、梨乃に実演を迫る。こんな何気ない会話で、知性をアピールすることができるのだろうか……。


    　しかし梨乃はやはり梨乃だった。桜が散ったとのシンプルな話題に対して、まったく考える間をおかずに知識を披露し始める。


    「うむ……散ったのだ。いくみの言う桜とはソメイヨシノのことを指していると思うのだが、実はソメイヨシノは種しゆ子しでは増えず、接つぎ木でしか増えないのだ。つまりソメイヨシノはすべてごく少ない数の原げん木ぼくのクローンなのだ。だから開花の時期が同じでいっせいに開花して、あのような桜並木が……」


    「もういいよ！」


    　いくみは自分でやれと言っておいて、自分で打ち切った。


    「なんかいやな感じだよ。こんな人は採用されないよ！」


    「そんなことはない。ただ無駄にきびきびしているだけの人間よりも使えるはずなのだ」


    「きびきびのほうが使える！　きびきびっ！」


    「なにがきびきびだ。元気のいい無能が一番迷惑なのだ」


    「なにを、梨り乃ののアキレス腱けんをきびきびしてやろうか！」


    　……アキレス腱をきびきびするとは、おそらくアキレス腱固め的な技だろう。


    　それにしても、同じクラスになっても梨乃といくみの相性の悪さは相変わらずのようだ。


    　すでに議論の範はん疇ちゆうを超えて、お互いの欠点をひたすら罵ののしり合っている。


    　これは不毛だ。そろそろこの辺でストップさせないと。


    　僕はこのふたりを適当になだめて、議論を進めることにする。


    「絵え美みはどう思う？　初対面で好印象って？」


    「見た目は大事なの……初対面の印象は。見た目が勝負なの」


    　絵美の意見は美術系らしいものだった。


    「大事だとは思うけど。面接での見た目ってスーツだよね。普通にスーツを着ていればそれ以上のことはないんじゃないかな？」


    　絵美は僕の意見に小さく首を横に振る。


    「逆にそこなの。スーツという決まりきった衣装があるからこそ……少し変えてあげるだけで異い化か効果があるの……人間の社会的身ぶりを異化するの……」


    　その後も異化効果について熱っぽく語るが、いまいち理解できない。どうやらみんなもそのようで、一様に表情が険けわしい。


    　それでも静かに絵美の話を聞いていたのだが、ついに難しい話がもっとも苦手ないくみが痺しびれを切らした。


    「なに言ってるのか、わかんないよ。結局どうすればいいのさ！」


    　自分がわからないのに、絵美を叱しかるような口く調ちようだ。


    「具体的……、私なら……、スーツを着てると見せかけ、身体からだにスーツっぽい絵を描かいていくの。ただものじゃないと思われるの」


    　ただものじゃないことはたしかだが、それは悪い意味でだ。実際にやったら面接会場にたどり着く前に逮たい捕ほされるだろう。


    「もちろんこれはあくまでコンセプトなの。現実にはもっとおとなしいものになると思うの。……胸ポケットにハムスターを入れておくとか」


    　……絵美はどんな現実を生きているんだ。


    　当然ながら誰も賛同しない。なにか見てはいけないものを見てしまったかのように、絵美から目を逸そらしている。


    　これは僕がフォローに入らないと。


    「まあ、こういうことだよね。スーツや制服などの決まった服でも工夫次第では個性を発揮することができるよって。だから、スーツにもワンポイントくらいちょっとオシャレをしてセンスがあるところを見せたら、ってことだよね」


    　僕なりの解釈で絵え美みの言葉を丁てい寧ねいにかみ砕いてみたのだが、


    「…………違うの」


    「違うのかよ！」


    「オシャレじゃなくて、かもし出すの……自分のスタイルを」


    　相変わらず絵美の話はわからない。とにかくそういうことなんだ、と納得するしかない。


    「とりあえず、かもし出す、ってことで。じゃあ、ふみの意見を聞こうかな？」


    「就職とは昔であれば、仕し官かん先さきを決めることです。そして仕官の最高のケースは三さん顧この礼ではないでしょうか？」


    　ふみは知らない人のために、三顧の礼について簡単に説明を始める。劉りゆう備びが自分の軍師として諸しよ[image: ]かつ亮りようを迎えるために三度も訪問し、諸[image: ]亮はようやく三度目で仕官を決めたというお話だ。


    「これが三顧の礼なのです。そして劉備と諸[image: ]亮はのちに水すい魚ぎよの交まじわりと言われるほど固い信頼関係を築き上げるのです」


    「それで、その諸[image: ]亮って人は三回もなにしてたのさ」


    　いくみは案の定、三顧の礼も諸[image: ]亮も知らないようだ。


    「最初の訪問時は不在で、二度目も旅行中、三度目の訪問時は眠っていたとされています」


    「駄目人間じゃん！」


    「駄目人間ではありません。あえてそうすることによって、劉備に自分が仕つかえるべき器量があるか試したのです」


    「なるほどね……、なるほど」


    　いくみの目が怪しく輝かがやいている。普段こんな話には興味を持たないのだが。


    「いくみ……授業中に寝ている言い訳には使えないぞ」


    　心の奥まで見み透すかすような梨り乃のの鋭するどい視線。


    「ははは、梨乃、なにを言ってるのさ。も、もちろんだよ」


    　いくみの目がものすごく泳いでいる。どうやら図星らしい。


    「つまりは、諸[image: ]亮のように、自分を安売りしないで、自分が本当に役に立てるときが来るまでゆっくりと出会いを待ったほうがいいってことだね？」


    　僕はふみの意見を自分なりにまとめる。


    「すみません、赤あか松まつさん。違います」


    　絵美だけじゃなく、ふみもか！


    「これは私の推測なのですが、きっと諸[image: ]亮は事前に劉備の性格を知っていて、わざと外出したり、寝たりしたと思うんですよ。むしろそうしたほうが好かれると知っていたんです。事前に雇用主の性格をリサーチして、逆さか手てに取ったんですよ。きっと」


    　面接する会社のことをちゃんと調べろ、って話か……。三さん顧この礼の話から意外な結論。まあ、間違ってはいないんだろうけど。


    「私の言いたかったこととは少し違いますが、赤あか松まつさんの言うように、焦あせっちゃ駄目です。日本のことわざにも果か報ほうは寝て待て、とあります」


    　ふみはお兄さんの代わりにアリーナにそう語りかける。


    「大丈夫です。お兄ちゃん、面接失敗すると、いつも寝てまーす。スタンバイできてまーす。ジャパニーズふて寝でーす」


    　なるほど。これは大丈夫じゃなさそうだ……。


    　ふて寝をし始めているってことは、またいつ気持ちが切れて元気をなくしてしまってもおかしくない。どうにかしてあげたいところなんだが……。所しよ[image: ]せんは僕たちは学生、就職について直接的な助けは難しい。


    「それにしても就職って大変ですよね。うちのおじいちゃんも『最近の若者は根性ない』ばっかりで……面接に来た人を叱しかりつけたりしてるらしいんです」


    　ふみは議論に疲れたのか、そう言うと「ふう」と小さく吐と息いきを漏もらす。


    　しかし何気ないその言葉に、アリーナが食いついた。


    「ふみさーんのおじいさんはなにをしている人なのでーすか？」


    「えーと、貿易関係の会社を経営しているのです」


    　僕たちもふみのおじいちゃんには何度か会っているが、どんな仕事をしているかまでは知らなかった。いかにも立派そうな人だったけど、社長だったのか。


    　ふみの説明にアリーナは目を輝かがやかせている。


    「お兄ちゃん、以前貿易の会社で働いていたーのです。入れてあげーてください。お兄ちゃん入れてあげーてください」


    　アリーナはふみの手をぎゅっと握りしめると、切々と懇こん願がんする。


    「それは……、うーん。どうなんでしょうか」


    　アリーナのまっすぐな眼まな差ざしにふみは困ったように目を伏せる。


    「コネでどうにかしてください。コネ入社をお願いしまーす。コネてくださーい。お兄ちゃんをコネちゃってくださーい」


    　言葉の使い方はともかく、アリーナは真剣そのもの。まさに藁わらにもすがるとの表現がぴったりだ。しかしその熱心さがふみを困らせてしまっている。


    「いいじゃん。入れてあげなよ」


    　いくみは肘ひじでふみの脇わき腹ばらを突きながら言う。さすがいくみ。大変、無責任だ。


    「私に言われましても……」


    「いいじゃん。私がお願いしてあげるからさ。私ってふみのおじいちゃんと仲良しじゃん？」


    　いくみはさらにふみの脇わき腹ばらを突っつく。いつからおじいちゃんと仲良しになったんだ？　本当にいくみは自分が仲良しと思えば仲良しとの考え方を貫つらぬき通しているようだ。


    「いくみさんがですか？　私のおじいちゃんに？　アリーナさんのお兄さんを雇えと？」


    「そうだよ。アリーナちゃん、任せときなよ。私が頼んであげるから」


    　自分では状況が無む茶ちや苦く茶ちやなことに気づいていないらしい。


    　ささやかな膨ふくらみしかない胸を自みずからの拳こぶしで叩たたいて、私に任せておけとアピールしている。


    　こうして僕たちは久しぶりにふみのおじいさんを訪ねることになったのだった。


    



    　翌日の放課後、僕たちはアリーナとそのお兄さんを伴ともなってふみの家を訪れていた。


    「すごーい、立派でーす。写真撮っていいですか？」


    　アリーナは通された純和風の客間に興奮している。携帯電話を取り出し、窓から見える庭の様子や、床とこの間まにかけられた掛け軸、鴨かも居いの上の十じゆう文もん字じ槍やりなどを夢中になって撮影している。


    　無む邪じや気きな笑え顔がおを浮かべて、うれしそうに。……ふみのおじいさんを知らないから、そんなに無邪気でいられるのだ。


    「いくーみさんも一緒に写ってくださーい。その掛け軸の横に立って」


    　なぜだか掛け軸の横でガッツポーズをしているいくみを撮っている。


    　まるでいくみが描かいた掛け軸みたいだ。


    「絵え美みさーんも。一緒に」


    　ガッツポーズするいくみの横で、さらに絵美が怪しいポーズを取る。なんの動きだ？　考える人がやりたいのか？　もうなんのシーンなのかもわからない。


    「貴き様さまたち、他人の掛け軸の前でなにをしている」


    　いつの間にかふみのおじいちゃんが、部屋に入ってきていた。


    　いくみたちを厳しい目で睨にらみつけている。


    「えへへ、えへへへへ」


    　変な照れ笑いを見せながら、そそくさと掛け軸の前から退散して、座り直すいくみ。


    　これから頼みごとをするというのに最悪の立ち上がりだ。


    「それで、ワシに用とはなにかな？」


    　ふみのおじいちゃんは、いくみたちが退散した床の間の前にどっかと腰を下ろすと、僕たちを眺め回す。


    　身体からだから発せられる威厳のようなものにあてられて、自然と身体が縮こまってしまう。


    　これはお願い事をするにはかなりの勇気が必要だろう。


    　そんなことを考えていると、肘ひじを指で突く感触が……。いくみだ。


    「ほら、赤あか松まつ、早く言いなよ」


    　いくみが僕に小声でささやく。


    　……任せとけって言ってたのに。なんだよ。怒られてちょっと言いにくくなってるのか？


    　しかたない。僕が言うか……。でも直接雇ってくれなんて、とても言えない。なにかオブラートに包んだ言い方は……。


    「あのですね。僕たち新聞部で活動しているんですけど、日本における外国人の労働問題についていろいろと調べたりしていまして。それでふみさんのおじいさまが会社を経営されているとのことで、お話を聞いてみたいと……」


    　自分でも驚くほどすらすらと出まかせが口をついて出てきた。


    「ほほう。それはいい心がけではないか」


    　おじいちゃんが一気に相そう好ごうを崩す。僕の出まかせを非常に気に入ってくれたみたいだ。


    　……これか、梨り乃のが言っていた僕の成長って。そして彩あや香かが言っていた頼もしくなってきた部分って。


    　困った人ぞろいのお悩み相談メンバーとのやり取りの中で、知らず知らずのうちに口がうまくなっていたみたいだ。


    「それでですね。経営されている会社では外国人の雇用には積極的でしょうか？」


    「無論。そもそも私の会社は貿易が主なのだ。当然ながら積極的に雇用せねばなるまい」


    「どういった人材を求めていますか？」


    「経歴、国籍にかかわらず、ワシは気き骨こつのある若者が好きだ。武士の魂たましいを感じさせるような、そんな男がいれば……。それは望みすぎか。まあ、仕事の面で言うならば、直観力だな。物事の本質を見抜く直観力がある人間が望ましい。細かい仕事はあとで覚えればいい」


    　……なるほど、本質を見抜く直観力か。それをアピールすればいいのか。


    「なるほど、でもどうやって直観力があると判断するんでしょうか？　僕は人生経験が足りなくて。直観力がある人がどんな人かわかりません」


    「それほど難しいことはない。たとえばあの掛け軸を見なさい。どう思う？」


    　おじいさんは先ほどまで隣でいくみがガッツポーズしていた掛け軸を指し示す。


    　堂々たる鷹たかが松の枝に止まっている。獲え物ものに狙ねらいを定め、いまにも飛び立ちそうだ。


    　これを見てどう思えば直観力があるんだ？


    「迫力があって、すごい絵だなと」


    「ははは、残念ながらまだまだ未熟者のようだな。直観力が不足しておる」


    　おじいさんは僕の感想を聞くなり、高笑いする。


    　そしてなぜかいくみの高笑いも背中越しに聞こえる。なについでに笑っているんだ……。


    「どう答えればよかったのでしょうか？」


    「それは誰かに教えてもらうものではない。自分で考えなさい。それも修しゆ行ぎよう。それにもし答えを教えたとして、のちのち誰かに伝えられても困るしな」


    　そう言うと、おじいさんは再び高笑いする。


    　どうやら、僕たちの目的も薄々感づいていたみたいだ。それを知っていながらあえてヒントだけ与えてくれたのだろう。


    　こうなったら、なるべく正直に話したほうが得策だろう。


    「すみません。新聞部の活動で、ある外国人の求職活動をお手伝いしていまして。もしよかったらなんですけど、その方とあっていただけないでしょうか？」


    　おじいちゃんは僕の言葉を聞き終えると、はじめから見み透すかしていたかのように小さく笑う。


    「そんなことだとは思っていたよ。まあ、ふみの友達の願いとあっては仕方あるまい。週末家につれてきなさい。その者が本質を見抜く直観力があるなら大歓迎だ」


    　おじいさんはそう言い残すと部屋から出ていった。


    　直観力か……。そしてそれを試す掛け軸。


    　いかにも立派で高そうなこの掛け軸になんの秘密があるのか……。


    「わかった！」


    　まっ先に回答を見つけたのはいくみだった。いくみに美術品の鑑賞眼があるとは思えないが、独特の勘でなにかに気づいたのか？


    　いくみは自信に満ちあふれた足取りで掛け軸に歩み寄ると、掛け軸をさっとめくる。


    　掛け軸の裏にはなにもなかった。ただの壁だ。


    「違った……」


    　いくみがすごすごと戻る。


    「いくみさん。私の家に抜け道はないです」


    　どうやら忍者的な抜け道があると予想したみたいだ。いくみらしい発想ではある。


    「じゃあ、なんなのさ。ふみは答え知ってるんでしょ」


    　いくみはじれったそうに口を尖とがらせて言う。


    　ふみはいくみにせっつかれて、渋々話し始める。


    「……この鷹たかの目の下の部分なんですけど、幼おさないころに私が勝手に墨で塗っちゃったんですよね、イタズラで。それでちょっと変になってるんです。でもおじいちゃんはこれもいい思い出になるって、そのまま飾ってるんです」


    　そう言われてみれば目の下に黒い染みのような点がある。色合いも比較的新しく感じる。これが答えだったのか？


    　やはり、ふみの表情はどこか冴さえない。なにか引っかかる部分があるようだ。


    「本当にそれを見抜かせたかったのでしょうか？　そんな単純な間違い探しではない気もするのです」


    　本質を見抜く直観力を問われているとするならば、たしかにこれが答えだと言い切れない気もする。うーん、ふみが知らないとなると、美術のことなら絵え美みか……。


    　僕が声をかける前に、すでに絵美は動き出していた。


    　掛け軸の前をうろうろして、いろいろな角度から眺めている。


    　じっくりと時間をかけて鑑賞したのち、ぽつりと呟つぶやく。


    「…………この絵は一部なの」


    「そうなの？」


    　いくみは半信半疑でふみに尋ねる。


    「わかりません。けど、屛びよう風ぶの一部が掛け軸に改装されたりすることはあるみたいです」


    　ふみも懸けん命めいに絵を眺めているが、はっきりとしたことはわからないみたいだ。


    「間違いないの。もっと大きいはずなの」


    　絵え美みの口く調ちようは確信に満ちている。こうなったら絵美を信じるしかないだろう。


    　直観力を判断するテスト、その答えは、この掛け軸が実は絵の一部分でしかないこと。


    　これをお兄さんに伝えて、見事正解してもらうしかない。


    



    　そして週末。


    　ついにお兄さんの面接の本番を迎える。


    　約束の時間まで僕たちはふみの部屋に待機していた。


    　もちろん事前準備は万ばん端たん。掛け軸については暗あん誦しようできるように何度も何度も教え込んでいる。


    「ひじょうに　がんこう　するどいですが　めのしたの　よごれ　ざんねんです　きっと　ちいさい　こどもが　イタズラ　したのでしょう　それから　これは　いちぶ　です　もっと　おおきなはずです」


    　お兄さんもいつもに比べると流りゆう暢ちような言葉遣い。練習の成果が出ている。


    　目の下の染みのことはふみが知っていると予想しているだろうが、掛け軸がもっと大きな作品の一部だと気づくことができるのは十分に想定外のはずだ。


    　僕としては勝しよう機きありと予想しているのだが。


    　お兄さんはすでにスーツ姿。絵美のアドバイスにより、ネクタイはモルドバの国旗をイメージした青、赤、黄色の三色のもの。面接にはふさわしくない派手さだが、自分のアイデンティティを示せば好印象を与えると予想した。


    「この　あお　き　あか　はそれぞれ　そら　こくもつ　どくりつのたたかい　をあらわしてます」


    　梨り乃のの回答、ちょっとした知識もばっちりだ。さりげなく披露すれば、好感触は間違いないだろう。


    「じゃあ、あとはきびきびするだけだね。いい？　きびきびだよ」


    　いくみは特に採用されなかった自分の回答を強引にねじ込んでいる。


    　もちろんきびきびしないよりは絶対にマシだ。


    　そろそろ面接の時間だ。


    　僕たちは新聞部の取材を名めい目もくに客間に入ることは許されているが、一切の助言、口出しを禁止されている。もし助言したと見なされると、その時点で面接は終了。不合格となる約束だ。


    　そもそも孫娘の推すい薦せんで正規の面接ではない、しかも会社ではなく自宅で。すべてが特例、これ以上の譲じよう歩ほは望めない。


    「お兄ちゃん。頑張ってくださーい。私、信じてまーす」


    　アリーナの抱ほう擁ようでお兄さんが送り出される。


    　僕たちはその後ろについて客間へと向かう。


    「しつれい　します」


    　お兄さんは練習のとおり一礼して客間へと入る。


    「よく来たね。まあ、そんなにかしこまらずに座りなさい」


    　すでにおじいさんは客間に入っていた。


    　そしてその背中にある床とこの間まには掛け軸が…………ない！


    　あるはずの掛け軸は取り外され、その代わりに大きく引き伸ばされた小学校時代のふみの写真がかけられている。


    「まあ、まあ、正式な面接じゃないから、ざっくばらんに」


    　おじいさんの口元に浮かぶイタズラっぽい笑み。


    　どうやら僕たちが掛け軸のレクチャーをすることなどお見通しだったようだ。ヒントを与えてくれたと思っていたが、逆に答えを知っていると思わせて油断させることが目的だったのか。さすがに一ひと筋すじ縄なわではいかない。


    　大丈夫かお兄さん。


    　僕たちの不安をよそに、お兄さんはまったく動どう揺ようしていなかった。ゆっくりと余裕のある身のこなしでおじいさんと握手をして、座ざ布ぶ団とんへと正座する。


    　その振る舞いにおじいさんは「ほう」と小さく嘆息する。動揺しなかったことについては、まずは合格のようだ。


    「さて、アレクサンダー君、これを見てどう思う？」


    　おじいさんはついに直観力を見抜く問いを発する。


    　お兄さんが見つめる先には子ども時代のふみ。ランドセル姿でカメラに向かってにっこりと微笑ほほえんでいる。


    「ひじょうに　がんこう　するどいですが　めのしたの　よごれ　ざんねんです」


    「これは汚れではない。ホクロじゃ！　我が孫娘のチャームポイントだ！」


    　いきなり猛烈に怒られた！　最愛の孫娘のチャームポイントを汚れ呼ばわりしたのだから無理もない。しかも全然、眼光が鋭するどくない。百パーセントの笑え顔がおだし。


    「まちがえました……。よくみせてください」


    　お兄さんはそう言うと、立ち上がってふみの写真の前へと進む。


    　真剣な表情で、上から下へ右から左へ、何度も何度もチェックしている。


    「どうだ？　どう思う？」


    　お兄さんは大きくうなずくと、写真のふみの胸をすっと指さす。


    「もっと　おおきなはずです」


    「どこを見ているのだ！」


    　おじいさんの怒声が部屋中に響き渡る。


    　そりゃそうだ。孫娘の幼おさないころの写真の胸に「もっと大きいはず」はない。


    　怒りが頂点に達したおじいさんはついに鴨かも居いの上に飾られている十じゆう文もん字じ槍やりに手をかける。


    　もはやこうなってくると、面接の合否よりも、お兄さんの身の安全が心配だ。


    「日本語がつたない貴き様さまでも、ワシがこの槍を手にするということは、なにを表すかわかるな？」


    「……ごうかくってことですね？」


    「そんなわけがあるか！　ただではすまんということだっ！」


    　ついにおじいさんは十文字槍を手にし、お兄さんに向かってその穂ほ先さきを定める。


    「猶ゆう予よはそれほど残っていないぞ。残りのわずかな時間で貴様は自分がやるべきことをよーくかんがえるんだな」


    「いまこそ、きびきびのときだ。アリーナのお兄ちゃん、きびきび動くんだっ」


    「なるほどー　きびきび　うごきまーす」


    「きびきび動いたくらいで我が槍が避よけられると思っているのか！　この愚おろか者！」


    　おじいさんは静かに腰を下ろし、いまにもお兄さんをひと突きしそうな体勢になっている。


    「我が孫娘を愚ぐ弄ろうした。その罪は重い。報むくいを受けさせねばならん。孫娘を侮ぶ辱じよくした人間にのみ使用を許可されている九く条じよう流りゆう槍そう術じゆつ秘ひ技ぎ、孫娘猫可愛槍連打やたらとでかいくしやみを[image: ]くらわせてやろう」


    　ゆっくりと槍の穂先が螺旋を描えがくように動く。


    　しかしアリーナのお兄さんは槍を目の前にして、案外落ち着いている。


    「おちついて　ください　おこらないで　ごかいしてまーす」


    　むしろ笑え顔がおを浮かべて、おじいさんの怒りを静めようとしている。


    「ならば、誤解を解いてみるがいい」


    「まず　なかよく　なりましょ　わたし　モルドバしゅっしん　モルドバのスーパースター　オゾンのはなし　しましょ」


    「そんなヤツは知らぬ！　そんな話で打ち解けられると思ったか！」


    　ここへ来てのオゾン頼み！


    　当然ながら失敗！　むしろおじいさんの怒りのボルテージは上昇してしまっている。


    「わすれてるだけ　オゾンのこと　おもいだして　あのうたごえを　そして　あのメッセージを　まいあひ　まいあふ　ほらおじいさんも　いっしょに　まいあはっは」


    　お兄さんは母親が子こ守もり唄うたを歌って聞かせるように優しく歌う。意外なことに、なかなかの美声だ。優しくゆったりとしたメロディー。これがオゾンの歌なのか……？　なんとなく勝手にバラード調にアレンジしてる気もするけど。


    　はたしてこの歌声はおじいさんの気持ちを和らげることができるのか……。


    「思い出すもなにも端はなから知らぬ！　なにがメッセージだ！　歌詞などないではないか！」


    　やはりオゾン頼み失敗！


    　おじいさんの槍やりはいまにも目標であるお兄さんに向かって解き放たれそうだ。


    　しかたない、まったく自信がないけど、止めに入るか……。


    　僕が腰を上げた瞬間、一歩先んじて、槍の前にアリーナが立ちふさがる。


    　通せんぼをするように両手を大きく広げて、おじいさんを睨にらみつけている。


    「槍、危なーいです。やめてください」


    「どくのだ。小娘」


    「お兄ちゃん。日本語うまくありーません。だから誤解が生じただけなーのです。お兄ちゃん、ふみちゃんのこと、ぐろーしてません」


    　アリーナの穢けがれのない眼まな差ざしにおじいさんが少し気け圧おされているように見える。


    　こんなキラキラとした目で見つめられては、槍で突くなどできるはずがない。


    「危ないから、そんなに槍の近くに立つのではない。安心しなさい。私も本気で槍を振るうつもりなどない。ただの威い嚇かくだ。なにせ、孫娘猫可愛槍連打やたらとでかいくしやみは身体からだにあるチャクラの門を七つ目の驚きよう門もんまで開かねばならない技。使えば私の身体もただではすまんのだ」


    　おじいさんェ……。毎回思うのだが、本当にそんな技あるのか？　なんだかんだで実際に技が発動したところを見たことがない。


    　とにかく、ようやく十じゆう文もん字じ槍の狙ねらいはお兄さんから外された。


    「ありがとございます。お兄ちゃん。本当はいい人なんでーす。日本で一いつ生しよう懸けん命めい働いてました。ふみちゃんのおじいさまの会社と同じ、貿易の会社です。でも会社なくなってしまーいました。本当に、本当に、困ってまーす。どうか助けてくださーい」


    　アリーナはおじいちゃんに向かって深々と頭を下げる。


    　その姿に胸を打たれたようで、すっかりおじいさんの表情から怒りは消え、むしろ同情しているようにすら見える。


    「ふーむ。なるほど……。そういうことだったか。ふみが人を採用してくれなどと言い出したことはいままでなかった。なにか事情があると思ってはいたが……。それで前の会社はどうしてなくなってしまったのだ？」


    「きっと　ちいさい　こどもが　イタズラ　したのでしょう」


    　会社がなくなるほどのイタズラって。なにやったんだよ、その子ども。


    「そうか、最近の子どもは恐ろしいのう」


    　おじいさん、なぜかここだけ真に受けてるし……。


    　しかし、おじいさんの気持ちが大きく同情へと傾いていることは間違いない。


    　それを察したのか、お兄さんも、頭を下げる。


    「どうか　おねがいします　いっしょ　けんめい　がんばりますので」


    「お願いしまーす、面接続けてくださーい」


    　おじいさんはその姿を見て、困惑している。元々、威厳があって怖いが、情じように脆もろそうだ。兄妹ふたりそろってこんなにお願いされては、むげには断ことわれないのだろう。


    　大きくため息をついて、槍やりを鴨かも居いの上へと戻す。


    「ふふふ、安心しなさい。面接は続いておるよ。アレクサンダー君。あるはずの掛け軸が消え、急になんともかわいいふみの写真になっていて驚いたろう」


    　おじいさんはいたずらっぽい笑みを浮かべている。


    「はい　まじ　あせった　くそやべー　おもいました」


    「それが狙ねらいだったのだ。別に元々の掛け軸でなにかを見抜かせるつもりなど端はなからなかった。見たかったのは予定外の事態が起こったときの振る舞い。人間の本ほん性しようを見るには、窮きゆう地ちに立たせることが一番だと思っておる」


    　なるほど……。そういうことだったのか。


    　お兄さんも真意がわかり、ほっとしているようだ。


    「ジャパニーズ　あっぱく　めんせつ　ですね　それで　どうでしたか？」


    　お兄さんが食い入るようにふみのおじいさんの顔を見つめる。


    「まったく知らない歌だったが、槍を向けられたままで歌えるとは、なかなか肝きもが据すわっておる。まあ大目に見てやろう。ただし、アルバイトだ。次の仕事が見つかるまでの間、面倒は見てやろうではないか」


    　おじいさんは自分の根負けを示すかのように、カラカラと笑う。


    「ありがとう　ございます　がんばります　おじいさん　いいひと　やりを　もった　いいひと　ありがと　ありがと」


    「よかったでーす。お兄ちゃん。よかったでーすね」


    　お兄さんとアリーナは手を取り合って喜びを爆発させている。


    　またしてもアリーナの目からぽろぽろと大粒の涙が。本当に涙もろい子だ。


    　その姿を見て、おじいさんの目まで潤うるんでいる。


    「うん、うん。やるからには真ま面じ目めにやってもらわなければ困るぞ」


    「もちろん　きびきび　やります　シュテファンたいこう　のように　きびきびと　おぞん　のように　きびきびと」


    　相変わらずシュテファン大公もオゾンも誰にも伝わってはいないのだが、その喜びとやる気だけは伝わってくる。


    「アレクサンダー君。妹さんにも感謝しなさい。いい妹じゃないか」


    　おじいさんはそう言うと、アリーナに優しく微笑ほほえみかける。


    　アリーナは急に褒ほめられて、恥ずかしそうにはにかんでいる。


    「めっそうもなーいです。おじいさま。今度、お礼にモルドバの料理、ごちそうしまーす」


    「ほう、それは珍しい。ぜひお願いしたいところだ」


    　それは……。あれを食べさせると、せっかくまとまった話も台なしになってしまう可能性がある。


    「ママリーガ作りまーす」


    「アリーナ、それはいいんじゃないかな？」


    「オウ、赤あか松まつさーん。どーしてですか？　作りまーす」


    「アリーナさん、おじいちゃんは向こう二年くらい、ずっとおなかがいっぱいだと思うんです」


    「ふみさんまで！　むしろ絶対作る。そんな気持ちになっておりまーす」


    　こうして僕たちはアリーナのママリーガ作成を阻そ止しすべく必死に説得するはめになったのだった。

  


  [image: ]


  
    【回　答】


    



    　お仕事を探すのは大変だったことと思います。


    　就職は僕たち学生にとっても将来は避けては通れない課題。いろいろと考える機会になって僕たちも勉強になりました。


    　若じやく輩はい者ものの僕たちが言うのもなんですが、やはり採用の合否を分けるのは最終的には熱意だったと感じました。この熱意を忘れずにお仕事頑張ってください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「あとはきびきびするだけだね。いい？　きびきびだよ」

  


  
    　いつの間にか、部室から見える桜の木もすっかり葉桜となっている。


    　はじめは柔らかく弱々しかったエメラルドグリーンの葉も、たっぷりと光合成しそうな深い緑色に成長している。


    　ふみのおじいさんとのひと騒動から一週間後の金曜日。


    　部室ではアリーナの入部を祝って、ささやかな歓迎パーティーが開かれていた。


    　ちゃぶ台の上に並べられた、ドンタコス率高めのお菓子類と、ジュース各種。謙けん[image: ]そんでもなんでもなく、本当にささやかだ。


    「アリーナちゃん。入部おめでとう！」


    　誰に指名されたわけでもなく、いくみが高々とジュースの入った紙コップを掲かかげる。おそらくお菓子が待ちきれなかったのだろう。紙コップを下げる間もなく、ドンタコスを口へと放り込み始める。


    　ささやかなパーティーではあるものの、みんなそんなことはちっとも気にしていないようだ。……ひとりを除いては。


    　唯ゆい一いつの不満そうな人物。それは部長である彩あや香かだった。


    「なんで部室なの？　せっかくいい季節なのに。もっとなにかあるでしょ。バーベキューとか」


    　どうやら、歓迎パーティーをもっと盛大にやりたかったらしい。


    　しかし、バーベキューと聞いても反応は薄い。みんな曖あい昧まいな笑え顔がおを浮かべるだけで、積極的に賛同する者はいない。


    　つい最近やったばかりなので、当然の反応である。


    　しかし、そんなことを知らない彩あや香かはこのリアクションの薄さにびっくりしているようだ。


    「あれ？　みんな、バーベキュー嫌い？　楽しいよ」


    「ごめんね、彩香ちゃん。もうバーベキューはやっちゃったのさ」


    　いくみが代表して答えてくれる。


    「え？　誰と？」


    「そりゃ、みんないたよ。ねえ？」


    「ウソ!?　もしかして私以外、全員参加で？　梨り乃のちゃんも？　ふみちゃんも？　絵え美みちゃんも？」


    　彩香に名前を呼ばれる順で、みんなが次々に視線を逸そらしていく。それも露骨に。


    　梨乃は急にスマートフォンをチェックし始め、ふみはおもむろに窓の外を眺め、絵美はきのこの山をいろいろな角度から観賞している。


    「なに？　部長がなんでハブなの？　勇ゆう樹き、もしかしてクーデター？　未来のメディアミックス王が早くも反はん旗きをひるがえしたの？」


    「その呼び方やめてよ。違うよ。本当になりゆきでやっただけで、計画的バーベキューではないよ」


    「本当に？　人って偶発的にバーベキューやるかな？　故意のバーベキューなんじゃないの？　明確なバーベキュー意があったんじゃないの？　焼いたけどバーベキュー意はなかった的な言い訳？」


    　よほど自分だけ外されたことが悔くやしかったのか、彩香は執しつ拗ように僕を問い詰める。……なんだよ、バーベキュー意って。殺意みたいに言わないでほしい。


    　とにかく僕はカエルを食べさせられることを回避するための、やむをえぬバーベキューであったこと、決してバーベキュー意を持った計画的バーベキューではなかったことを懸けん命めいに説明する。


    「……まあ、それならいいんだけど。私抜きだったことは別にしても、せっかくアリーナちゃんが遠くモルドバから第二新聞部に入部してくれたのに、部室でお菓子じゃもったいないってことが言いたいわけ。部費が心もとないのはわかってるんだけど、それでももう少しなにかないの？」


    　彩香の主張もわかる。たしかに第二新聞部の窮きゆう地ちを救ってくれたのに、お菓子で歓迎では少々ささやかすぎる気はする。


    「おかまいなーく。私はとても楽しくしてまーす。日本のお菓子、信じられないくらい美お味いしいでーす」


    　特にチョコレート系のお菓子が気に入ったようで、初体験の味に目を丸くしている。


    　しかし彩あや香かは納得がいかないようで、


    「そんな遠慮しないで。もっと盛大にやろうよ。お金の問題じゃなくて、歓迎の気持ちをもっと出さないと。……そうだ！　アリーナちゃんに教えてもらって、みんなでモルドバの料理作るのはどう？　ねえ？　梨り乃のちゃん？　ふみちゃん？　絵え美みちゃん」


    　名前を呼ばれた順にみんな目を伏せていく。


    　梨乃は画面真っ黒のスマートフォンをチェックし、ふみは窓のサッシを眺め、絵美はきのこの山のスケッチを始めようとしている。


    「ウソ、もうやったの？　本当に？　ちょっと勇ゆう樹き、どういうこと？　本気で部長をハブにするの？」


    「違うよ、なりゆきだって。計画的モルドバ料理じゃないよ！　そんなつもりじゃなかったんだ。モルドバ意はなかったんだよ」


    　僕は必死に弁明するが、彩香の視線が冷たい。


    　これは僕が彩香をハブにしようとしていると、完全に決めつけている目だ。そんなことするわけないのに。


    　くそう。本当はアリーナの料理も微妙だからそんなに楽しいものでもなかったって言いたいけど、申し訳なくて言えない。それにあんまりその話をしているとアリーナが作るって言い出しそうで怖い。


    　濡ぬれ衣ぎぬは悔くやしいが、ここは言い訳を繰り返すよりも、話題を変えるのが賢明だろう。


    「あの、ところで、生徒会長はどうだった？　ちゃんと入部届を認めてくれたの？」


    　いかにも彩香が興味ありそうな話題を振ってみる。というか、バーベキューの話よりもこっちが本来、本題のはずだ。


    「ふふん。もちろん認めさせたよ」


    　得意げに鼻を鳴らすと、彩香は言葉を続ける。　


    「なにせ自分で作ったルールを満たしたんだからね。香か織おりはプライド高いから、自分のルールを曲げるなんてできないわけ。まあ悔しそうだったけどね。悔しさで小刻みに震えてたよ。あの調子だとよしたかも相当な罰を与えられるんじゃないかな」


    　彩香はその悔しそうな様子を思い出したのか、クスクスと笑う。


    「じゃあ、これでひと安心だね」


    　僕の言葉に大きくうなずく彩香。


    「まあ、とりあえずはね。本当にアリーナちゃんには感謝しないとね。もちろん、梨乃ちゃんも、ふみちゃんも、いくみちゃんも、絵美ちゃんも」


    　名前を呼ばれる順にみんなが目を伏せていく。


    　おいおい、これは違うぞ。目を逸そらさなくても大丈夫なやつだ。


    「まあ、いいってことだよ。彩香ちゃん。そんなになにかしたってわけじゃないし」


    　いくみはそう言いながら、約束のドンタコスとポッキーを交互に頰ほお張ばっている。いくみにとってはこれで十分なご褒ほう美びなのだろう。


    　そんな姿に彩あや香かはまた感激している。


    「ほんといい子たちだね。勇ゆう樹き、やっぱりお礼しないと。なにか考えて」


    　急に考えろと言われても……。本人たちに聞いてみるしかない。


    「アリーナどこか行きたいところってある？」


    「私、温泉行きたいでーす。近くに日帰り温泉あるって聞きまーした」


    「いいですね。日帰り温泉。ねえ梨り乃のさん」


    「異論はないのだ」


    　ふみと梨乃もアリーナの案にすぐさま賛同を表明する。


    　なるほど、日帰り温泉。いいアイディアだ。日帰り温泉なら、時間もかからないし、リーズナブル。それになにより…………。


    「あっ、またエロいこと考えた！」


    　僕の空想をすぐに遮断したのはいくみだった。


    　いくみ……早いよ。まだこれから考えようとしたところだったのに。まだ湯気くらいしか想像していなかったのに。


    「赤あか松まつさん本当ですか？　それなら行きません」


    「うむ。赤松はひとりで王おう水すいにでも浸つかるといい」


    　なんでまたこのパターン！


    　しかも今回は未み遂すいだ。エロい想像未遂だ。今度は絶対に認めないぞ。アリーナにエロい人だと思われたくないし。


    　僕は断固たる決意で疑惑を否定したのだが、ほんの数分後にはエロい想像未遂を謝罪させられることとなったのだった。

  


  
    　あとがき


    



    　どうも川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。ご存じの方も多いかと思いますが、いよいよアニメがスタートします。


    　アニメの正式なタイトルは人生相談テレビアニメーション「人生」となっております。短いタイトルでお馴な染じみだった本作ですが、急に名前が長くなりました！　放送局、放送時間帯など、詳しい情報は帯や「ガ報」。そしてあとがきを書いている時点ではできたてホヤホヤのティザーサイト（http://www.vap.co.jp/jinsei/）などで確認していただきたいです。


    　さて、アニメスタート直前ということで、僕はいま猛烈に縁起を担かついでおります。なにせ、アニメの現場では原作者はさして役に立ちません。なんだったら、ちょっと邪魔なくらいです。ウザがられている可能性すらあります。


    　そんな状態でもお役には立ちたい……。でも、できることは少ない。そんな状況で僕がするべきことといえば、もはや運気を上昇させることだけではありませんか！


    　そういうわけで、日々神しん仏ぶつに祈りを捧げ、殺せつ生しようをなるべく避け、夜は爪を切ることなく、黒猫には接近しないよう暮らしております。作中であれば梨り乃のに大変軽けい蔑べつされてしまいますね。しかし人間とは弱いものです。そして人間界でもとりわけ弱いのでお馴染みの僕。このような大きなイベントの前にはゲンを担がずにはいられないのです。


    　当然のことながら、縁起担ぎはこのあとがきにも必要です。アニメ直前のあとがきなのですから、あとがき史上もっとも運気を上げるあとがきでなくてはならないでしょう。


    　というわけで、このあとがきの方向性を定めるべく。さっそく某サイトにて占いのコーナーを見てきました。


    　それによると、僕の星座であるところの獅子座の運勢は六十八点。ラッキーアイテムはポータブルラジオ。ラッキーカラーは黄おう土ど色。ラッキースポットは公園。ラッキーグルメは野菜のスープ。ラッキー方位は北西。ラッキーアルファベットは「Ｗ」。


    　仕事運：「固くなりすぎで失敗してしまうことが多いかも。思い切ってフランクに友達感覚で接した方が成果がでるかも？」　


    　だそうです。……ラッキーグルメ？　ラッキーアルファベット？　それはともかく、運勢が六十八点！　全然ラッキー度が足りていない！　普通ならまあまあと思うかもしれませんが、こっちはアニメ化が控えているんだ。足りない！　もっと運を！　強大な仕事運を！　もっともっと運気を上げねば。いったん、北西の方向に向かってラッキーグルメである野菜スープを飲ませていただく！


    



    　……さて、これで少々運気が上昇したはず。このまま募集へ。


    　本作、「人生」では読者の皆様からの相談を募集しております。


    　みなさまから寄せられるお悩みと、野菜スープでこの作品はなりたっております。


    　相談はどんな内容でも大歓迎です。お悩み相談コーナー一同が真剣かつ、ゆるーく、お答えいたします。


    　応募は僕のツイッターアカウント（@ougyo_kawagishi）へリプライ、またはダイレクトメッセージでお送りいただくか、メール、jinseisoudan@live.jpまでお寄せください。


    　ツイッターは文字数が百四十文字となっておりますので、長い相談はメールもしくはその辺の公園に置いておいていただければと思います。


    　応募には相談者のお名前（ペンネームでもＯＫです）と名前のふりがな、野菜スープも添えてお送りいただけるとありがたいです。


    　応募期間は二〇一四年、六月十八日より二〇一四年、七月十八日までとさせていただきます。 みなさんの相談に支えられて続いているシリーズでございます。いろんな相談お待ちしてるぜ！　みんな友達感覚でじゃんじゃん送ってこいよ。マジでマジで！　ウェーイ！


    　さて謝辞にwwww


    　担当編集岩浅様、ポータブルラジオのように的確な編集作業ありがとうございます。諸々立て込んでいるなかで、圧倒的な仕事ができる人っぷりを見せつけられております。次々とやってくる案件を軽やかに処理し、その上おすすめのラーメン店まで教えてくれる。まさに敏腕！　まさに公園！　ほんとマジありがとう。ナイス入稿www


    　ななせめるち様。今回も黄おう土ど色のイラストを描いていただき、ありがとうございます。なんといっても今回は新キャラクター、アリーナをデザインしていただきました！　小柄でかわいらしくて公園に住んでいる、そんなイメージがビンビン伝わってきました！　このタイミングでの新キャラ投入、大丈夫だろうか……、そんな迷いもありましたが、チャレンジして良かったです。今後責任を持って、いいキャラクターに育てていきたいと思います。マジほんと助かってるし。マジ、ナイスキャラデザ。ほんと、サンキューサンキュー。あとツイッターとかで宣伝してくれて、ほんと、マジあれっすわ。今度、肉でも奢おごるわ。


    　そしてガガガ文庫編集長である野村様にも大変お世話になっている今日この頃です。いろんな会議にて矢や面おもてに立っていただいております。主に北西に向かって立っていただいております。ほんとマジ僕には出せない、強こわ面もての圧あつ、マジ半端ないっすわ。マジいい圧出てるわ。さすが編集長、マジ五ご厘りん刈がり最高。サンキュー、サンキュー。


    　川口監督をはじめとするアニメ関係者様、そしてコミカライズを担当している松山せいじ様


    マジでサンキュー。マジ、ナイスコミカライズ！　野菜スープ最高！　北西最高！　マジ黄土色wwww


    



    　……正直書いていて怖くなってきました。


    　ただの危ない人が書いたあとがきになっている気がしてならない。しかしこれも運気を上昇させるためには仕方ないんです。これぐらい縁起を担いでいないと平常心でいられないんですよ！　マジで！


    　そして読者のみなさまにもマジサンキューを。


    　本当に読んでくれてサンキューな。おかげさまで８巻まで出せました。僕の前のシリーズである「邪神大沼」シリーズが８巻までだったのでついに並びました。本当にありがたい。ここから先は僕にとっても未体験ゾーンに突入となります。自分でもどうなるかわかりませんが、ここで運気を一気に上昇させたので、きっとこの先もなんとかなることでしょう！


    　今後どれくらい続くのかはわかりませんが、最後までおつき合いいただけたら、マジでサンキューです。本当に相談とか気軽に送ってください。


    　それでは次回「公園　第９章」でお会いできれば幸いです！


    



    



    
      川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよ

    

  


  
    【スペシャルサンクス】


    　今回、相談をいただいた迷える子羊たち（敬称略／掲載順）


    



    したメガネ


    小鳥 燐


    シケキング


    タオル地


    シンフォニー


    マイペース＠最近の日々が修羅場すぎる

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagish


    



    本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、アニメスタート直前とは思えないほど辛気臭いものだったので、不採用となりました。


    やむをえず、タイのことわざを掲載します。


    「大きな大便をして子供に見せる」


    この言葉を肝に銘じ、今後は夢と希望を与えるプロフィール作りを心がけます。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    人生　第８章
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